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　転章Ⅳ　西暦二〇二六年七月六日




　全長四百メートル、幅二百五十メートルを誇る自走メガフロート《オーシャン・タートル》には、十二の階層デツキが存在する。

　世界最大の旅客船──と言ってももちろんオーシャン・タートルよりは小さいが──である《オアシス・オブ・ザ・シーズ》号が十八ものデッキを持つことを思えば、少々贅ぜい沢たくな空間の取り方だ。しかし、建造目的がクルーズ旅行ではなく海洋科学技術の研究なので、各種の観測用、分析用機器が入るスペースが必要なのだそうだ。もちろん明あ日す奈なとしても、天井が高いことには何の不満もない。

　喫水線下の一層は浮体デッキ、二層は機械室デッキで、三層から八層までは海洋生物、海底資源、プレート構造などの各種研究施設が占める。九層と十層に船室キヤビンが入り、十一層がラウンジやジム、プールなどのレクリエーションデッキ、最上階十二層にはレーダーやアンテナが設置されているほか、展望室もある。

　船の所属は海洋研究開発機構ＪＡＭＳＴＥＣということになっているが、それは真実の半分でしかない。主動力に国産の加圧水型原子炉を用いている関係上、建造は自じ衛えい隊たいとの共同で行われ、竣しゆん工こう後も現役の自衛官が警けい備びのために常時乗り組んでいる。

　それだけではない。船体の中心部を貫つらぬく複合チタン合金の柱──通称《メインシャフト》の内部は完全に自衛隊の管理下に置かれ、そこでは海洋とまったく関係ない、とある極秘研究が進められている。新生児の魂たましいを複製し、仮想世界で育て、世界初のボトムアップ型人工知能を生みだそうという──その名も《アリシゼーション計画》が。




　二〇二六年七月六日、月曜日、午前七時四十五分。

　メインシャフトの上半分、《アッパーシャフト》と呼ばれるエリアにて治ち療りよう中のキリト──桐きりヶが谷や和かず人とを見み舞まった結ゆう城き明日奈は、フルダイブ技術研究者の神こう代じろ凛りん子こ博士はかせと一緒に、十一番デッキのラウンジで朝食を取っていた。

　豪華客船の乗客ではないのだから──それどころか、計画を統括する菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二等陸佐の判断いかんでは営倉（あるのかどうか知らないが）送りにもなりかねなかったのだから、食事や船室には不満を言うまいと思っていたが、ビュッフェ形式の料理はどうしてなかなか立派なものだ。

　テーブルの向かい側で、白身魚のフリットにナイフを入れた凛子が、断面をしげしげと眺めながら言った。

「このお魚、オーシャン・タートルで釣れたのかしらね？」

「ど、どうでしょう……」

　同じ物を皿に取っていたアスナも、おそるおそる一切れ口に運んでみた。白身はほろほろと柔らかく、それでいてしっとりした歯は応ごたえもある。相当に新鮮なのは間違いないが、果たしてこんな外洋に竿さおを出して、魚が釣れるものだろうか。

　右手のナイフを置き、アイスティーのグラスを持ち上げながら、アスナはテーブル左側の窓に眼めを向けた。凪ないだ海面は黒々としていて、魚はもちろん釣り船の一隻せきも見当たらない。

　考えてみれば、アスナはオーシャン・タートルの現在位置を《伊い豆ず諸しよ島とう沖》としか聞いていないのだ。伊豆諸島と言っても南北に長い。確か、ほぼ中心にある八はち丈じよう島じまでも東京から三百キロ近く離れていたはずだ。

　東京から持ってきた携けい帯たい端たん末まつが使えれば、地図アプリを起動するだけで現在位置を表示してくれるのだが、残念ながら保安上の理由とやらで船内Ｗｉ─Ｆｉへの接続は許可されなかった。ローカルメモリに入っている音楽ファイル等の再生は可能なので、没収されなかっただけでもありがたいと思うべきなのだろうが、《思い立ったら即検索》ができない状況は正直フラストレーションが溜たまる。検索どころか現実世界の情報を何一つ得られなかったＳＡＯ時代には、こんな不満を感じたりしなかったのだが。

　ため息をアイスティーと一緒に飲み下し、アスナは気分を切り替えようとした。

　ネットが使えないくらいでイライラしてしまうのは、充分な情報が与えられていないという感覚が拭ぬぐえないからだ。

　菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうや比ひ嘉がタケルが進めている《計画》は、ほんとうに昨日説明してもらった内容で全すべてなのか？　実験世界《アンダーワールド》には、まだまだ隠された秘密があるのではないか？　そして──ソウル・ＳトランスＴレーターＬ四号機で治ち療りよう中の和かず人とは、安あ岐きナツキ看かん護ご師しが言ったとおり、明日になればちゃんと眼めを醒さますのだろうか……？

　いや、前の二つはともかく、三つ目の疑念は捨て去らねばならない。いまはただ、ひたすらに信じるべき時だ。明日──七月七日になれば、和人の傷ついた脳神経ネットワークの再生が完了し、彼は意識を取り戻す。明あ日す奈なは七日の夕方にオーシャン・タートルを発たつヘリコプターで東京に戻らねばならないが、言葉を交かわす時間くらいはあるはずだ。明日奈を守るために傷ついた体を、しっかり抱き締しめる時間も。

　その瞬しゆん間かんを思い描くことで少しだけ元気を取り戻した明日奈は、食事を再開しながら向かいの凛りん子こに訊たずねた。

「凛子さん、この船の詳しい現在位置ってご存じですか？　わたし、伊豆諸島沖としか聞いてなくて」

「……そういえば、私もそうだったかも……」

　フリットを食べ終えた凛子は、軽く首を傾かしげて白衣のポケットに手をやった。携帯端末を取り出そうとしたのだろうが、すぐにネットに繫つながっていないことを思い出したらしく、ほんのり顔をしかめる。

「ええと、確か、御み蔵くら島じまから西に百キロだか二百キロだかって比ひ嘉が君が言ってたような……あれ、三宅みやけ島じまだったかな……」

　曖あい昧まいな情報を口にしつつ、凛りん子こは船にしては大きな窓に眼めを向けた。明あ日す奈なももう一度、ブルーブラックの海面を見やる。

　朝日は反対側の窓から差し込んできているので、二人が顔を向ける方角は西になるはずだ。オーシャンタートルの現在位置が伊い豆ず諸しよ島とうの西側という話が本当なら、水平線には御蔵島も三宅島も、いわんや本州も見えるまい……。

　そんなことを考えつつ、海うな原ばらを右から左へと眺めた明日奈は、思わず「あっ」と小さく声を上げていた。先ほど窓を見た時には気付かなかったものが、朝日を受けて白っぽく光っている。彼方かなたの海原に浮かぶ細長い人工物──船だ。比較対象がないのでスケール感が摑つかみにくいが、かなり大きいように思える。

「凛子さん、あそこ」

　明日奈がナイフを置いてから指さすと、凛子も眼を細めて頷うなずいた。

「あら、船ね。さっきの魚を獲とった漁船…………じゃあ、なさそうね……」

「え、違うんですか？」

「漁船にしては大きすぎるし、色も地味だし……それに、アンテナがやけにたくさんついてるわ」

　凛子が席を立ち、窓に歩み寄ったので、明日奈も隣となりに並んだ。視力は悪いほうではないが、海面から発生する水蒸気のせいか、遠方の船はゆらゆらと揺れて細部が見えにくい。しかし確かに、船の中央部に立つ高いマストには、丸いアンテナが幾つも取り付けられているようだ。オーシャン・タートルの天てつ辺ぺん、つまりこのラウンジのすぐ上に立つ大型アンテナマストとよく似ている。船体も直線的なデザインで、漁船というより輸送船、いやむしろ……

「軍ぐん艦かん……？」

　明日奈がそう呟つぶやくと、後ろで生き真ま面じ目めな調子の声が響ひびいた。

「あれは日本の船です。日本には軍艦は存在しませんよ」

　凛子と同時に振り向く。両手に朝食のトレイを持って立っていたのは、真っ白い半はん袖そでの制服を着た男性──中なか西にし一等海尉だった。

「おはよう、中西さん」

「おはようございます」

　二人が挨あい拶さつすると、長身の中西は律りち儀ぎにトレイを近くのテーブルに置いてから、上体を折って返礼した。

「おはようございます、神こう代じろ博士はかせ、結ゆう城きさん」

「せっかくだし、一緒のテーブルで食べません？」

　凛子の誘いに、少し考える様子を見せてから、「ではそうさせて頂きます」と頷うなずく。中西がトレイを移動させるまで待って、明あ日す奈なと凛りん子こは元の椅い子すに座った。見れば、自じ衛えい官かんの朝食はさすがのボリュームで、大皿に卵やベーコン、サラダが山盛りになっている。

「自衛隊のご飯と比べて、味はどうなのかしら？」

　なかなか答えにくそうな凛子の質問に、中なか西にしは小さく苦笑すると、フォークを取り上げながら言った。

「正直、オーシャン・タートルのほうが少し上ですね。このトマトやキュウリは船内で育てているものですし」

「わあ、菜園があるんですか？」

　眼めを丸くする明あ日す奈なに、自衛官は、今度は少し自慢げに微ほほ笑えんでみせた。

「ええ、八番デッキ後部に。洋上大規模農場の実験らしいですが」

「それで、トマトにちょっと塩が効きいてたのかしらね」

　という凛子の冗談に、

「本当ですか？」

　真剣な表情でくし切りのトマトを咀そ嚼しやくする中西を見て、明日奈たちは思わず笑ってしまう。中断していた食事を再開するべくフォークとナイフを手に取ったところで、明日奈は先ほどの中西の第一声を思い出し、首を傾かしげた。

　日本には軍ぐん艦かんは存在しない、と彼は言ったがそんなはずはない。海上自衛官である彼の本来の職場がまさしく軍艦なのでは……いや、自衛隊は軍隊ではないのだから、所属する船も軍艦ではない、というロジックなのか。つまり、窓の向こうに見える船は……。

　明日奈はもう一度窓に眼を向け、直線的なシルエットの大型船を見詰めながら言った。

「じゃあ、あれは……軍艦じゃなくて、ええと、自衛艦……？」

「惜しいですね。海自所属の艦船は、護ご衛えい艦かんと呼びます」

　中西はニッと笑ってから、自分も彼方かなたの船に眼を向け、続けた。

「あの船は、新鋭の汎はん用よう護衛艦、ＤＤ─１２７《ながと》です。この海域を航行している理由は、残念ながら私の口からは…………む……？」

　明めい瞭りようだった言葉が不自然に途切れ、明日奈は中西の顔を見てから再び視線を洋上に戻した。

　すると、灰色の軍艦──ではなく護衛艦が、ちょうど向きを変え始めたところだった。十秒足らずでオーシャン・タートルに艦尾を向けると、そのまま遠ざかっていくようだ。

　それを見た中西は、いきなり立ち上がると明日奈たちに背を向け、ポケットから薄型の携けい帯たい端たん末まつを取り出した。素早く操そう作さして耳に当て、小声で話し始める。

「菊きく岡おか二佐、お休みのところ申し訳ありません、中西です。《ながと》ですが、明みよう後ご日にち一二〇〇までは本艦に随ずい走そう予定のはずでは……それが、先ほど西に転進を……は、すぐに参ります」

　通話を終えると、端末を手に持ったまま素早く振り向く。自衛官の顔には、打って変わって厳きびしい表情が張り付いている。

「博士はかせ、結ゆう城きさん、申し訳ありませんがここで失礼致します」

「行ってらっしゃい。食器は片付けておきますね」

「お言葉に甘えさせて頂きます。それでは」

　凛りん子この言葉に、中なか西にしは直立姿勢で頭を下げるや、半なかば走るようなスピードでラウンジから出て行った。

「……どうしたのかしらね？」

「さあ……」

　小さく首を傾かしげてから、もう一度窓の外を見る。

　朝あさ靄もやの彼方かなたに消えていく護ご衛えい艦かんの姿に、わけもなく仄ほのかな胸むな騒さわぎを覚えて、明日奈はそっと左手を握り締しめた。










　第九章　整せい合ごう騎き士しアリス　人界暦三八〇年五月




　きし。

　きしっ。

　というかすかな音が響ひびくたびに、心臓が小さく縮み上がる。

　音の源みなもとは、いまだ銘を持たない《黒い剣》の切きっ先さきだ。公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルの外がい壁へきを成す白大理石ブロックのわずかな隙すき間まに、どうにか一センチほど食い込んでいる。

　黒い剣の柄つかを握る右手は冷や汗にじっとりと濡ぬれ、肘ひじと肩の関節は荷重に耐たえかねて、いまにも引っこ抜けてしまいそうだ。それも当然──大して逞たくましくもない俺おれの右腕には、人間二人と超高優先度の長剣一振り、鎧よろい一ひと揃そろいの重みが掛かっているのだから。

　鏡のように滑なめらかな壁面には手がかりひとつなく、剣をこれ以上深く突き刺すこともできない。体の下に存在するのは、無限に広がる虚空のみ。加えて、剣を握る右手だけでなく、黄金の重装鎧に身を包む女性騎士をぶら下げる左手までもが限界に近づきつつある。

　異世界《アンダーワールド》では、肉体の疲労というものが現実世界とは少し異なっている。長距離を歩いたり全力で走ったり、激はげしい稽けい古こをしたり重い物を運んだりすると疲れるところまでは現実と一緒だが、問題は、その疲労が怪け我がと同様に《天命》──数値化されたアンダーワールド人の命、すなわちヒットポイント──を減らすことだ。

　現実世界なら、疲れて死ぬ、ということはほとんど起きないだろう。普通は、肉体が深刻なダメージを受ける前に、疲労の原因となっている運動を続けられなくなる。だがこの世界では、時として意志力が肉体的な限界を超えてしまう。極論すれば、疲労と苦痛に耐たえながら天命がゼロになるまで走り続け、その瞬しゆん間かん倒れて即死する、ということすら有り得る。

　俺おれはいま、途と轍てつもない重量を我が身ひとつで支えている。必然、天命数値は着実なスピードで減少しているはずだ。気合と根性で右手と左手を握り締しめ続けても、いつかは天命がゼロになり、俺は死ぬ。恐らくその瞬間右手が剣から離れ、女性騎き士しもまた数百メートル下にある地面に墜つい落らくして死ぬだろう。

　更には、ダメージを受け続けているのは俺だけではない。巨大な重量を切きっ先さきだけで支える愛剣にも、限界を超えた負荷がかかっている。ただでさえ、これまでの戦いで、天命を大きく消費する《武装完全支配術》を二度も発動させてしまったのだ。この状態ではステイシアの窓を開いて数値を確認することはできないが、数分のうちにゼロになってもまったく不思議ではない。そうなれば剣は砕け、鞘さやに収めておくだけではもう修復できない。

　銘も決まらないうちに折れてしまうのではいかにも剣が不ふ憫びんだし、それ以前にその時は俺も地面に落下して死んでしまう。よって、この状況を可及的速すみやかに何とかせねばならないのだが、俺の筋力はぶら下がっているだけでいっぱいいっぱいだし、加えて──。

「もういい、その手を離しなさい！」

　俺にぶら下げられる女性──神器《金きん木もく犀せいの剣》を持つ黄金の整合騎士アリス・シンセシス・サーティが、何度目かの叫び声を発した。

「お前のような大罪人に命を救われ、生き恥を晒さらすつもりはありません！」

　同時に、摑つかまれた右手を振り解ほどこうと全身を揺り動かす。俺の手の中で、汗に濡ぬれた籠こ手てがわずかに滑すべる。

「うおっ……ばっ……」

　俺は意味をなさない声を漏もらしながら、どうにか揺れを押さえ込んだ。しかし、壁かべに食い込む黒い剣の切っ先が、振動で一ミリほど抜け出る。懸けん命めいに静止状態を取り戻してから、ちらりと下を見て大声で喚わめく。

「動くなバカ！　あんたも整合騎士様なら、ここで自暴自棄になっても何も解決しないことぐらい悟れよバカ！」

「なっ……」

　俺の足の下に覗のぞく白い顔が、さっと紅こう潮ちようした。

「ま……またしても私を愚ぐ弄ろうしましたね！　撤てつ回かいしなさい、罪人！」

「うるさい！　バカだからバカって言ったんだ、このバカ！　バーカ！」

　挑発して交渉に引き込みたいのか、ただ単に俺も頭に血が上っているだけなのか、自分でも解わからないまま尚なおも喚わめき散らす。

「いいか!?　ここであんた一人が落ちて死ねば、塔の中に残ったユージオはすぐに最高司祭のとこまで行くぞ！　あんたはそれを阻止するのが役目なんだろうが！　ならいまは何を置いても生きのびるのが最優先じゃないのか、整せい合ごう騎き士しとして！　それくらいの理屈が吞のみ込めないバカだからバカって言ってるんだ!!」

「くっ……は、八回もその屈くつ辱じよく的な侮ぶ言げんを口にしましたね……」

　恐らく、整合騎士として目覚めて以来、バカ呼ばわりされたことなど一度もないのであろうアリスは、怒りに頰ほおを染め眦まなじりを吊つり上げた。左手に輝く金きん木もく犀せいの剣がわずかに持ち上げられ、まさか俺おれを斬きって諸もろ共とも墜つい死しする気かとひやりとするが、危ういところで理性が衝しよう動どうに優まさったらしく、剣は再び力なく垂たれた。

「……なるほど、お前の言う事は理屈が通っています。しかし……」

　真珠粒のような歯をきりりと嚙かみ締しめ、整合騎士は反はん駁ばくした。

「ならば、なぜお前はその手を離さないのです!?　その理由が、私にとっては死よりも耐たえ難がたい憐れん憫びんではないと、お前は証明できるのですか!?」

　憐憫──ではない。なぜなら、アリスを助けること自体が、俺とユージオがこのセントラル・カセドラルを目指した理由のきっかり半分なのだから。

　しかし、それをここで一から説明するほどの時間的猶ゆう予よはまるでない。何より、ユージオが助け出そうとしているのは、正確には整合騎士アリス・シンセシス・サーティではなく、八年前にルーリッドの村から拉ら致ちされた幼おさな馴な染じみのアリス・ツーベルクなのだ。

　俺は過負荷のあまり焼き付きそうな思考を懸けん命めいに回転させ、どうにかアリスを納得させるに足る言い訳を探そうとした。だが、そんなものがおいそれと出てくるわけがない。かくなる上は、ある程度の真実を述べるより他ほかにない。

「俺は……俺とユージオは、公こう理り教きよう会かいを壊かい滅めつさせたくて、カセドラルをここまで上ってきたわけじゃない」

　強い光を放つアリスの碧あおい瞳ひとみをまっすぐ見下ろし、必死に言葉を絞り出す。

「俺たちだって、ダークテリトリーの侵略から人界を守りたい気持ちは同じなんだ。二年前、果ての山脈でゴブリンの集団と戦ったんだからな……って言っても、信じてもらえないだろうけどさ。だから、整合騎士の中でも最強の一人と言われるあんたを、ここで死なせるわけにはいかないんだ。貴重な戦力なんだからな」

　さすがに予想外だったのだろう、アリスは眉まゆ根ねを寄せて沈ちん黙もくしたが、すぐに舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく言い返した。

「ならば、お前は何ゆえ、人に向けてその剣を振るい、血を流すという最大の禁きん忌きを犯したのですか！」

　純粋なる正義の念──たとえそれが最高司祭によって都合よく改変されたものであっても──を両の瞳ひとみに爛らん々らんと燃やし、アリスは叫ぶ。

「何ゆえ、エルドリエ・シンセシス・サーティワンをはじめ多くの騎き士しを傷つけたのですか!!」

　彼女の糺きゆう問もんに投げ返すべき言葉は、残念ながら俺おれの中にはない。アリスに向けて放った、人界を守りたいという台詞せりふも、本心であると同時に大いなる欺ぎ瞞まんでもあるのだから。

　俺がカセドラル最上階に辿たどり着き、最高司祭アドミニストレータと戦って勝利すれば、隠者カーディナルが全すべての権能を回復する。そして彼女は、来きたるべき惨事を未然に防ぐべく、アンダーワールドを完全に初期化しようとするはずだ。全てが無に還かえるというその結末を回かい避ひする方法を、俺はいまのところまったく思いつけないでいる。

　しかし。ここで俺がアリスと共に墜つい落らく死しすれば、訪れる悲ひ劇げきはより巨大なものとなる。

　カーディナルの復権ならぬまま、《最終負荷段階》──つまりダークテリトリーからの侵略が始まり、俺とユージオとの戦いで傷ついた整合騎士たちはアドミニストレータともども撃げき破はされて、人間たちは苦痛と悲ひ嘆たんの中で一人残らず殺されるだろう。

　何より我慢ならないのは、もし俺がこの世界で命を落としたとしても、現実世界のどこかにある《ソウル・トランスレーター》の中で目覚めるだけ、という事実だ。アンダーワールド人たちが地獄の苦しみの果てに死んでいき、俺ひとりが無傷で現実世界に戻る──。そんな展開だけは絶対に、どうあろうと受け入れられない。

「……俺は……」

　教会と秩序の守しゆ護ご者しやであるいまのアリスに、残されたわずかな時間を全て費やしたところで何を伝えられるだろう。しかし、たとえ届かない言葉だとしても、俺にはもうそれを精一杯に語るくらいしかできることはないのだ。

「俺とユージオが、学院でライオス・アンティノスとウンベール・ジーゼックを斬きったのは、公こう理り教きよう会かいと禁きん忌き目もく録ろくが間違っているからだ。それは、本当はあんたにだって解わかっているんじゃないのか？　禁忌目録で禁じられていないからといって、ロニエやティーゼみたいな、何の罪もない女の子が、上級貴族にいいように弄もてあそばれるなんてことが本当に許されると……あんたは、そう思っているのか！」

　二日前、上級修剣士寮の一室で眼めにした光景──全身を容赦なく縛しばり上げられ、涙に頰ほおを濡ぬらしていたティーゼたちの姿がフラッシュバックし、俺の全身が大きく震えた。壁かべに突き立てられた剣の切きっ先さきが再び軋きしんだが、それをほとんど気にもせずに、俺は叫んだ。

「どうなんだ！　答えろ、整合騎士!!」

　激げきした感情が、俺の目め尻じりから一滴の雫しずくとなって落下し、ぶら下がるアリスの額ひたいに当たって散った。黄金の騎士は鋭するどく息を吞のみ、両眼を見開いた。

　やがて、かすかにわななく唇から漏もれた声は、先刻の苛か烈れつさが多少なりとも抜け落ちているように思えた。

「……法は、法……罪は、罪です。それを民が恣し意いによって判断するなどということが許されれば、どのようにして秩序が守られるというのですか」

「その法を作った最高司祭アドミニストレータが正しいか否いなかを、いったい誰だれが決めるんだ。天界の神か!?　なら、どうしていますぐ神罰の雷いかずちが落ちて俺おれを焼かないんだ!?」

「神の──ステイシア様の御意思は、しもべたる我らの行いによって、自おのずと明らかになるものです！」

「それを明らかにしたくて、俺とユージオはここまで上ってきたんだ！　アドミニストレータを倒して、その誤りを証明するために！　そして、それとまったく同じ理由で……」

　俺は、ちらりと上を仰あおぎ、壁かべに食い込む愛剣がいよいよ限界に近づいていることを確認した。次にアリスが動けば、いや風がほんの一吹きすれば切きっ先さきが折れるか外れるかして、俺たちは諸もろ共ともに墜つい落らくするだろう。

「……いま、あんたを死なせるわけにはいかないんだ!!」

　大きく息を吸い、ぐっと腹に溜ためて、俺は残された気力をかき集めた。

「──うおおっ!!」

　ありったけの気合を迸ほとばしらせ、左手にぶら下がるアリスを引っ張り上げる。両腕と両肩の関節に激げき痛つうが走ったが、どうにかアリスを同じ高さにまで持ち上げ、最後の力で俺は叫んだ。

「あの継ぎ目に剣を……！　こっちはもう保もたない、頼む！」

　すぐ隣となりで大きく歪ゆがむアリスの顔を、俺は必死の形相で見詰めた。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、アリスの左腕が動き、金きん木もく犀せいの剣の切っ先が鋭するどい音を立てて大理石の隙すき間まに深く突き刺さった。

　ほぼ同時に黒い剣が石壁の継ぎ目から抜け、握力を喪失した左手もアリスの手から離れた。

　爪つま先さきから脳天までを突き抜けるパニックの中で、俺は長い長い落下と、その最後に訪れるであろう《死》を瞬間的に思い描いた。

　しかし実際に味わったのは、刹せつ那なの浮遊感と、ガクンという衝しよう撃げきだけだった。雷らい光こうのように閃ひらめいたアリスの右手が、俺の上着の後ろ襟えりを摑つかんだのだ。

　アリスの剣と両腕が、二人分の重さをしっかりと支えるのを確認してから、俺はふうーっと長く息を吐いた。早はや鐘がねのような鼓動が徐々に減速し、どうにか人ひと心ごこ地ちが戻る。

「…………」

　わずか一秒の間に、物理的、心理的な位置関係が逆転してしまった相手を、俺は無言で見上げた。

　金色の整せい合ごう騎き士しは、ありとあらゆる種類の相反する感情に苛さいなまれているかのように、きつく歯を食い縛しばっていた。俺のうなじのすぐ後ろで、襟首を摑む拳こぶしが緩ゆるんではまた握り締しめられる気配が繰くり返し感じられた。

　このような極限状況で迷うことができるアンダーワールド人を、俺は他ほかにユージオただ一人しか知らない。他の人間──人工フラクトライトたちは、善よくも悪くもあらゆる規き範はんに対して盲目的に忠実であり、重要な選択に於おいて悩むということをしない。言い方を変えれば、重大な決定を下すのは、常に自分ではない何か、または誰だれかなのだ。

　つまりこの一事を取っても、整せい合ごう騎き士しアリスの精神は、多くのアンダーワールド人を上回る《人間らしさ》を秘めていることが解わかる。最高司祭アドミニストレータによる魂たましいの改かい竄ざんを経ても、なお。

　アリスの心中に、どれほどの葛かつ藤とうが存在したのかを推測することはできなかった。しかし、途と轍てつもなく長い数秒間を経て、俺おれの体は軽々と元の高さまで引っ張り上げられた。

　彼女と違い、俺のほうには悩む理由はない。即座に黒い剣を大理石の継ぎ目にこれでもかと突き込み、もう一度細長く息を吐き出す。

　俺の体勢が安定するや、アリスの右手はさっと引っ込められ、ついでに顔までもがぷいっと背そむけられた。風に乗って届いた声は、口調に反して弱々しかった。

「……助けたわけではありません、借りを返しただけです……それに、お前とは、剣の決着がまだついていない」

「なるほど……。じゃあこれで、貸し借りはなしだな」

　慎重に言葉を選びながら、俺は口を動かした。

「そこで提案なんだけど……とりあえず、俺たちは二人とも、どうにかして塔の中に戻らなきゃいけない立場なわけだ。だから、ひとまずそれまで休戦ということにしないか？」

「……休戦？」

　少しだけ俺に向けられた顔から、実に胡う散さん臭くさそうな視線が発せられる。

「ああ。カセドラルの外がい壁へきを壊こわすのはもう無理だろうし、登るのも容易じゃない。一人より、二人で協力したほうが、生せい還かんの可能性が増えるはずだ。もちろん、あんたには簡単に中へ戻る方法があるっていうなら別だけど」

「…………」

　アリスは悔しげに唇を嚙かんでいたが、すぐにぼそりと答えた。

「……そのような方法があれば、とうに実行しています」

「そりゃそうだ。なら、休戦と協力については合意に至ったと思っていいかな？」

「その前に……協力と言っても、具体的には何をするのですか」

「どっちかが落ちそうになったら助ける、ってだけさ。ロープでもあれば、保持がより確実になるけど、そこまでは無い物ねだりだな」

　もう俺を見ようとはせずに、騎士は再び長い沈ちん黙もくを続けたが、やがてほとんど判わからないほどの動きでかすかに頷うなずいた。

「合理的な提案である……と認めざるを得ないようですね。仕方ありません……」

　その代わり、とアリスは最後の一ひと睨にらみをくれながら続けた。

「塔内部に戻ったその瞬しゆん間かん、私はお前を斬きります。それだけは、ゆめゆめ忘れないように」

「……憶おぼえとくよ」

　俺おれの返事にもういちど頷うなずき、思考を切り替えるように、アリスは小さく咳せき払ばらいした。

「それでは……ロープが必要なのでしたね？　お前、何か不要な布を持っていませんか」

「布……」

　俺は自分の体を見下ろしたが、考えてみれば、ポケットにはハンカチの一枚すら入っていない。ここが懐なつかしきアルヴヘイムなら、アスイトテレムー欄ジから予備の服だのマントだのを山ほど取り出すところだが、あいにくそんな便利機能はアンダーワールドには存在しない。

「……って言われても、このシャツとズボンしかないなあ。必要というなら脱ぐけど」

　左の肩だけをすくめながら答えると、アリスはこれ以上ないほどの渋面を作って叫んだ。

「それには及びません！　……まったく、剣一本下げただけで戦地に赴おもむくなどと、呆あきれたものですね」

「おいおい、俺とユージオを、修剣学院から着の身着のままで引っ立てたのはあんたじゃないか」

「その後、カセドラルの武具庫に押し入ったでしょうに。あそこには上等のロープだって何巻きも……ああもう、時間が惜しい」

　アリスはふんっと顔を逸そらすと、黄金の籠こ手てに包まれた右腕を持ち上げた。しかしそこで、自分の左手が剣の柄つかから離せないことに気付いたらしく顔をしかめる。腕をぐいっと俺のほうに突き出し、命じる。

「空いている手で、私の籠手の留め金を外しなさい」

「は？」

「いいですか、肌には決して触れないように。早くしなさい！」

「…………」

　ユージオの回想によれば、ルーリッドに暮らしていた頃ころのアリスは、明るく元気で誰だれにでも優しい女の子だったそうだ。とすれば、それとは正反対と思える現在の人格は、いったいどこから湧わいて出たものなのだろう。

　というようなことを考えながら、俺はようやく感覚の戻ってきた左手を持ち上げると、籠手の留め金を外した。俺に籠手を握らせたアリスは右手を素早く引き抜き、白く華きや奢しやな指を閃ひらめかせつつ叫んだ。

「システム・コール！」

　神聖術の起句に続いて、聞き覚えのない複雑な術式が高速詠唱される。俺の手の中の籠手が眩まばゆく発光し、みるみる形を変えていく。わずか数秒ののち、俺の左手には、きれいに束たばねられた黄金の鎖くさりが握られていた。

「うおっ……物質変換術……？」

「何を聞いていたのです。それとも、お前の顔の横についているのは耳ではなく虫喰くい穴ですか？　いまのはただの形状変化、物の材質そのものを変化させる術式は、最高司祭様にしか使えません」

　どうやら、休戦協定には同意しても辛しん辣らつな物言いはまったく変える気がなさそうなアリスに「すいません」と謝あやまってから、俺おれは鎖くさりの強度を確かめた。端はしっこを咥くわえて引っ張ると歯が抜けそうになったので、慌てて口を離す。太さは小指以下だがどうやら強さは充分、おまけに両端には頑丈そうな留め金までついていて言う事なしだ。

　一端を自分のベルトにしっかりと固定し、反対側の端を差し出すと、アリスは引ったくるように受け取って剣帯の金具に留めた。垂たれ下がった鎖の長さは、約五メートル。これでとりあえず、二人揃そろって落っこちない限りは多少手を滑すべらせても安全なはずだ。

「さて……」

　改めて周囲を見回して、置かれた状況を確認する。

　太陽の方向から判断して、俺たちがぶら下がっているのはセントラル・カセドラルの西せい壁へきだ。頭上の空は青から紫へと色を変えつつあり、背後から訪れる陽光が塔の白壁を明るいオレンジ色に染め上げている。現在時刻は午後三時半といったところか。

　おそるおそる足下方向を眺めれば、薄うすくたなびく雲を通して、ミニチュアのような庭園とそれを囲む石壁、さらには《不ふ朽きゆうの壁かべ》に四分割された央都セントリアの市街が一望できて、改めてカセドラルのとんでもない高さを認識させられる。

　塔のワンフロアは、床の厚みも含めると六メートル程度あったはずなので、アリスと戦った八十階《雲上庭園》が単純計算で比高四百八十メートル──いや、特別天井が高かった五十階《霊れい光こうの大回廊》のぶんも足せば五百メートルか。もし墜つい落らくすれば、天命が一いつ瞬しゆんで消し飛ぶのは確実だ。ついでに、この肉体も細かい塵ちりと化し、遺い骸がいすら残らないだろう。いまのところ風は凪ないでいるが、それもいつまで続くか解わからない。

　ぶるっと背筋を震わせてから、俺は右手の剣を握り直し、左の掌てのひらに滲にじんだ冷や汗をズボンで拭ぬぐった。

「えーっと……一応確認するけど……」

　声を掛けると、隣となりで同じように足元を覗のぞき込んでいたアリスが顔を上げた。先刻より心なしか顔色が悪いような気もするが、口調は相変わらず素そっ気けない。

「何か？」

「いやその……物体の形状変化みたいな高度な神聖術を使える騎き士し様なら、空を飛ぶ術式なんかも知ってたり……しませんよね、すいません」

　きゅっと吊つり上がる眉まゆを見て素早く謝あやまったのに、アリスは容赦なく俺を罵ば倒とうした。

「お前、学院で何を勉強していたのですか？　空中飛行術を使えるのは、人界広しといえども最高司祭様お一人だけ、どんな幼い修道士見習いでも知っていることです！」

「だから一応って言ったじゃないか！　そんなに怒ることないだろう」

「妙にあてこするような言い方をするからです！」

　そろそろ、この整せい合ごう騎き士しアリスと俺おれは、互いの立場以前に性格的な相性が決定的に悪いのだということが明らかになりつつあるようだったが、言い返したい衝しよう動どうを抑え込んで質問を続ける。

「……じゃあ、これも一応聞くんだけど……俺をここまでぶら下げてきたでっかい飛竜、あれを呼ぶってのは？」

「重ねがさね愚おろかなことを。飛竜の接近が許されているのは三十階の発着台まで。そこから上は、たとえ小お父じ様……いえ、騎士長閣下の騎竜でも近づけません」

「そ、そんな決まりを俺が知るわけないだろう！」

「飛竜発着台が三十階に設置されている時点で察してしかるべきです！」

　もう何度目かも判わからない睨にらみ合いを三秒ほど繰くり広げてから、同時にぷいっと顔を背そむける。追加の三秒を費やして、整合騎士様の理不尽な言い草への腹立ちをどうにか吞のみ下し、顔の向きを戻して言う。

「……じゃあ、空を飛んで脱出する線はなし……ってことか」

　アリスのほうは、冷静さを取り戻すのに二秒ほど余分にかかったようだったが、ブルーの瞳ひとみをちらりとこちらに向けて頷うなずいた。

「カセドラルの上層には、鳥すらも近寄れないのです。詳細は私も知りませんが、最高司祭様の御手になる特殊な術式が働いていると聞いています」

「なるほどね……徹てつ底ていしてるな」

　改めて周囲の空を見渡すと、ずっと遠くに鳥らしい影かげがありはするが、確かに近づいてくる様子はない。最高権力者アドミニストレータの超絶的な魔ま力りよくと、病的な警けい戒かい心しんの表れとでも言うべきか。そう考えれば、この塔の常じよう軌きを逸いつした高さも、権威の象徴であると同時に見えざる敵への恐怖を示していると思えてくる。

「となると、残る選択は三つ……降りるか、登るか、もう一度壁かべを破るか、だな」

「三つ目は困こん難なんでしょう。カセドラルの外がい壁へきは、《不ふ朽きゆうの壁》と同様に、無限にも等しい天命と自己修復性を備そなえているはず。下層に存在する硝子ガラス窓も同様です」

「じゃあ、窓があるところまで降りても無駄か……」

　俺がそう呟つぶやくと、アリスは軽く頷うなずいてから言った。

「……そもそも、先ほど、塔の内側から壁に穴が開いてしまったこと自体信じがたいのですが……私とお前の武装完全支配術が複合し、異常な力が発生してしまったことによる万に一つの不運、と考えるしかないでしょうね。まったく余計な真ま似ねをしてくれたものです」

「…………」

　ここで言い返したらまた口くち喧げん嘩かスパイラルだ、と俺はふうふう鼻息を荒らげるだけで我慢してから訊たずねた。

「……でも、それなら、もう一度同じ現象を起こせば壁かべを壊こわせる理屈じゃないか？」

「可能性が皆無とは言いませんが……穴が自動修復されるまでの数秒のうちに内部へ戻るのは難むずかしいでしょうし、それにもうひとつ、私はすでに二回もこの子……《金きん木もく犀せいの剣》の完全支配術を使用してしまっています。たっぷりと日差しを浴びさせてあげるか、しばらく鞘さやで休ませなければ、もう術は使えません」

「確かに、それはこっちも同じだ。何時間かは鞘に入れておかないと……って言うか、こうやってぶら下がってるだけでも相当負担かかってるよな。そろそろ行動に移ったほうがよさそうだ、降りるにせよ登るにせよ」

　言いながら左手で大理石の壁に触れてみるが、絶望的なまでに凹おう凸とつというものがない。一辺が約二メートルもあるブロックがどこまでもきっちり積み重なっていて、この西面には窓さえ存在しないようだ。もしあっても、アリスによれば破は壊かいは不可能らしいが。

　壁へき面めんを移動する方法としては、ロッククライミングに使うハーケンのようなものを用意し、それを大理石の継ぎ目に打ち込んで手がかりにしていくしかないだろう。労力は登るのも降りるのも大差なさそうなので、どうせなら上の階を目指したいところだが、そこで問題になるのは──。

　俺は左隣どなりのアリスを精一杯真剣な顔で見詰め、恐らく答えてはくれないだろうと覚悟しながら訊たずねた。

「もし、ここから上に向かったとして……塔の内側に戻れそうな場所はあるのか？」

　するとアリスは、予想どおり躊躇ためらいの表情を見せ、唇を嚙かんだ。登った先で塔の中に入れるのなら、そこはもうアドミニストレータの住まう最上階のごく近くということになる。教会の敵をそんな場所まで導みちびいてしまうのは、守しゆ護ご者しやたる整せい合ごう騎き士しとしてはほとんど禁きん忌きを犯すにも等しい行いだろう。

　しかし──。

　アリスは大きく息を吸い込むと、眼まな差ざしに力を込めて頷うなずいた。

「あります。九十五階、《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》と呼ばれる場所は、四方の壁が柱だけの素通しになっているはず。そこまで登れば、容易に中に戻れるでしょう。……ですが」

　碧あおい双そう眸ぼうが、ひときわ強い光を宿す。

「仮に九十五階まで辿たどり着けたとしても、そこで私は、お前を斬きらねばなりません」

　うなじがちりちりと痺しびれるほどの気迫が籠こもった整合騎士の視線を正面から受け止め、俺は頷き返した。

「最初からそういう約束だからな。なら──壁を登る、ってことでいいんだな？」

「……いいでしょう。ここから地面まで降りるよりは現実的ですから。しかし……お前は簡単に言いますが、この平へい滑かつな壁面をどのように登るつもりなのですか」

「そりゃもちろん垂直に走って……いや、冗談だ」

　零度以下まで急速冷却されかけたアリスの目つきから逃れるように咳せき払ばらいすると、俺おれは剣を左手に持ち換え、右掌てのひらをかざして術式を唱となえた。

「システム・コール！　ジェネレート・メタリック・エレメント！」

　たちまち水銀のように輝く鋼こう素そが生成されるので、追加の術式とイメージ力で変形させる。長さ五十センチほどに引き伸ばし、先せん端たんを薄うすい刃状に尖とがらせて即席の大型ハーケンを作り上げると、俺はそれをしっかり握った。

　頭上の、黒い剣が刺さっている石の継ぎ目を見上げ、右手を大きく振りかぶる。

「ふんっ！」

　あらん限りの力を込めてハーケンを打ち込むと、幸いへし折れるようなこともなく、刃部分が狭い隙すき間まに突き刺さった。何度か上下にこじってみるが、どうやら体重を掛けても問題ないほどには固定されたようだ。

　神聖術で生成したオブジェクトの天命は非常に少なく、放置しておくだけでも数時間で消滅してしまう。ゆえに、アリスと俺を繫つなぐ命綱には使えなかったわけだが、壁かべを登る手がかりにするだけなら十分も保もってくれれば事足りる。

　相変わらず疑わしそうなアリスの視線を感じながら、俺は右手のハーケンをしっかり握り、限界まで酷使した黒い剣を左手で壁から抜いた。それを腰の鞘さやに収めると、壁から四十センチほど突き出すハーケンに両手でぶら下がり、鉄棒の要領で蹴け上あがりする。

　アンダーワールドでの俺の身体能力は、Ｂ級映画のニンジャ顔負けだったＳＡＯ時代末期には及ばないものの、それでも現実世界に比べれば遥はるかに敏びん捷しようかつ屈強だ。右足を鉄棒に乗せ、左手で石壁をしっかりと押さえながら一気に体を持ち上げて、俺は細い金属棒の上に立つことに成功した。

「だ……大丈夫ですか」

　掠かすれた声に視線を落とすと、アリスは空いた手で黄金の鎖くさりをしっかりと握り、やや顔を蒼あおざめさせてこちらを見上げていた。その表情は意外に幼い印象もあり、ついつい落っこちるフリなどしてみたくなるが、そんな場合ではないと思い直す。

「大丈夫……だと思う」

　右手で軽く合図してから、もう一度術式を唱えて、新しいハーケンを作り出す。頭上に見える次の隙間にそれを力いっぱい打ち込み、先刻と同じ手順でよじ登る。ほんの二メートルではあるが、ようやくの前進にささやかな達成感を抱きながら、俺は下方のアリスに呼びかけた。

「よし、いけそうだ！　いま俺がやったみたいにして、一本目のハーケン……じゃない、鉄棒に登ってくれ」

　しかし整せい合ごう騎き士しは、俺を見上げたまま動こうとしない。やがて唇が小さく動き、かすかな声が届く。

「……りです」

「は？　何だって？」
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「……無理です、と言ったのです！」

「い……いや、無理ってことはないよ。君ほどの力があれば、自分の体を引っ張り上げるくらい簡単に……」

「そういう意味ではありません！」

　俺おれがぎこちなく掛けた励ましの言葉を、アリスは大きくかぶりを振って退しりぞけた。

「……このような状況に陥おちいったのは初めての経験ゆえ……は、恥を晒さらすようですが、こうしてぶら下がっているだけで精一杯なのです。そんな細い足場に登るなど、とても……」

　再び消え入るようにか細くなってしまったアリスの声に、俺はしばし絶句した。

　アンダーワールド人たちは、おしなべて想定外、常識外の状況を苦手とする傾向がある。ことに《本来有り得ない事態》への適応力は低く、俺の剣に両腕を斬きり落とされた上級修剣士ライオスに至っては、天命の消滅よりも早くフラクトライトが崩ほう壊かいしてしまった──と俺は推測している──ほどだ。

　破壊不可能なはずの塔の壁かべに開いた大穴から外部の虚空に放り出され、飛竜すら侵入不可能な超高空に足場もなくぶら下がっているこの状況には、さしもの整合騎士といえども対処しかねるのだろうか。あるいは──超絶的な剣技を誇るアリス・シンセシス・サーティも、本質はひとりの女の子であるということなのか。

　どちらにせよ、誇り高き整せい合ごう騎き士しが弱音を吐くからには、本当にいまの状態が限界ギリギリなのだろう。そう判断し、俺おれは叫んだ。

「解わかった！　なら、俺が鎖くさりを引っ張ってあんたを足場まで持ち上げる！」

　するとアリスは、プライドと恐怖を秤はかりにかけるような顔で唇を嚙かんだが、一度決定した優先順位を覆くつがえすつもりはないらしく、ごく小さく頷うなずいて黄金の鎖を握った。

「……よろしく頼みます」

　消え入るようなその声に、ついつい茶々を入れたくなる衝しよう動どうを我慢しつつ、俺も右手で鎖を摑つかんだ。

「じゃあ、ゆっくり持ち上げるからな。いくぞ」

　一声掛けてから、鎖を慎重に引っ張る。足場のハーケンが小さく軋きしんだが、どうやら短時間なら二人ぶんの荷重にも耐たえてくれそうだ。揺らさないように気をつけながら、黄金の騎士様を一メートルほども吊つり上げると、俺はいったん鎖をホールドした。

「……よし、剣を抜いてもいいぞ」

　アリスは頷き、石いし壁かべに突き刺さる金きん木もく犀せいの剣をゆっくり引き抜いた。途と端たん、鎖に新たな重量が加わるが、歯を食い縛しばってどうにか堪こらえる。

　剣が鞘さやに収められるのを確認して、引き上げを再開。アリスのブーツが一本目のハーケンに乗ったところで、再び声を掛けた。

「両手で壁に摑まって……そう、よし、鎖を離すぞ」

　角度的に表情は見えないが、懸けん命めいな仕草で壁に張り付いたアリスは、こくこくと頭を振った。風になびく金髪の下にあるであろう必死の表情を想像しながら、そっと右腕を下ろす。騎士は、細いハーケンの上で多少体をぐらつかせたようだったが、すぐに安定を取り戻した。

「ふう……」

　思わず長い息を漏もらす。

　九十五階にあるという《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》とやらまで何メートルあるのか知らないが、ともかくこの作業を繰くり返していけば、いずれは辿たどり着けるはずだ。問題は、ブロック一つぶん登るのにこれだけの時間が掛かっていては途中で夜になってしまいそうなことで、その場合は壁にぶら下がっての野営も覚悟しておかねばなるまい。

「じゃ、俺はもう一段上に登るからな」

　下に向けてそう宣言すると、アリスは強こわ張ばった顔をちらりと上向け、風の音に紛まぎれてほとんど聞こえない囁ささやきを返してきた。

「……気をつけてください」

「了解」

　右手でぐいっとサムズアップして見せてから──アンダーワールドには存在しないジェスチャーではあるが──俺は三本目のハーケンを作るべく、システムコマンドを詠唱した。




　セントリアはもうすぐ夏げ至し祭だというのに、いったん沈み始めた太陽の勢いは無情なまでに速かった。

　白亜の壁へき面めんに照り映える夕ゆう陽ひのオレンジ色が、燃えるような朱色から菫すみれ色を経て深い藍あい色に変わり、視線を巡らせれば遥はるか西の地平線を横切る果ての山脈の稜りよう線せんだけが、宵よい闇やみに赤く浮き上がって見える。

　頭上ではすでに幾つもの星が瞬またたき始めているが、壁かべ登のぼりの進み具合ははかばかしくなかった。一時間ほど前から、思わぬシステム的な制限が俺おれたちを悩ませ始めたのだ。

　登とう攀はんの手順は、実に単純だ。神聖術でハーケンを一つ作り、それを大理石ブロックの隙すき間まに固定して、俺がその上によじ登る。しかるのちに鎖くさりでアリスを引っ張り上げ、さっきまで俺が立っていたハーケンに乗せるという、それだけである。十回も繰くり返した頃ころには、ワンセットが三分以下にまで短縮されていた。

　しかし問題は、肝心なハーケンを生成する過程にあった。

　この世界には、ＡＬＯで言うマナポイントに類するパラメータは存在しない。神聖術という名の魔ま法ほうは、術者のシステムアクセス権限が及ぶ範はん囲いで、何度でも繰り返し行使できる。

　しかしそれは、いつでもどこでも無限に使えるという意味ではない。あらゆる生産行為にはリソースが必要となる世界の原則に、神聖術もしっかり縛しばられているのだ。術式の行使にあたっては、貴重な触媒や人間を含む生物の天命、あるいは術者の周りに蓄たくわえられた《空間神聖力リソース》を消費せねばならない。

　この空間リソースというやつが、数値では確認できない、実に厄やつ介かいな代しろ物ものなのだ。基本的には、太陽光か地力によって供給される。土地が肥ひ沃よくで充分な陽光が届く場所ならばリソースも豊富で、高位神聖術の連続詠唱にも耐たえるが、逆に石造りの建物の窓がない部屋などではすぐに空間リソースが尽きてしまい、リチャージされるまでに長い時間が必要となる。

　その原則に従えば、俺とアリスの現状──地上五百メートルの高みに縛しばり付けられ、太陽は地平線に没しつつあるという条件は最悪に近い。つまるところ、俺が繰り返し唱となえた神聖術によって周囲のリソースが枯こ渇かつし、壁登りに必須のハーケンを生成できなくなってしまったのである。

「システム・コール！　ジェネレート・メタリック・エレメント！」

　わずかな残照を求めてまっすぐ伸ばした掌てのひらの上で、銀色の光が何粒か頼りなく漂ただよい、ぷすんと煙を上げて消えた。

　ため息をつく俺の二メートル下方で、アリスがこちらも疲れた声で言った。

「……器物の生成は、空間神聖力を大きく消費しますからね……。ソルスが沈んでしまったら、一時間にひとつ作れればいいほうかも……。──いま、どれくらい登りましたか？」

「ええと……そろそろ八十五階は越したと思うけどな」

「九十五階まで、まだまだ先は長いですね」

　俺おれは消え行く空の紫色を未練がましく眺め、頷うなずいた。

「ああ……どっちにしろ、完全に暗くなったら危なくて登れないしな。しかし……野営するにしても、この状況じゃ、休むどころじゃないよな……」

　最悪、鎖くさりにぶら下がった状態で休息するしかないが、ハーケンは当分作れないうえに十数分で消えてしまうので、支点には再び二人の剣を使うしかない。だが、剣の天命も朝まで保もつかどうか微妙なところだ。

　何か、鎖を引っかけられるような出っ張りでも見つからないかと、俺は諦あきらめ悪く頭上の壁へき面めんを睨にらんだ。すると──。

「あっ……」

　わずか八メートルほど上の壁面から、複雑な形の影かげが等間隔に突き出しているではないか。日が沈むと同時に塔にまとわりついていた靄もやが消え、隠されていたオブジェクトが姿を現したようだ。

「おい、あそこ……何か見えないか？」

　指差しながらそう叫ぶと、足元でアリスも顔を上げた。碧あおい瞳ひとみを細め、答える。

「確かに……。石像か何かでしょうか？　しかし、こんな高い場所になぜ……。誰だれも見る者はいないのに」

「なんでもいいよ、上に座って休めれば。でも、あそこまでは八メー……八メルはある。登るのに、鉄棒があと三本は必要かな……」

「三本……ですか」

　アリスは一いつ瞬しゆん考え込む様子を見せてから、すぐに頷いた。

「解わかりました。いざという時まで取っておくつもりでしたが……どうやら、いまがその時のようですね」

　言うや否いなや、背中を壁かべに預け、左手に装備された籠こ手てを外す。薄うす闇やみの中でも仄ほのかな金色の光を放つ防具を凝ぎよう視しし、神聖術の起句を唱となえる。

　俺より数倍は滑なめらかな術式詠唱が終わると同時に一瞬の閃せん光こうが放たれた──と思った時にはもう、籠手は三本のハーケンに姿を変えていた。アリスの物体形状変化術は、素因生成術と比べて燃費がいいのか、周囲の枯かれかけたリソースでも効果を発揮できたようだ。

「これを使ってください」

　二メートル上にいる俺に向かって、アリスはハーケンを握る右手をいっぱいに伸ばした。足場の上で身を屈かがめ、俺は貴重な道具を慎重に受け取った。

「ありがとう、助かる」

「どうしてもと言うならば、まだ鎧よろいもありますが……」

　俺はアリスの上半身を覆おおう優美なブレストプレートを一いち瞥べつし、かぶりを振った。

「いや……それは、今度こそ最後まで取っておこう。何が必要になるか解わからないからな……」

　ゆっくり立ち上がり、アリスが作ってくれた三本のハーケンのうち二本をベルトに差し込んで、残る一本を固く握る。

「うりゃっ！」

　掛け声とともに打ち込んだ黄金の杭くいは、さすがに鋼こう素そから生成したものとは段違いの強きよう靱じんさで深々と隙すき間まに突き立った。いいかげん慣れた鉄棒運動でその上に登り、命綱でアリスを引っ張り上げる。

　同じプロセスをもう一度繰くり返すと、四メートルの距離にまで近づいた謎なぞのオブジェクトが、薄うす闇やみの中でもはっきりと視認できた。

　やはり石像だ。カセドラルの外がい壁へきを取り巻くように、狭いテラスが左右に延びていて、その上にかなり大型の像が幾つも並んでいるのだ。

　しかしそれは、塔の内側で何度か見たような、女神や天使の神こう々ごうしい姿ではなかった。

　人間型ではあるものの、脚を曲げてしゃがみ込み、腕を膝ひざの上で折り畳んだその姿勢は清らかさとは無む縁えんのものだ。四し肢しにはごつごつと無骨な筋肉が盛り上がり、背中からはナイフのように鋭するどい形の翼つばさが伸びている。

　そして、石像の頭部は、異形としか言いようのない代しろ物ものだった。湾曲しながら長く前方に突き出した先せん端たんに、円形の口が刻まれている。頭だけ見れば、まるでゾウムシか何かのようだ。

「うへ……なんか、気味悪いデザインだな」

　と俺おれが呟つぶやき、

「えっ……!?　あ、あれは……ダークテリトリーの……！」

　とアリスが驚きよう声せいを漏もらした、次の瞬しゆん間かん。

　俺の真上にうずくまる石像の頭が、ぐりん、ぐりんと左右に動き、ヤツメウナギを思わせる丸い口が小刻みに開閉された。ただの石を削った装飾物ではない。あれは──生きている。

　もし、これが現実世界のＶＲＭＭＯゲームに設定されたクエストならば、当然襲おそわれる場面であろう。

　しかしその場合は、シナリオを書いた人間は度を越した加か虐ぎやく趣味か、ずぶの素人しろうとのどっちかだ。なぜならプレイヤーたる俺たちは、絶ぜつ壁ぺきからわずか四十センチ足らず突き出したハーケンの上から、一歩たりとも動けないのだ。

　敗北固定イベント──などというろくでもない言葉が脳裏を横切るが、すぐさま振り払う。仮に俺たちが落下しても、何者かが颯さつ爽そうと助けてくれるなどという展開は一いつ切さい期待できない。知恵を絞り、自力で危機を回かい避ひする。それができなければ、俺とアリスは死ぬ。

　俺が覚悟を決めると同時に、有ゆう翼よくの石像は、身震いしながら全身の色彩を変化させ始めた。壁かべと同じ灰白色だった皮膚が、末端部からぬめりのある石炭色に変化していく。

　ばさっ！　と大きな音を立てて黒い翼つばさが広げられるのを待たず、俺は腰の剣を抜き放った。石像改め有ゆう翼よくの怪物に視線を据えたまま、二メートル下のアリスに呼びかける。

「ここで戦うしかなさそうだ。落っこちないのを最優先にしよう！」

　しかし、整せい合ごう騎き士しの返事はすぐには聞こえなかった。一いつ瞬しゆんだけ下を見ると、宵よい闇やみのなかに白く浮き上がるアリスの顔には、愕がく然ぜんとした表情だけが浮かんでいる。まさか、どうしてこんなことが──という囁ささやき声が、上昇気流に乗って俺おれの耳に届いた。

　公こう理り教きよう会かいの全すべてを知るはずの整合騎士が、なぜここまでのショックを受けねばならないのか。伝聞でしか知らないが、最高司祭アドミニストレータはどうやら偏へん執しつ的なまでに用心深い性格だ。塔の上部を飛行不能エリアに設定するだけでは安心できず、壁かべを強引によじ登ってくる侵入者を撃げき退たいするためにガーディアンを配置しておくくらいのことをしていても、さして不思議ではない。

　そのガーディアン──頭部を除けば現実世界のゲームによく出てくる《ガーゴイル》に似た怪物は、鉤かぎ爪づめのついた両手でテラスの縁ふちを摑つかむと、円形の口からブシュッ！　と空気を吐き出した。最初に動き始めた一匹に続いて、その左右のガーゴイルの体色も変わりつつあることに気付いてぞっとする。仮に奴やつらがカセドラル外がい壁へきの四面全てに配置されているなら、総数は百匹を超えてもおかしくない。

「まったく……！」

　毒づきながら体を反転させ、壁に背中を預けて剣を構えると、それだけで大きく体がぐらついた。なにせ足場は細い鉄棒一本だ。こんな状況で戦せん闘とうを行った経験は、旧ＳＡＯ時代を通してもたったの一度もない。

　どうするか──と考える暇ひまもなく、頭上からバサバサッという羽ばたき音が聞こえた。見上げると、濃のう紺こんの空を背景にホバリングするガーゴイルが、細長い頭の左右についている丸い目玉で俺を睨にらんでいた。

　怪物は予想以上に大きく、頭からつま先まで二メートル近いだろう。更に、体と同じくらい長い尻尾しつぽが、腰の後ろ側からだらりと伸びている。

「ブシャアッ!!」
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　バルブから蒸気が抜けるような奇声を放ち、反転急降下してくるガーゴイルを、俺は懸けん命めいに凝ぎよう視しした。幸い遠隔攻こう撃げき能力は持たないようなので、攻撃してくるのは鉤爪の生えた四し肢しのどれかだろう。右か左か、上か下か──。

「──うおあっ!?」

　ビュウッ！　と鞭むちのように唸うなりながら飛んできたのは、先せん端たんがナイフのように尖とがった尻尾だった。完全に虚を衝つかれ、俺は悲鳴を上げつつ首を捻ひねった。鋭えい利りな尖せん端たんに頰ほおを浅く切り裂かれたものの、どうにか直撃だけは回かい避ひする。

　しかし、無理な動きでバランスが崩くずれ、ハーケンの上でぐらりと体が傾かたむく。

　必死に踏ふみとどまろうとする俺を狙ねらって、目の前でホバリングを続けるガーゴイルの尻尾が立て続けに突き込まれてくる。

　左手で体を支え、右手の剣で尻尾しつぽ攻こう撃げきを防ぐが、盾たて代わりに掲げるのが精一杯だ。とても剣を振り回し、尻尾を断ち切る余裕はない。

「くっ……」

　もう出し惜しみをしている場合ではないと判断し、俺おれは左手を壁かべから離すと、ベルトに挟んだハーケンの片方を抜き取った。ＳＡＯ時代に修練した投剣スキルの動きをイメージしつつ、ガーゴイルの体の中心を狙ねらって投とう擲てきする。

　大して力は込められなかったが、アリスが籠こ手てから作ってくれたハーケンはかなりの優先度を持っていたようで、薄うす闇やみに黄金の軌跡を引いて飛んだ短たん槍そうはガーゴイルの下腹に深々と突き刺さった。

「ブシイッ！」

　丸い口からどす黒い血の飛沫しぶきを散らし、怪物は翼つばさを不規則に羽ばたかせて高度を取った。そこそこのダメージは与えられたようだが、残念ながら撃退するにはまだ足りない。昆虫によく似た真っ黒な単眼に怒りの気配を滲にじませ、ガーゴイルは俺を睨ねめ付ける。

　そんな場合ではないと解わかってはいても、俺はつい頭の片かた隅すみで考えてしまう。あの異形の怪物を動かしているのはプログラムなのだろうか？　それとも、あいつもアンダーワールド人と同じく人工のフラクトライトなのか……？

「ブシュウウウーッ!!」

　新たに轟とどろいた奇声が、俺おれの想念を吹き散らした。新たに二体のガーゴイルがテラスから飛び立ち、こちらの隙すきを窺うかがうように、ぐるぐると円を描いて飛ひ翔しようしている。

「アリス！　剣を抜け、化け物がそっちにも行くぞ！」

　俺は叫びながらちらりと真下を見たが、騎き士しはまだ原因不明の動揺から立ち直っていないようだ。このまま襲おそわれたら、尻尾しつぽで串くし刺ざしにされるか、ハーケンから落下するかのどちらかしかない。

　ガーゴイルが様子を見ている間に、四メートル上のテラスまで登るべきか。しかし、ベルトに残されたハーケンはたった一本。怒り心頭のガーゴイルに、お腹なかに刺さってるやつを返してくれと言っても恐らく無駄だろう。

　奇怪な噴ふん出しゆつ音でこちらを威い嚇かくしていた三匹の異形たちは、ついに攻こう撃げきを再開する気になったか、ひときわ甲かん高だかい叫び声を迸ほとばしらせた。

　いざとなったら、命綱を外して、アリスを狙ねらう敵に飛びつくしかない。

　そう考え、俺は腰に繫つながる鎖くさりを左手で探さぐった。そして、はっと両眼めを見開いた。

　鎖の長さは約五メートル。頭上のテラスまでは、四メートル──。

「アリス……アリス!!」

　俺は剣を鞘さやに収めながら、出せる限りの大声で叫んだ。

　整合騎士の体がぴくりと震え、碧あおい瞳ひとみがようやくこちらを見た。

「鎖にしっかり摑つかまれ!!」

　いったい何を、と眉まゆを寄せるアリスの剣帯に接続された鎖を、俺は両手で握り締しめた。ぐいと引っ張ると、アリスの体が足場から浮く。慌てて鎖に摑まりながら、騎士は掠かすれた声を漏もらす。

「……お前、まさか……」

「二人とも生き残れたら、後で幾らでも謝あやまる!!」

　大きく息を吸い、全身の力を振り絞って、俺は鎖にぶら下がる騎士様を思い切り引っ張った──いや、真上へと放り投げた。黄金のロングヘアと純白のスカートをなびかせて、アリスは半円の軌道を描いて飛翔した。

「きゃあああああ!!」

　意外に女の子っぽい悲ひ鳴めいを響ひびかせながら、整合騎士はガーゴイルたちの間を通過し、四メートル上のテラスへと着地した。より表現に正確を期すならば、着弾と言うべきかもしれない。悲鳴の終わり際が、高貴な女性騎士には相応ふさわしくない「むぎゅっ」という声だったのは聞かなかったことにしておくべきか。

　強引極きわまる投とう擲てきの反動で、俺の体は足場のハーケンから振り落とされた。テラス上のアリスが支えてくれなければ、二人揃そろって遥はるか下の地面へとダイビングだ。

　落下直後はさすがに肝きもが冷えたが、整せい合ごう騎き士しは俺おれの期待に応こたえ、狭いテラス上で身を起こすや両手で鎖くさりを握った。両足を踏ふん張って俺の落下を止めてから、

「こ……のおおおおおっ!!」

　怒りに満ちた声で叫びつつ鎖を思い切り引っ張る。

　先刻のアリスと同じように宙を飛び、大理石の壁かべに背中から激げき突とつした時は息が詰まったが、這はいつくばったテラスの頼もしさといったらなかった。久々の水平面にいつまでも寝転がっていたかったが、アリスにがつっと脇わき腹ばらを蹴けり飛ばされ、やむなく体を起こす。

「な……何を考えているのですか、この大馬ば鹿か者!!」

「仕方ないだろ、こうするしか……いや、話は後だ、来るぞ！」

　俺は再度抜刀し、急上昇してくる三匹のガーゴイルに切きっ先さきを向けた。

　戦せん闘とうに突入する前のわずかな時間を利用して周囲の地形を確かめておこうと、ちらりと視線を左右に振る。

　サーカスめいた離れ技でよじ登ったテラスは、幅わずか一メートルといったところだ。装飾の類たぐいは皆無で、シンプルな板状の大理石が、塔の外がい壁へきから垂直に張り出しているに過ぎない。いや、実際に、棚以上でも以下でもないのだろう。ガーゴイルどもを並べておくための実用品なのだ。

　このテラスの存在をアリスが知らなかったので、背後の外壁にドアや窓があることをほんの少し期待したが、残念ながら開口部はまったく存在しなかった。見えるのは、まだ生物化していない異形の彫像たちが、遥はるか離れたコーナー部までずらりと行列している光景のみ。改めて確認すると空恐ろしいほどの数だが、幸い、いまのところ動き出したのは俺たち目掛けて舞まい上がってくる三匹だけのようだ。

　しっかりとした足場を得てようやく人ひと心ごこ地ちがついたのか、アリスも金きん木もく犀せいの剣をしゃらんと鞘さや走ばしらせた。しかし、まだ胸中の疑問は解消しないらしく、掠かすれた呟つぶやき声が俺の耳に届いた。

「……間違いない……。なぜ……こんなところに……」

　テラスと同じ高さにまで昇ってきたガーゴイルたちは、構えられた二本の剣を警けい戒かいしてか、すぐには飛びかかってくる気配はない。空中でゆらゆら揺れる怪物どもを注視しながら、アリスに問い質ただす。

「さっきから何を気にしてるんだよ。あの怪物のこと、知ってるのか？」

「……ええ、知っています」

　意外なことに、アリスは即座に肯定の言葉を返した。

「あれらは、ダークテリトリーの暗黒術師たちが作り出し、使役する邪悪な魔ま物ものです。彼らに倣ならって、私たちは《ミニオン》と呼んでいます。神聖語で《手先》とか《従属者》というような意味です」

「ミニオン……。ダークテリトリー産なのは見た目で納得だけど、どうしてそんなモノが、人界でいちばん神聖な場所の壁かべにごっそり並んでるんだ？」

「それは、私が知りたい！」

　絞り出すような声で叫び、アリスはきつく唇を嚙かんだ。

「……お前に言われるまでもなく、決してあってはならぬことです。ミニオンが、整せい合ごう騎き士しの監視を搔かい潜くぐって果ての山脈を越え、遥はるか離れた央都に……しかもセントラル・カセドラルのこんな高い場所にまで侵入してきたなどとは到底考えられない。ましてや…………」

「ましてや、教会内部で高い権力を持つ何者かによって意図的に配置されていた……なんてことは絶対に有り得ない……？」

　途切れた台詞せりふを、半なかば無意識的に補足した俺おれを、アリスはキッと睨にらみつけたが反はん駁ばくしようとはしなかった。ホバリングを続けているガーゴイル改めミニオン三匹に視線を戻し、俺は質問を重ねた。

「もう一つだけ教えてくれ。あのミニオンたちに、知性はあるのか？　人間の言葉を喋しやべったりするのか？」

　同じく視線を前方に戻したアリスが、素早くかぶりを振る気配。

「それこそ有り得ません。ミニオンは、闇やみの国に暮らすゴブリンやオークと違って生物ではない。闇の神ベクタを奉じる術師どもが土つち塊くれから作り出す魂たましいなき使つかい魔ま……主あるじの簡単な命令を幾つか解するだけです」

「……そうか」

　アリスに悟られぬように、そっと安あん堵どの息を吐く。

　問題を先送りしているに過ぎないことは重々承知だが、やはり人間と同質のフラクトライトを持つ存在を殺すことには、いまも強い躊躇ためらいを憶おぼえてしまう。

　この世界の赤ん坊は、公こう理り教きよう会かいに結婚を認められ──恐らくは専用のシステム・コマンドが存在するのだろう──夫婦となった男女の間にのみ生まれる、と隠者カーディナルは言った。ダークテリトリーの住人とてそれは例外ではあるまい。とすれば、神聖術ならぬ暗黒術によって生成されるミニオンは人工フラクトライトではなく、野生動物と同じプログラムコードだということになる。

　そのつもりで見ると、ミニオンたちの昆虫めいた単眼から放射される敵意には、ＳＡＯ時代に散々戦ったモンスターたちと共通するデジタル臭さがはっきりと感じられた。ステータスが《様子を見る》から《攻こう撃げき》に切り替わったのか、三匹同時に翼つばさを強く羽ばたかせ、ぐっと高度を取る。

「──来るぞ！」

　叫び、俺は愛剣を構え直した。先ほど稼かせいだ憎悪ヘイト値のせいか、真っ先に飛びかかってきたのは、腹を黄金のハーケンに貫つらぬかれたままの個体だった。

　今度は尻尾しつぽではなく、両腕の鉤かぎ爪づめが連続して襲おそってくる。決して速いとは言えない攻撃だが、久々の対モンスター戦とあって間合いが取りづらい。剣で鉤かぎ爪づめを弾はじくことに専念しながら隙すきを窺うかがっていると、無傷の二匹が左隣どなりのアリスに向かって急降下してくるのが視界の端はしにちらりと見えた。

「気をつけろ、二匹行ったぞ！」

　女性騎き士しの身を純粋に気き遣づかってそう警けい告こくしたのに、返ってきた声はとことん冷淡だった。

「お前、私を何だと思っているのです」

　すっと腰を落とし、金きん木もく犀せいの剣を左横に構える。

　ドバッ！　という凄すさまじく重い斬ざん撃げき音とともに、宵よい闇やみの中でも眩まぶしいほどに煌きらびやかな黄金の剣光が閃ひらめいた。

　フェイントも繫つなぎ技もない、ただの単発中段斬ぎり──《アインクラッド流》で言うなら基本技《ホリゾンタル》──だ。しかし、横目で眺めただけで冷や汗が吹き出すほど速く、重い。八十階での戦せん闘とうで俺おれを苦もなく追い詰めたのは、回かい避ひも防御も許さない、この一撃の圧倒的な完成度なのだ。長年のＶＲＭＭＯ暮らしで凝こり固まった俺の連続技至上主義を、あっさり粉砕しかねない威力である。

　剣を振り切った姿勢で動きを止めたアリスの前で、二匹のミニオンの腕四本がぼとぼとっと落下した。続いて、どう見ても間合いの外だったはずの胴体までもが、胸のあたりから音もなく分かたれる。

　悲ひ鳴めいを上げすらせずに墜つい落らくしていく怪物たちの、腕と胴の滑なめらかな切断面から、どす黒い血液がばしゃっと噴ふき出した。無論、一滴たりともアリスには触れていない。

　何ごともなかったかのように体を起こした整合騎士は、いまだ防戦一方の俺に向けて、そこはかとなく嫌いや味みの籠こもった声こわ音ねで言った。

「手伝う必要がありますか？」

「……い、いや、結構」

　せめてもの意地で申し出を丁重に拒絶すると、俺はようやくパターンを看破したミニオンの両腕両脚プラス尻尾しつぽの連続攻撃をステップ回避した。距離を取り直そうとする敵に向かって、体に染み付いた連続技を放つ。

　アンダーワールドに、ＳＡＯ世界と同じソードスキルが存在することを、俺は長らく不思議に思ってきた。二年という時間をかけてあれこれ推論を重ねはしたが、いまも完全な答えには辿たどり着いていない。ラースの技術者が、仮想世界を構築するためにＳＡＯ由来の《ザ・シード》パッケージを利用したのかもしれないが、俺の知る限り、ザ・シードにソードスキルシステムは組み込まれていないのだ。もしそうでないなら、ガンゲイル・オンラインＧＧＯにコンバートした時もソードスキルが発動したはずだ。

　大図書室に隠れ住む賢けん者じやカーディナルなら真実を知っていた可能性はあるが、彼女にそれを訊たずねることは躊躇ためらわれた。カーディナルは、自分を含む全すべてのアンダーワールド人が現実世界の企業ラースによる実験のために生み出された存在であることを認識し、己おのれの運命に苦悩していたからだ。そんな彼女に、否いや応おうなくこの世界がある種の虚構であることを突きつけるような質問がどうしてできよう。だいいち、事ここに至れば、ソードスキルが存在する理由などさして重要ではない。きちんと機能し、俺おれに戦う力を与えてくれれば、それで充分だ。

　右手の剣がブルーの輝きを帯び、水平四連れん撃げき技《ホリゾンタル・スクエア》が発動される。

「うお……りゃああっ！」

　少々泥臭い叫び声とともに放たれた斬ざん撃げきは、アリスに対抗したわけではないが、ミニオンの両腕と尻尾しつぽを斬きり飛ばし、最後に胴を横一文字に断ち切った。勢い余ってテラスから飛び出しそうになるのを堪こらえつつ、ばらばらになって墜つい落らくしていく魔ま物ものの残ざん骸がいが遥はるか下の雲海に没するまで見届ける。

　もしあれらの肉塊が空中で消滅せず、カセドラルの内庭を散歩している修道士か何かの目の前に落ちたら大おお騒さわぎだろうな……などと考えていると、

「……ほう」

　まるで、教え子の技を見た指し導どう者しやのような声こわ音ねで、アリスが短く呟つぶやいた。

　黒い剣を左右に切り払って左腰の鞘さやに──本当は背中に装備したいところだが、ショルダーハーネスタイプの剣帯は武器庫に存在しなかった──収めながら、俺は横目で騎き士しを見た。

「……何だよ？」

「いえ、奇妙な技を使う、と思っただけです。夏げ至し祭で芝居小屋でもやれば客を呼べるのではないですか」

「そりゃ、どうも」

　まったくいちいち皮肉の効きいた騎士様だ、と苦笑しかけてから、俺は正面からアリスの顔を見た。ふと胸中に湧わいてきた疑問を口にする。

「……あんた、セントリアの夏至祭を見たことがあるのか？　あれは、どっちかと言えば庶民のお祭りで、修剣学院でも上級貴族出身の生徒は見に行かない奴やつがほとんどだったけど……」

　それにももちろん例外があり、俺が傍そば付づきをしていたソルティリーナ先せん輩ぱいは毎年楽しみにしていたものだ。などと懐なつかしく考えていると、アリスがふんと鼻を鳴らした。

「私を気取った上級貴族などと一緒にしないでください。もちろん見た……ことが…………」

　小こ馬ば鹿かにしたような台詞せりふが徐々に減速し、やがて途切れる。

　騎士は唇を少し開いたまま眉まゆをひそめ、何か捜し物をするかのように俯うつむいた。籠こ手てを失った左手を持ち上げ、指先で滑なめらかな額ひたいを押さえる。そのまま何度か強く頭を振り、ゆっくり顔を上げると、アリスはどこか曖あい昧まいな口調で呟つぶやいた。

「いえ……。そういう祭りがあると……修道士の誰だれかから、聞いたのです。整合騎士は……任務以外で、市井しせいの民と交わることは、禁じられていますから……」

「…………」

　それは、もちろんそうだろう。整せい合ごう騎き士したちは、自分が最高司祭によって天界から召喚された存在だと信じているが、実際は違う。アドミニストレータは、知力、武力に秀ひいでた人間を人界からカセドラルに連行し、《シンセサイズの儀ぎ式しき》によってそれまでの記憶を封じて騎士に仕立て上げているのだ。だから、騎士が無む闇やみと下界の街を訪れ、元の家族とばったり出くわしでもしたら大変なことになる。

　アリスの番号は30サーテイ、つまり今年の春に整合騎士になったばかりのエルドリエ・シンセシス・サーティワンに次いで《新しい》騎士だ。恐らくシンセサイズされたのはここ一年以内、そして彼女がルーリッドの村から連行されたのは八年前なので、実に七年もの空白期間があるわけだ。

　そのあいだ、アリスはカセドラルでどのような日々を送っていたのか……修道女見習いとして神聖術を学んでいたのか、それともアドミニストレータによって《凍結》されていたのかは解わからない。しかし、もしかしたら彼女は、騎士となる前にセントリアの夏げ至し祭を訪れたことがあるのではないか。封じられたはずの記憶が、いまの会話をきっかけに一いつ瞬しゆんだけ甦よみがえりかけたのではないか──。

　だとすれば、いまここで夏至祭についてあれこれ訊きき続ければ、エルドリエと戦った時と同じく、アリスの記憶を封じている《敬神パイエテイモジュール》を除去することができるのでは。

　そう考えた俺は、再び口を開きかけた。だが、息を吸い込んだところで、ぐっと奥歯を嚙かみ締しめる。

　カーディナルは言っていた。騎士アリスを、ユージオの幼おさな馴な染じみのアリス・ツーベルクに戻すには、敬神モジュールを取り除くだけでは足りないと。最高司祭がアリスから奪った《最も大切な記憶の欠片かけら》が絶対に必要なのだ、と。だから、仮にいまこの場所でアリスのモジュールを取り除いても、その瞬間彼女は意識を失い行動不能となってしまうはずだ。いつ次の敵が現れるか解らない現状で、それは避さけたい。

　だいたい、アリスは、ルーリッド時代に何年も仲良くしていたユージオを見ても、まったく動揺する気配すらなかった。つまり、それだけアリスの記憶封印は強固だということだ。夏至祭の話題程度でモジュールを除去できる可能性は低いし、逆に俺おれへの警けい戒かい心しんを増大させてしまいかねない。

　黙だまり込んだままそんな思考を巡らせる俺の顔を、アリスは訝いぶかしげに眺めていたが、やがて何かに気付いたように再び眉まゆをひそめた。

「ミニオンの血は病やまいを呼びます。きちんと落としておきなさい」

「ん？　ああ……」

　アリスに指さされて初めて、魔ま物ものの返り血を数滴、左頰ほおに浴びてしまっていることに気付く。芳かんばしからぬ臭においのする液体を上着の袖そでで拭ぬぐおうとしたその途と端たん、鋭するどい叱しつ責せきが飛ぶ。

「こら！」

　誰だれかにそんなふうに怒られたのは果たして何年ぶりか……と啞あ然ぜんとする俺おれを、アリスは実に苛いら立だたしそうな目つきで睨にらんだ。

「ああもう、男というのはどうしてこう……。お前、手しゆ巾きんの一枚くらい持っていないのですか」

　慌ててズボンのポケットを探さぐるが、右は空っぽ、左にはハンカチ以外のものが押し込まれている。首を縮めつつ、小声で答える。

「も、持ってません……」

「……もういいです、これを使いなさい」

　アリスは、純白のロングスカートのどこかから同じく真っ白いハンカチを取り出すと、心底嫌いやそうな顔で俺に差し出した。

　どうせ小学生扱いされたことでもあるし、ここで騎き士し様のスカートを摘つまみ上げて頰ほっぺたをごしごししたらどうなるかなあと一いつ瞬しゆん考えたが、普通に殺されるだけだという結論に至ったので止やめておく。

　細かいレースの縁ふち取どりがされた、染みひとつないハンカチをありがたく拝借し、恐縮しつつ頰を拭ぬぐうと、汚れ落としの術式が掛けられているらしいそれはまるで吸い取るようにミニオンの血を綺き麗れいさっぱり落としてくれた。

「どうもありがとう」

　先生、と言いたくなるのを我慢しながらハンカチを返そうとすると、騎士様はふんっと顔を逸そらせて一言──。

「私に斬きられる前に、洗って返しなさい」

　まさに前ぜん途と多た難なんである。いったいこの騎士様をどのように説得すれば、塔内に戻ったあとの戦せん闘とうを回かい避ひしてユージオと合流できるものだろうか。

　今いま頃ごろは塔の階段を慎重に上っているであろう相棒の姿を思い描きながら視線を巡らせると、空の残照はいつの間にか完全に消え去り、幾つもの星が瞬またたき始めていた。どうにかミニオンは撃げき退たいしたものの、月が昇って、わずかなりとも空間リソースの供給が再開されるまでは新しいハーケンは作れないだろう。

　アリスのハンカチを右ポケットに突っ込み、今度は狭いテラスの左右を見回す。数メートル離れたところから、壁へき面めんの角までずらりと並ぶ石化状態のミニオンたちは、どうやらこれ以上近づかなければ動き出すことはないようだ。ダッシュで接近して急所に剣を振り下ろせば石化が解ける前に破は壊かいできるのかもしれないが、危険を冒おかしてまで試してみるメリットがあるとも思えない。

　結局のところ、月が昇るまでの数時間、現在位置でおとなしく待つしかないらしい。

　腰を降ろして休めるのは正直大だい歓かん迎げいだが、その間ずっとアリスの機き嫌げんを損そこねないでいるのは大いなる難題と思えた。俺はため息を吞のみ込みながら、そっぽを向いたままの整合騎士にどう声を掛けようかと考えた。
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　孤独というものを、長いこと忘れていたな。

　長い階段を一人で上りながら、ユージオは胸の奥でそう呟つぶやいた。

　飛竜の脚に縛しばり付けられ、連れ去られるアリスをただ見ていることしかできなかった八年前の夏から、ユージオは眼めと耳と心を閉ざしてひたすら森で斧おのを振るうだけの日々を送り続けた。家族を含む村の誰だれもが、整合騎士による村長の娘の連行という大事件を、まるでそれ自体がひとつの禁きん忌きででもあるかのように一いつ切さい話題にしようとしなかった──それどころか、アリスの親友だったユージオのことすら避さけるようになったからだ。

　しかし村人と同じくらい、ユージオも他人を、そして事件の記憶を遠ざけ続けた。己おのれの弱さと臆おく病びようさを認められず、諦あきらめという名の濁にごった沼に深く潜もぐることで、過去と未来から目を背そむけようとした。──でも。

　二年前の春、荷物一つ持たずにふらりと森に現れた一人の少年が、ユージオを底無し沼から力ずくで引っ張り出した。一緒にゴブリンの集団を撃げき退たいし、ギガスシダーを打ち倒して、ユージオにもう一度自信と目的を与えてくれた。

　ルーリッドの村を飛び出し、ザッカリアの街を経て央都まで上る長い旅の間も、修剣学院での修練の日々も、常に傍かたわらには彼──キリトがいた。計画とはかなり違う成り行きだったが、最終目標である公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルへの侵入を果たし、幾多の障害を乗り越えてこんなに高い場所にまで上ってこられたのも、間違いなく黒髪の相棒がユージオを導みちびき、励まし続けてくれたからだ。

　なのに、最上階まであと少しというところで、キリトはユージオの視界から消えてしまった。幼おさな馴な染じみのアリス・ツーベルクに偽にせの記憶を与えて造られた整合騎士アリス・シンセシス・サーティとの激げき闘とうのさなか、キリトと騎士の武装完全支配術が混じり合って異常な力を生み出し、カセドラルの壁かべに大穴を穿うがったのだ。

　二人はあっという間に塔の外に吸い出され、その直後、大穴は元の壁に戻った。ユージオはあらゆる手段を講じてもう一度壁を壊こわそうとしたが、青あお薔ば薇らの剣で切りつけても、使える中で最大の威力を持つ燃ねん素そ系攻こう撃げき術じゆつをぶつけても、大理石の壁はもう小揺るぎさえしなかった。

　恐らく、カセドラルの外がい壁へきには、永続性の自己修復術が施ほどこされている。ユージオの知識では、術式の最初の行すら想像できない超高等神聖術だ。だから、必死に頑張ってほんの一センだけ壁石を動かせたとしても、すぐに元の位置に戻ってしまうだろう。一いつ瞬しゆんにせよ壁に穴が開いたのは、キリトと騎士アリスの完全支配術が、塔外壁に自己修復術を掛けた術師の想定を超えるほどの威力を秘めていたからだ。

　逆に言えば、それほどの力を持った彼らが、壁の外に放り出されたくらいで死ぬはずがない。ことにキリトは、突発的な状況に対応する能力ならば、高位の整せい合ごう騎き士したちをも確実に上回っている。彼ならば、どうにかして落下を食い止め、今いま頃ごろは塔を外側から登り始めているに違いない。そして恐らくは、騎士アリスも。

　いまのアリスは絶対的な公こう理り教きよう会かいの守しゆ護ご者しやなので、キリトと協力するとは到底思えないが、少なくともキリトが壁かべを登ればそれを追いかけるはずだ。上層階のどこかで二人と合流できれば、カーディナルに与えられた短剣を使う機会はきっともう一度巡ってくる。

　そう信じて、ユージオは八十階《雲上庭園》の南側の扉を開け、一人で大階段を上ることにしたのだ。ひとりになった途と端たん、背中に這はい上ってこようとする心細さや無力感を懸けん命めいに振り払いながら。

　いつ新たな襲しゆう撃げきを受けてもおかしくないので、走るのはやめて慎重に進むことにしたのだが、八十一階、八十二階と過ぎても人の気配はまったく感じられなかった。

　これまでの戦いで、《霜そう鱗りん鞭べん》のエルドリエ、《熾し焰えん弓きゆう》のデュソルバート、騎士見習いのフィゼルとリネル、《天てん穿せん剣けん》のファナティオと彼女の配下である《四シ旋セン剣ケン》と合計九人もの整合騎士を退しりぞけてきたが、塔内にはまだ《騎士長》および《元老長》と呼ばれる人物と、そしてもちろん最高司祭アドミニストレータが待ち受けている。

　公理教会で、ということは人界でいちばん偉い存在である最高司祭がいきなり出てくるとは思えないが、騎士長と元老長がユージオを最上階まで素通りさせてくれるはずはない。ゆえに、限界まで感覚を張り詰めさせ、青あお薔ば薇らの剣に手を添えたまま慎重に階段を上っているのだが、どうしても頭に余計な思考が入り込んでくる。

　キリトと騎士アリスは、今頃どうしているのだろう。

　塔の外がい壁へきを登るキリトを、アリスが追いかけている？　それとも、塔の壁にぶら下がったまま、尚なおも戦せん闘とうを続けている？　あるいは……キリトという人間の不思議な魅力が、とりつく島もなさそうだった整合騎士アリスの剣すら引かせているだろうか……？

　そう考えた途端、ユージオは馴な染じみのない感情が胸にこみ上げてくるのを意識した。それが呼び水となって、数時間前、倒れた整合騎士デュソルバートに向けて剣を振りかざした時の葛かつ藤とうがちくりと甦よみがえる。

　デュソルバートこそが、八年前にルーリッドの村からアリスを連れ去った当人だと知り、ユージオは怒りと憎しみに衝つき動かされるままに騎士にとどめを刺そうとした。しかしキリトに制止され、その瞬しゆん間かん、ユージオは親友に対して強い劣等感を覚えた。

　君ならあの時、僕のようにただ見てはいなかっただろう。自分がどうなろうと整合騎士に打ちかかり、アリスを助けようとしただろう、という。

　そんなキリトの強さと優しさは、あるいは整合騎士アリスの心にすら届くかもしれない。もちろんいまのアリスは最高司祭に記憶を奪われた、いわば偽にせ物ものだ。でも……デュソルバートや、自分に瀕ひん死しの傷を与えた副騎士長ファナティオをさえ助けようとしたキリトなら……もしかしたら…………。

「────そんなはずない」

　呟つぶやき、ユージオは強引に思考の流れを断ち切った。

　これ以上は考えても無意味だ。カセドラル最上階に保管されているという《記憶の欠片かけら》を取り戻し、整せい合ごう騎き士しアリスの魂たましいに戻せば、いまのアリスは騎士であった時の記憶ともども消滅する。そして、ユージオにとって誰だれより大切な、本物のアリスが戻ってくる。

　目覚めた彼女を強く抱き締しめて、今度こそ言うのだ。僕が君を守る……永遠に守り続ける、と。明日には、ことによると今夜中に、その瞬しゆん間かんが来る。

　だからいまは、雑念を振り捨て、ひたすら前に進む時だ。




　カセドラルのどこからか届く鐘かねの音が夜七時を告げると同時に、階段が途切れた。

　階をひとつ通り過ぎるたびにかぞえた数字は、ちょうど十。つまり、ここは九十階だ。いよいよ、公こう理り教きよう会かいの中ちゆう枢すう部ぶに足を踏ふみ入れたのだ。

　広いホールのどこにも、次の上り階段は見当たらない。北側の壁かべに、大扉がひとつあるだけ。恐らくこの先は、五十階や八十階と同じく、床全面を使った大空間となっているに違いない。

　そして、きっと、これまで以上に強力な敵が待ち構えている。

　──勝てるのか？　僕ひとりで？

　ホールの端はしに立ち尽くしたまま、ユージオは自問した。キリトを半死半生にまで追い込んだファナティオや、二人がかりでまったく歯が立たなかったアリス以上の強つわ者ものと、どのように戦えばいいのか。

　しかし、考えてみれば、これまでの戦いではキリト一人が敵の攻こう撃げきを受け止めてきたのだ。ユージオは相棒の背中に隠れ、完全支配術を発動させてきただけだ。二人の技の性質を考えればそれが当然の作戦だとキリトは言ったが、彼がいないいま、ユージオが最初から最後までひとりで戦うしかない。

　左腰の青あお薔ば薇らの剣をそっと撫なで、柄つかや鍔つばの感触を確かめる。あと一回だけなら完全支配術が使えるだろうが、闇やみ雲くもに発動させても氷の蔓つるに敵を捕らえることはできまい。まずは純粋な剣技で敵を追い込み、隙すきを作らねばならない。

「……行くぞ」

　愛剣にそっと囁ささやきかけると、ユージオは右手を持ち上げ、白い扉を強く押し開いた。

　途と端たんに押し寄せてきたのは、明るい光と濃のう密みつな白煙、連続的に響ひびく低音だった。

　──神聖術の攻撃!?

　反射的にそう考え、飛びのこうとしたユージオは、流れ出してくる白い靄もやが煙ではなく湯気であることに気付いた。触れても手や袖そでが湿るだけで、痛みはない。渦巻く熱気越しに、内部の様子を確認する。

　予想どおり、カセドラル一階ぶんの面積を全すべて費ついやした大広間だ。無数のランプが据え付けられた天井もかなり高く、恐らくは《霊れい光こうの大回廊》や《空中庭園》とよく似た名前がついているのだろうが、いまは知るすべはない。床近くは湯気に遮さえぎられて見通せないが、誰だれかの気配はしないようだ。

　ユージオは数歩だけ広間に踏ふみ込み、湯気の発生源を探さぐろうとした。すると、眼めではなく耳で、ちゃぷちゃぷと響ひびく水音に気付く。どこか遠くから届く轟とどろきも、大量の水が勢いよく水面に落ちる音に違いない。

　その時、開いたままの扉から冷たい空気が流れ込み、周囲の湯気を押しのけた。

　ユージオの立つ場所から広間の奥に向けて、幅五メルほどもある大理石の通路がまっすぐ延びている。通路の左右は階段状に低くなり、そこになみなみと湛たたえられているのは、透明な水──いや、お湯だ。深さは一メル以上もありそうで、仮にこの広間全体を満たしているなら、湯の総量が何リルに達するのか想像もできない。

「……いったい、この部屋は……」

　予想外すぎる光景に、ユージオは掠かすれ声を漏もらした。

　魚か何かを飼う池にしては水の温度が高すぎるし、観賞用の庭園にしては湿気が不快すぎる。いっそ服を脱ぎ、お湯に飛び込んでしまったほうが気持ちいいくらいの──

「あっ…………ま、まさか……」

　再び呟つぶやいてから、通路の端はしにひざまずき、お湯に右手を突っ込む。熱からずぬるからず、この場にキリトがいたら「いい湯加減だな」などと言いそうな温度。

　つまりこれは、超巨大な、お風ふ呂ろなのだ。

「………………」

　もう言葉も出せず、ユージオは膝ひざ立だちになったまま長く息を吐いた。

　二年前まで暮らしていたルーリッドの生家では、風呂桶おけはちょっと大きなたらい程度の代しろ物もので、ユージオが最後に入る頃ころにはお湯が半分になってしまっていたものだ。ゆえに、学院の寮りようにある大浴場を初めて見た時は、こんなに大量のお湯をどうやって沸かすのかと度ど肝ぎもを抜かれもした。

　しかし、この風呂は桁けた違ちがいだ。修剣学院の練士全員がいっぺんに入浴してもまだまだ余裕だろう。いや、もちろん、男子生徒と女子生徒が一緒にお風呂に入ることなど有り得ないが。

　もう一度ため息をついてから、ユージオはついでだからとお湯で両手を洗い、顔までは我慢して立ち上がった。大理石の通路を、広間の奥にあるはずの上層階への階段目指して歩き始める。いくらなんでも、風呂場で襲しゆう撃げきはあるまい──。

　と思い込んでいたため、不覚にも気付くのが遅れた。

　通路は、大広間改め大浴場の真ん中で円形に膨ふくらんでいる。そこに近づいた時、ユージオはようやく、前方右側の水面にたなびく湯気の向こうに何者かの影かげがあることを察知した。

「──っ!?」

　反射的に飛び退すさり、剣の柄つかに手を掛ける。

　湯気に邪じや魔まされてよく見えないが、相当に大柄だ。髪は短く、女性ではあるまい。お湯に肩までつかり、両手両足を伸ばしている。

　待ち伏せというよりも、単に入浴しているだけのようにも見えるが、油断はできない。状況はどうあれ敵であることだけは間違いなく、ならばいっそ相手が水の中にいるうちに先制攻こう撃げきを仕掛けるべきか。

　ユージオが、愛剣を静かに鞘さやから抜こうとした、その時。

「悪ぃけど、もう少し待ってくれねえかな。なんせさっき央都に着いたばっかりでよ、飛竜に乗りっぱなしで全身が強こわ張ばっちまった」

　低く錆さびているが、よく通る声。カセドラルで遭そう遇ぐうした誰だれよりもぞんざいな言葉遣づかいに、思わず啞あ然ぜんとさせられる。騎き士しというよりもむしろ、故郷の農夫たちを思い起こさせる飾り気のなさだ。

　ユージオがどう対応したものか決めかねているうちに、ざぶりという水音が立ち、巨大な浴よく槽そうを覆おおっていた湯気が左右に分かれた。

　声の主が、全身から滝のように水滴を落としながら身を起こしたところだった。ユージオに背を向けたまま、両手を腰に当てて首をぐるぐる回し、ううーむと緊きん張ちよう感かんのない唸うなり声を漏もらしている。隙すきだらけとも見えるが、ユージオは剣に手を触れさせたまま一歩たりとも動けなかった。

　何という偉い軀くだろうか。膝ひざから下は湯の中だが、それでも男の身長が二メル近いのは明らかだ。青みを帯びた鉄灰色の髪は短く刈り込まれ、驚おどろくほど太い首筋を露あらわにしている。そして、そこから繫つながる肩がまた異様に広い。丸太のような上腕は、いかなる大剣だろうと容易たやすく振り回すだろう。

　何より眼めを引くのは、幾いく重えにもうねる筋肉に覆われた背中だった。ユージオが学院で傍そば付づきを務つとめたゴルゴロッソ・バルトーも鍛きたえ上げられた肉体を誇っていたが、湯船の男は更に一回り以上も逞たくましい。さして若くはなさそうなのに、腰回りもまったく弛たるんでいない。

　古いにしえの戦神もかくやという立ち姿に眼を奪われていたため、ユージオは、男の全身に走る無数の古傷にすぐには気付かなかった。改めて注視すると、全すべてが矢傷や刀傷のようだ。深手を負っても速すみやかに高位神聖術で治ち療りようすれば傷跡は残らないはずなので、それすら難むずかしいような戦場で長い間戦い続けてきた、ということか。

　恐らくは、湯船の男こそが、騎士長と呼ばれる人物なのだろう。

　つまり、全整合騎士の中で最強の使い手。カセドラルの頂上を目指すユージオの行く手を阻はばむ、最大の障しよう壁へき──。

　ならば、男が武器も防具も持っていないいまのうちに斬きりかかり、倒すべきだ。キリトならきっとそうするだろう。頭ではそう考えながらも、しかしユージオは動けなかった。

　男の背中が隙すきだらけなのか、それとも万全の備そなえが行き渡っているのか判断できないのだ。むしろ攻こう撃げきを誘っているのかとすら思えてくる。

　そんなユージオの逡しゆん巡じゆんを気にとめる様子もなく、男は体を解ほぐし終えると、湯の中をざぶざぶ北へと歩き始めた。少し先の通路に、衣類を入れてあるらしい籠かごが置かれている。

　階段状にせり上がる縁ふちを大またに上った男は、籠から下した穿ばきを引っ張り出して脚を通した。次に、薄うす手での衣ころもをばさりと広げてから羽は織おる。どうやら東帝国産の着物らしく、前で合わせた布地に幅広の帯を巻きながら、男はようやくユージオに顔を向けた。

「おう、待たせたな」

　深みのある錆さび声がよく似合う、剛ごう毅きな風ふう貌ぼうだ。

　口くち許もとに刻まれた鋭するどい皺しわは、男が整せい合ごう騎き士しとなった時点で四十歳を越していたであろうことを示しているが、高い鼻び梁りようと削そげた頰ほおに緩ゆるみはまったくない。しかし、何よりも印象深いのは、立派な眉まゆの下から放たれる眼光だった。

　淡い水色の瞳ひとみには殺気らしい殺気など存在しないのに、十五メル以上離れて相対しているだけで強烈な圧力を感じる。視線に込められているのは、これから斬きり結ぶ相手に対する純粋な興味と、戦せん闘とうそのものへの歓よろこび、だろうか。そんな眼めで敵を見ることができるのは、己おのれの剣技に絶対的な自信を持っているからだ。つまりこの男は、どこか、キリトに似ている。

　体の前で帯を結び終えた男は、脱衣籠に右手を向けた。すると、籠の底から一振りの長剣がふわりと浮き上がり、逞たくましい手に収まった。それを肩に担かつぎ、素足でぺたぺたと大理石を踏ふんで歩き始める。

　ユージオからほんの八メルほど離れた所まで近づくと立ち止まり、短い髭ひげの生えた逞しい顎あごを撫なでながら、男は言った。

「さてと。お前さんとやりあう前に、ひとつだけ教えてくれねぇか」

「……何ですか」

「その、なんだ……副騎士長は……ファナティオは、死んだのか？」

　夕食の献こん立だてを訊たずねるようなそっけない口調に、あなたの部下のことだろうに、とユージオは反発を覚えた。しかしすぐ、視線を横に逸そらせる男の表情に滲にじむ、不器用な取り繕つくろいに気付く。本心では気になって仕方がないのに、それを見透かされるのが嫌いやらしい。そういうところもまた、ここにはいない相棒を思い起こさせる。

「……生きてますよ。いま、治ち療りようを受けている……はずです」

　ユージオの答えを聞いた男は、ふうっと太く息を吐き出し、頷うなずいた。

「そうか。ならオレも、お前さんの命までは取らねぇでおこう」

「な…………」

　再び、言葉を失う。ハッタリかと勘かんぐる気にもなれないほどの強烈な自負だ。自分を信じる気持ちはそれ自体が大きな武器になる、とかつてキリトが言っていたが、彼ですら強敵を前にここまでの余裕を示したことはない。眼前の大男の、巌いわおの如ごとき自負心の源みなもとは恐らく、キリトもユージオも持ち得ないもの──全身にくまなく傷を受けるほどの数限りない激げき闘とうを勝ち抜いてきたという戦歴か。

　しかしユージオとて、回数では遠く及ばないにしろ、ここまで上ってくる間に男と同じ整せい合ごう騎き士しを一度ならず退しりぞけてきたのだ。剣を交える前から弱気になっていては、倒してきた騎士や、ユージオを鍛きたえてくれたゴルゴロッソや学院の教官たち、そしてもちろん黒髪の相棒に申し訳が立たない。

　ありったけの闘とう志しを奮ふるい起こし、ユージオは正面から男を睨にらんだ。声が揺れないよう、腹に力を込めて言う。

「気に入らないですね」

「ほほう？」

　東洋風の衣ころもの懐ふところに右手を入れたまま、男は面おも白しろがるような声を出した。

「何がだい、少年？」

「あなたの部下は、ファナティオさんだけじゃないでしょう。エルドリエさんや《四シ旋セン剣ケン》の人たち……それに、アリスの生死はどうでもいいんですか」

「あぁ……そういうことかい」

　男は顔を上向け、左手で握る長剣の柄つかで、頭の横をごりごりと擦こすった。

「何つうかな……。エルドリエはアリスの嬢じようちゃんの弟子だし、四旋剣のダキラ、ジェイス、ホーブレン、ジーロはファナティオの弟子だ。そんで、ファナティオはオレの弟子ってわけさ。オレは恨みつらみで戦うのは好きじゃねぇんだけどよ、でもせめて、弟子が殺されたならその仇かたきくらい取ってやんねえとっていう、そんだけの話さ」

　にやりと笑ってから、思いついたように付け加える。

「……まあ、アリスの嬢ちゃんは、オレのことを師匠くらいにゃあ思ってるかもしれねぇが……正味の話、本気で戦ったら、どっちが強いかはもう判わからん。嬢ちゃんが騎士見習いになった六年前ならまだしも、な」

「六年前……騎士見習い……？」

　男への反発を一いつ瞬しゆん忘れ、ユージオは呟つぶやいた。

　六年前というなら、ルーリッドから連れ去られてからたった二年後だ。整合騎士の名前に含まれる神聖語の《番号》については階段を上るあいだにキリトから教わっていて、アリスは三十、エルドリエが三十一、デュソルバートは七らしい。番号の新しさからして、アリスが騎士になったのはそう昔のことではないと思っていたのだが──。

「……でも、アリスはサーティ……三十番目の整合騎士でしょう？」

　ユージオの問いに、男は軽く首を傾かしげたが、すぐに「ああ」と声を出した。

「原則的に、見習いにゃあ番号が与えられねぇのさ。嬢じようちゃんがサーティになったのは、去年、正式に騎き士しに任命された時だよ。実力的にゃあ六年前でも充分に騎士の資格はあったが、何せ若かったからな…」

「でも……フィゼルとリネルは、見習いなのに番号を持ってましたよ」

　その名前を聞いた途と端たん、男はシブムシを嚙かんでしまったかのように口をひん曲げた。

「……あのちびっ子どもは、騎士になった経けい緯いが経緯だからな。特例で、見習いのまま番号を貰もらったのさ。──お前さん、あの二人とも戦ったのか？　それで生きてるのは、ファナティオに勝ったのとは別の意味で驚おどろきだな」

「《ルベリルの毒ドク鋼ハガネ》で麻ま痺ひさせられて、危うく首を落とされるところでしたけどね」

　答えながら、ユージオは尚なおも考える。

　男は、騎士見習い時代のアリスを知っている。ならば、アリスが《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》で記憶を封印されたのは、六年も前……十三歳の時だった、ということなのか。以来アリスは、自分が整合騎士となるべく天界から召喚された存在だと信じたまま、カセドラルの中でずっと暮らしてきたのか……。

　黙だまり込んでしまったユージオを眺め、偉い丈じよう夫ふは肩をすくめた。

「ま、オレはお前さんに負けるつもりはねぇし、だからオレと同じぐらい強い嬢ちゃんがお前さんに斬きられたとも思わん。元老長の野郎に聞いたとこじゃ、お前さんには相棒がいるらしいな。そいつがここにいないってことは、大方、どこぞで嬢ちゃんとやりあってるんじゃねえのかい」

「……だいたいそんなところです」

　釣り込まれるように頷うなずいてしまってから、ユージオは剣の柄つかをきつく握り直した。どうにも男の喋しやべりには敵意を削そがれるものがあるが、気を緩ゆるめている場合ではないのだ。両眼めにいっそう力を込め、挑発的な台詞せりふをぶつける。

「ちなみに、あなたを斬ったら、次は誰だれが仇あだ討うちに出てくるんですか」

「ふっふ、安心しな。オレに師匠はいねえよ」

　にやっと笑い、男は肩から外した長剣を右手でゆっくり抜いた。左手に残った鞘さやを、幅広の帯に無む造ぞう作さに差す。

　少し黒ずんだ肉厚の刀身は、丁てい寧ねいに磨みがき込まれているものの、全面にうっすらと残る無数の古傷が天井からの灯あかりを反射してぎらぎらと光った。鍔つばも柄も、刀身と同じ材質の鋼はがねでできているようだが、これまで戦った整合騎士たちが携たずさえていた神器と違って華美な装飾は一いつ切さい施ほどこされていない。

　と言って、決して軽んじていい武器ではないことは遠目にも明らかだ。気の遠くなるような年月の間に膨ぼう大だいな量の血を吸い込んできたのだろう、ある種の妖よう気きのようなものが鈍にび色いろの刃やいばにまとわりついている。

　すーっと細く息を吸い込みながら、ユージオも左腰の愛剣を鞘さや走ばしらせた。完全支配状態ではないが、主人の緊きん張ちように反応しているのか、薄うす蒼あおい刀身からはわずかに冷気が放出されて周囲の湯気をきらきら輝く氷の粒へと変えていく。

　男は、その偉い軀くに見合った勇壮な動作で、右手の剣をほとんど垂直に掲げながら右足を引き、どっしりと腰を沈めた。ノルキア流の秘ひ奥おう義ぎ《雷ライ閃セン斬ザン》の構えと似ているが、少し違う。あんなに剣をまっすぐ立ててしまっては、技を発動させる前に余計な動きが必要となる。

　そう感じたユージオは、アインクラッド流秘奥義《ソニックリープ》の構えを取った。

　ユージオが知る限り、使い手は相棒のキリトただ一人という謎なぞ多きアインクラッド流では、あらゆる秘奥義に神聖語の技名が与えられている。神聖語とは、創世の時代に三女神が公こう理り教きよう会かいの創始者に伝えたという聖なる言葉で、修剣学院の図書室にも──教官に聞いた話では四皇帝の住まう城にさえも、神聖語の辞書は存在しない。

　意味を知ることが許されているのは、神聖術の術式に用いられる単語のみ。だから、学院では真ま面じ目めな学生だったユージオも、《素因エレメント》《生成ジエネレート》といった限られた単語の意味しか解わからない。

　しかしキリトは、二年前にルーリッドの森に現れる以前の記憶を丸ごとなくしているくせに、ユージオの知らない神聖語をあれこれ知っているらしい。秘奥義の名前に使われている単語ももちろん例外ではなく、ソニックリープは、《音の速さで跳ぶ》という意味だと言っていた。音が実際にどれくらい速いのかは知らないが、名のとおり、十メル前後の遠間からとんでもない勢いで打ち込める強力な技だ。敵が距離を詰めるべく最初の一歩を踏ふみ込んだ瞬しゆん間かんに発動させれば、ほぼ確実に先が取れる。

　全身の力みを抜き、剣を右肩に載のせるように構えたユージオを見て、男の眉み間けんに新たな縦たて皺じわが刻まれた。

「見慣れねぇ構えだな、少年。……もしやお前さん、連続剣の使い手かい」

「…………！」

　ぼそりと発せられた問いを聞いた瞬間、ユージオは鋭するどく息を吸い込んでいた。

　厳げん密みつに言えば、ユージオが放とうとしたソニックリープは単発の秘奥義だ。しかし、人界に伝わる流派には存在しない技という意味では、アインクラッド流の神しん髄ずいである連続技と同じ。構え一つからそこまで見抜くとは、やはり男は只ただ者ものではない。

　しかし、たとえユージオが連続技を使えることを察したとしても、アインクラッド流の剣筋までは見切れないはずだ。男がかつて、記憶を失う前のキリトと戦ってでもいない限り。

「……僕が連続技を使えたら、何だって言うんです」

　低い声で問い返すと、男はふん、と鼻を鳴らした。

「いやな、ダークテリトリーの暗黒騎き士し連中にも連続剣を使う奴やつがいて、何度か戦ったんだけどよ。あんまりいい思い出はねぇんだよな……何せこちとら、ちょこまか器用な技はさっぱり使えねぇからな」

「……つまり、僕も正統流派の技で戦えと？」

「いやいや、連続剣だろうと何だろうと、好きなだけ使ってくれて構わんさ。その代わりってわけじゃねぇが、こっちも端はなっから奥の手を出させてもらうけどな」

　唇の片かた端はしをねじ曲げてニヤリと笑うと、男は右手でまっすぐ構えた長剣を、いっそう高々と突き上げた。

　直後、ユージオはもう一度息を詰めていた。使い込まれた灰色の刀身が、陽かげ炎ろうのように揺れたのだ。大浴場に流れる湯気のせいかと思ったが、どんなに眼めを凝こらしても、長剣それ自体が硬さを失ってしまったようにしか見えない。

　──もしかしたら、あの剣は、すでに完全支配状態なのか。

　秘ひ奥おう義ぎの構えを取ったまま、懸けん命めいに考える。

　不思議な賢けん者じやカーディナルに教わったばかりの《武装完全支配術》だが、幾度かの実戦を経て、ユージオはそれなりにこの秘術について理解を深めている。

　剣により強い力を与えるという意味では秘奥義と似ているが、完全支配術はあくまで神聖術なので詠唱を必要とする。それゆえ、一般的な神聖術と同じく、術式本体を唱となえてから『エンハンス・アーマメント』の結句で発動させるまでの間、しばらく待機状態で保持しておくこともできる。

　神聖術の発動待機状態を保っていられる時間は、術者の素質と練度に左右される。ユージオは、口を閉じて精神を集中していれば数分間なら保持できるが、ここぞという場面で驚きよう異い的な集中力を発揮するキリトは、術式を保ったまま会話してみせたこともある。

　眼前の大男の完全支配術がどのような技なのかはまだ解わからないが、発動待機状態のまま長々と話し続けただけで、相当の使い手であることは明らかだ。対するユージオは、いまから術式を詠唱する余裕はないし、それ以前に熱い湯に満たされたこの空間では、氷薔ば薇らの術も本来の力を発揮できまい。

　ならば、残された道は一つ。男が秘奥義を繰くり出す──もしくは完全支配術を発動する瞬しゆん間かんの隙すきにソニックリープを撃うち込み、勝負を決めるしかない。相手は、ユージオの攻こう撃げきが連続技だと予想しているはずで、超高速の跳ちよう躍やく攻撃に対応できるとは思えない。

　肚はらを決め、ユージオはありったけの集中力を両眼に込めて、男の全身を注視した。

　彼ひ我がの距離は約八メル。

　ノルキア流にも、その上位流派であるハイ・ノルキア流にも、この間合いから届く秘奥義は存在しない。だから、仮に立ち位置から動かずに剣を振るなら、男が口にした《奥の手》は、斬ざん撃げきの間合いを伸ばす系統の武装完全支配術だろう。それをどうにか回かい避ひして、逆ぎやく襲しゆうの一撃を決める。

　ユージオの読みどおり、男はその場に立ったまま、右腕で垂直に構えた剣をゆっくり振りかぶった。笑みが消えた口から、大浴場全体を震わせるほどの大音声が迸ほとばしった。

「整せい合ごう騎き士し長ちよう──ベルクーリ・シンセシス・ワン、参る!!」

　どこかで聞いた名だ──という思考が一いつ瞬しゆん脳裏に閃ひらめいたが、ユージオは雑念をうち捨て、敵の技を見切ることだけに集中した。

　ずしん、と重い音を轟とどろかせ、騎士長を名乗る男の左足が大理石の敷しき石いしを踏ふみ締しめた。周囲の湯気が、一気に吹き散らされる。

　恐ろしく速く、それでいながら悠然とした動きで、逞たくましい腰、胸、肩、そして腕が回転した。まっすぐ掲げられていた剣が、まず右に倒れ、次いで真横に振られていく。正統流派が伝える剣技の、究極の姿だとユージオは感じた。膨ぼう大だいな年月を費ついやした修練のみが実現し得る、無む造ぞう作さでありながら完成された動き。

　しかし、あらゆる正統剣技は、共通する弱点を持つ。《型》があまりにも堂々としすぎているがゆえに、攻こう撃げきの軌道を予測できるのだ。騎士長の剣が、白い蒸気を水平に斬きり裂き始めた時にはもう、ユージオは左前方に跳んでいた。仮に、完全支配状態の剣が何らかの攻撃力を飛ばしてきたとしても、ぎりぎりの間合いで回かい避ひできるはずだ。

　ぶんっ、と右の耳みみ許もとで空気が震えた。だが、痛みも衝しよう撃げきも訪れなかった。

　──避よけた！

　そう確信したユージオは、次の踏み込みで、秘ひ奥おう義ぎソニックリープを発動させた。

「お……おおおっ！」

　気合と同時に、剣が黄色がかった緑色の輝きを帯びる。全身が不可視の力によって加速され、ユージオは一陣の疾風となって、剣を振り終えた体勢の騎士長目掛けて突進する。

　背後では、先刻回避した剣風が、大浴場の扉に命中して大きな音を──……

　いや。

　何も聞こえない。わずかな振動すら感じない。

　騎士長が飛ばしたはずの斬ざん撃げきは、そんなに遅かったのか？　それとも、背後の扉まで届かずに消えてしまった？

　まさか。もしそうだとすれば、騎士長、つまりデュソルバートやファナティオよりも強いはずの男の武装完全支配術は、ほんの一ヶ月前に騎士になったばかりのエルドリエの完全支配術にすら劣おとっているということになる。エルドリエの《霜そう鱗りん鞭べん》の攻撃は、雷いかずちのように速く、何十メルも遠くまで届いたのだ。

　そんなことがあるはずはない。ならば、騎士長の技は、遠隔攻撃系ではなかったのか。しかし、事実、ユージオは一いつ切さい傷を受けていない。

　これでは、男がやったことは、ただの素振りではないか。修剣学院の試験で生徒が行うのと何ら変わらない、型の表演。

　──僕を、からかっているのか。

　──それとも、学校に通っている子供なら、素振りひとつで恐れ入って退散するとでも。

　そう感じた瞬しゆん間かん、頭の芯しんがかあっと熱くなった。

　そのせいで、気付くのが遅れた。

　秘ひ奥おう義ぎの光を引きながら突進するユージオの前方、剣を振り切ったままの男のすぐ手前に、何かがある。空中を一直線に横切る、透明な揺らぎ。斬ざん撃げきを開始する直前に、男の剣を包んでいた陽かげ炎ろうのような。

　──あの位置は……さっき、あいつの素振りが斬きり裂いた……。

　背中に、深い悪お寒かんが走った。反射的に突進を中止しようとしたものの、いったん発動してしまった秘奥義は、そう簡単には止まらない。剣を引き、右足で床を擦こするが、わずかに速度が落ちただけで──。

　直後、ユージオの体が、空中に留とどまる陽炎に重なった。
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　灼しやく熱ねつの衝しよう撃げきが、左胸から右脇わきへと抜けた。ユージオは、突風に煽あおられたボロ切れの如ごとく吹き飛ばされ、何回転もしながら宙を舞まった。胸に刻まれた深い傷口から、大量の血液が螺ら旋せんを描いて流れた。

　背中から落下したのは、通路左側の浴槽の中だった。高々と水柱が立ち、それが収まるやいなや、周囲の湯が真っ赤に染まる。

「ぐ……はっ……！」

　喉のどの奥に入り込んだ湯を吐き出すと、その飛ひ沫まつにも赤が混じっている。傷の一部は肺にまで達したようだ。もし、陽かげ炎ろうにぶつかる直前にわずかながら勢いを殺していなければ、体が両断されていてもおかしくなかった。

「システム……コール。ジェネレート……ルミナス・エレメント……」

　浴よく槽そうに体を浮かべたまま、切れ切れに治ち癒ゆ術じゆつを唱となえる。幸い、周りには大量の温水がある。冷水に比べれば、ずっと大量の神聖力を蓄たくわえているはずだ。とは言え、ユージオの技量では、これほどの深手を短時間の施せ術じゆつで完治させることは不可能だが。

　どうにか血止めには成功し、ふらつきながら体を起こしたユージオを、通路に立つ騎き士し長ちようが悠然と見下ろした。すでに剣を左腰の鞘さやに収め、右腕を着物の懐ふところに差し込んでいる。

「いまのはちっと危なかったな、まさかあんな勢いで突っ込んでくるとは思わなかったからよ。悪ぃな、殺しちまうとこだった」

　この期ごに及んでも真剣味に欠ける台詞せりふだったが、もはや反発する余裕もなく、ユージオは痛む肺から掠かすれ声を絞り出した。

「い……いまの技は……いったい……」

「だから言ったろう、奥の手を使うってな。オレはただ素振りで空気を斬きったわけじゃねえぜ。言わば……ちょいと先の、未来を斬ったのよ」

　騎士長の言葉が、頭の中で具体的な意味を持つまでに少しの時間がかかった。熱い湯の中で、まるでそこだけに氷を押し付けられているかのような傷口の疼うずきが、思考を妨さまたげる。

　──未来を……斬る、だって？

　現象としては、確かにそう言える。

　ユージオがソニックリープを発動させたのは、間違いなく騎士長が剣を振り抜いた後のことだった。しかし、斬ざん撃げきの軌跡に触れた途と端たん、過去から剣が襲おそってきたとでもいうかのように、ユージオの体は深い傷を受けた。

　いや──。より正確に表現するならば、剣によって発生した斬撃の威力そのものが、空中に留とどまっていたと言うべきだろうか。吹き飛ばされる直前、ユージオは確かに、空中にゆらゆらと揺れる陽炎のようなものを見た。

　剣による攻撃を命中させるためには、《正しい場所》を《正しい瞬しゆん間かん》に斬らねばならない。場所と時間のどちらがずれても、剣は敵に当たらない。

　恐らく、騎士長の武装完全支配術は、その二つの条件のうち、時間のほうを拡張するのだ。剣を振り終えた後も、その軌跡に威力が残留する。言い換えれば──未来にその場所に存在するであろう敵を、斬る。

　これまで戦ってきた騎士たちの操あやつる武装完全支配術の中では、外見的には最も地味だが、しかしこれは恐るべき力だ。あの剣が通り過ぎた場所が全すべて、致命的な空間へと変質してしまうのである。その《広さ》は、同じく斬撃の持続時間を拡張していく連続剣技を遥はるかに上回る。剣と剣による接近戦など、とても挑いどめない。

　──ならば、遠距離戦か。

　騎き士し長ちようの完全支配術は、時間は拡張できても斬ざん撃げきの間合いまでは延ばせない。対して、ユージオの完全支配術が発生させる《氷の蔓つる》の射程は三十メルを超える。

　問題は、膨ぼう大だいな温水が存在するこの場所で、青あお薔ば薇らの剣が本来の性能を発揮できるかということだ。少なくとも、発動から効果が発生するまでに、多少の遅延を覚悟しなくてはならないだろう。つまり、たとえ氷薔薇の術の性質を看破されても、射程外に脱出できない距離にまで敵を引き込む必要がある。

　困こん難なんだが、しかし、やるしかない。

　いちかばちかの勝負に出る覚悟を決め、ユージオは左手で胸に触れてみた。びりっと鋭するどい痛みが走るが、もうしばらく動いても傷口は開くまい。もちろん完治には程遠く、天命は三割以上も減少しているだろうが、まだ立てるし、剣だって振れる。

「システム・コール」

　浴場の四よ隅すみに設もうけられた吐と水すい口こうから轟とどろく水音に声を紛まぎれさせ、ユージオは術式詠唱を開始した。騎士長ほどの使い手がそれを見過ごすはずはないが、詠唱を妨害するどころか、あえてユージオに時間を与えようとするかの如ごとく、通路上で腕組みをしたままのんびりした口調で喋しやべり続ける。

「オレが初めて暗黒騎士の連続剣を見たのは、整合騎士の任に就ついて間もない頃ころでなぁ。最初は、そりゃあぐうの音ねも出ねえほどやられたもんさ。ほうほうの体ていで逃げ帰ってから、なんで負けたのか、出来の悪い頭でずいぶんと考えたよ」

　騎士長がぐいっと指先で擦こすった顎あごの傷きず痕あとは、その時のものなのだろうか。

「まあ、解わかってみりゃあ難むずかしい話じゃなかったけどな。要は、オレの体に染み付いた剣術が、ただひたすら一撃の威力を追求したモンなのに対して、連続剣てのは如い何かにして敵の打ち込みを捌さばき、自分の攻撃を当てるかを突き詰めたモンなんだっつうことだな。どっちがより実戦的なのかは言うまでもねえ。どれほど強烈な打ち込みだろうと、当たらなきゃあチョイとそよ風が吹いたようなもんだしよ……」

　ひん曲げた唇の端はしから、ふん、と短く息を吐き出す。

「──しかしそいつが解ったところで、すぐさま連続剣の修行を始められるほど、オレは器用じゃねえんでなぁ。まったく、最高司祭どのも、整合騎士を召喚なさるならもうちっと融ゆう通ずうの利きくヤツにしとけばいいのによ」

　その言葉に、詠唱を続けながらもユージオは眉まゆを寄せた。

　騎士長を名乗るこの男も、やはり整合騎士となる以前の記憶は消されているのだ。しかし、仮に当人が忘れようとも、これほどの剛剣の使い手を世の人々が一人残らず忘れてしまうなどということが有り得るだろうか。ユージオ自身、先刻の堂々たる名乗りを聞いた時から、頭の隅すみに何かが引っかかるようなもどかしさを感じている。

　ベルクーリ・シンセシス・ワン。確か、男はそう名乗った。

　間違いなく、どこかで見聞きした名だ。四帝国統一大会の優勝者か、あるいは、帝国騎き士し団だんの将軍の誰だれかか。

　まじまじと顔を眺めるユージオの視線も、小声で紡つむがれる術式もまるで気にしていない様子で、騎士長は飄ひよう々ひようと語り続ける。

「そんなわけで、足りねえ頭を捻ひねって、どうすりゃあオレの剣が敵に当たるかを考え抜いてな。出した答えが、コイツだよ」

　全体が鋼はがね色の無骨な剣を、鞘さやの中でかしゃりと鳴らす。

「この剣はもともと、セントラル・カセドラルの壁かべに据え付けられてた、《時計》っつう神器の一部だったのさ。いまじゃ、同じ場所にある《時告げの鐘かね》が音で時間を知らせてるけどよ、大昔はその時計ってヤツが、丸く並べた数字をでっけえ針で指してたんだぜ。なんでも、世界が生まれた時から存在したっつう代しろ物ものでよ……最高司祭どのは、《システム・クロック》……とか妙な呼び方をしてたっけなあ」

　神聖語ではあろうが、ユージオには聞き覚えのない言葉だった。それは、汎はん用よう語ごだと思われる《時計》のほうも同じだ。騎士長ベルクーリは、遥はるかな過去を覗のぞくかのように眼めを細め、再び口を動かした。

「司祭どのいわく、『時計は時を示すに非あらず、時を創つくるのだ』……ってな。意味はまるで解わからなかったけどな。ともかく、その時計の針を剣に鍛きたえ直したのがコイツってわけだ。アリスの嬢じようちゃんの《金きん木もく犀せいの剣》が、空間っつう横方向の広がりをぶった斬ぎるのに対して、こいつは時間っつう縦たて方向を貫つらぬくのよ。銘は《時じ穿せん剣けん》……時を穿うがつ剣だ」

　時計なる道具の姿を具体的に思い描くことは難むずかしかったが、騎士長の言わんとするところはユージオにもどうにか理解できた。やはり、剣を振った瞬しゆん間かんに発生した威力を、時間を貫いて保つ能力を持っているらしい。それが可能ならば、アインクラッド流のように、斬ざん撃げきを幾つも繫つなげる必要はまったくない。連続技がなぜ連続するのかと言えば、それは取りも直さず、斬撃の時間的な幅を広げるために他ほかならないからだ。ベルクーリの時穿剣が、単発技の攻撃力と、連続技の命中力を両立させるならば、その剣技はもはや無敵だ。間合いの内に於おいては、ではあるが。

　いみじくもベルクーリ本人が口にしたように、対抗する手段はただひとつ。時間ではなく、空間の広さで勝負するしかない。

　と、ユージオが考えたのと同時に、騎士長はニヤリと笑った。

「となりゃあ遠距離から攻める手だ、と考えるんだな。オレの技を見た奴やつは、みんな」

　いきなり思考を読まれ、ぎくりとするが、いまさら詠唱を止めることはできない。ユージオが遠距離攻撃を仕掛けるところまでは予想できても、技の性質を知る術すべはないはずだ。そんなユージオの内心を知ってか知らずか、騎き士し長ちようは軽く肩をすくめる。

「ファナティオやアリスを含めて、オレの後に召喚された整合騎士が遠距離型の完全支配術を選ぶ傾向があるのは、オレの技を見ちまったせい……ってのもなくはねえだろうなぁ。あいつらは、あれでなかなか負けず嫌ぎらいだからよ。しかし言っとくが、オレは連中との立ち合いで負けたことはいっぺんもねえぜ。もしオレに勝ったら、その時からそいつが騎士長だって言ってあるしな。ま、アリスの嬢じようちゃんにはいつかやられるかもしんねえけどな。ともかく、オレも楽しみなのさ。連中を片かたっ端ぱしから退しりぞけてきたお前さんの技が、どんな代しろ物ものなのかよ」

「……余裕、ですね」

　数秒前に術式本体を唱となえ終わっていたユージオは、無意識のうちにそう呟つぶやいてしまった。しかし精神が張り詰めているからか、待機状態の完全支配術は破棄されることなくユージオの裡うちに留とどまっている。

　どうやら、ベルクーリが長ちよう広こう舌ぜつを揮ふるっていたのは、本当に完全支配術を詠唱する時間をユージオに与えるためだったらしい。どのような技であろうとも、初見で打ち破れるという確信があるのだろう。

　そして、悔しいことではあるが、たとえ氷薔ば薇らの術がベルクーリを捉とらえても、そのまま天命を削り切れるという確信はまるでなかった。もともと、敵の動きを止めるという目的に特化した術なのだ。いや、それすらも、あの男相手に完全には成功するまい。自由を奪えたとしても恐らく数秒。その時間をどう使うか、それが戦いの行ゆく方えを決める。

　全身から水滴をしたたらせながら、ユージオは浴よく槽そうから立ち上がった。三段しかない大理石の縁ふちを上るだけで、胸の傷がずきんずきんと疼うずく。次に同じ攻こう撃げきを喰くらえば、治ち療りようする力すら残らないだろう。

「ふっふ、来るかよ、少年。言っとくが、次は手加減しねぇぜ」

　着物の帯に差した時じ穿せん剣けんの、鋼鉄製の柄つかをぐっと握って騎士長は太く笑った。

　二十メル離れた通路上で、ユージオも青薔薇の剣を正面に構えた。待機状態の刀身は早くも薄うすい氷をまとい、周囲に漂ただよう湯気をきらきら光る氷の塵ちりへと変えていく。

　キリトなら、ここで何か言い返してみせるのだろうが、口はからからに渇き切って、とても滑なめらかに動きそうにはなかった。大きく息を吸い込み、武装完全支配術の結句を、ユージオは慎重に呟つぶやいた。

「エンハンス……アーマメント」

　びゅうっ！　と足元から冷気が渦巻き、四方へ吹き荒れた。ユージオは、逆手に持ち替えた愛剣を、思い切り床石へと突き立てた。

　大理石の滑らかな表面を濡ぬらしていた水分が、一いつ瞬しゆんにして鏡のように凍りつく。ばしばしと生木のひび割れるような音を立てながら、氷の帯は前方に立つベルクーリ目掛けて突き進んでいく。

　通路の幅は五メル程度なのに対して、青あお薔ば薇らの剣が生み出す氷結波は十メル近い幅がある。左右の浴槽を満たす温水の表面にも氷の膜が広がるが、やはり熱気のせいか勢いが鈍にぶい。しかし、この期ごに及んで言い訳などできない。

　あらん限りの想念を右手に集中し、ユージオはひときわ強く剣を握り締しめた。硬質の咆ほう哮こうを迸ほとばしらせ、凍りついた床から、薔薇の蔓つるではなく鋭するどい棘とげが無数に伸び上がる。

　それらはたちまち太い氷柱と化し、通路いっぱいに鋭えい利りな切きっ先さきを煌きらめかせながら、床上を滑すべるようにベルクーリへと殺到した。しかし騎き士し長ちようは口くち許もとを少し引き締めただけで、その場に腰を落としたまま動こうとしない。左右の浴よく槽そうに逃れる気は毛頭ないらしい。

　堅けん牢ろうなる砦とりでにも似た立ち姿を見て、ユージオは腹を括くくった。捨て身で挑いどまねば、絶対に倒せない相手だ。

　床から青薔薇の剣を抜き、氷の槍やり衾ぶすまを追って走り始める。狙ねらうは、ベルクーリが、数十本の槍を迎げい撃げきする時にできるであろう一いつ瞬しゆんの隙すき。

　疾しつ駆くするユージオの姿も当然見えているだろうが、騎士長に動揺の気配は微み塵じんもなかった。左右に広く足を開き、左腰に構えた剣にぐうっと力を溜ためる。

「ぬうんっ!!」

　太い気合に乗せた、剛猛なる一ひと薙なぎ。槍衾はまだ間合いに届いておらず、刃やいばは何もない空中を横切っただけだが、時じ穿せん剣けんは未来を斬きる。

　半秒後、がしゃああんっ!!　という甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げて、無数の氷柱が同時に砕け散った。直前にベルクーリが置いた斬ざん撃げきをすり抜けられた槍は一本もない。騎士長は憎らしいほどの余裕を持って剣を上段に戻し、ユージオの追撃に備そなえた。

　しかし、ユージオもとうとう自分の間合いに敵を捉とらえ、右手の得物を高々と振りかぶった。周囲に幾いく重えにも浮遊する微細な氷片に天井からの光が反射し、視界を霞かすませるが、それは敵も同じことだ。

「せああっ!!」

「おうっ!!」

　二つの気合が同時に響ひびいた。

　ユージオの剣が描く水色の軌跡を、ベルクーリの剣が描く鈍にび色いろの軌跡が迎え撃うつ。

　次の瞬間。

　かしゃーん！　と儚はかない悲鳴を放って、ユージオの握った剣が砕け散った。

　ベルクーリの両眼めがわずかに見開かれた。手て応ごたえのなさに驚きよう愕がくしたのだろう。ユージオの右手にも、剣が破砕するときの衝しよう撃げきはほとんど伝わらなかった。

　それも当然だ。ユージオは、突進を開始する直前、握った青薔薇の剣を右に投げ捨て、代わりに氷柱の一本を折り取って剣の代わりにしていたのだ。

　ベルクーリの上段斬りは、ユージオの剣を弾はじくための一撃だった。もし剣が氷でなければ、力負けして後方に押し戻されていただろう。しかし、右手に握った氷柱はまったく抵抗なく砕け、ユージオは突進の勢いを保ったまま、敵の剣をかいくぐって懐ふところに飛び込んだ。

「おおおっ！」

　再びの気勢とともに体を反転させ、左肩からの体当たりを騎き士し長ちようの腹にぶちかます。アインクラッド流《体術》、メテオブレイクという秘ひ奥おう義ぎだ。技名の意味は《打ち砕く流星》。剣がないので完全には発動しなかったが、予想外の空振りで重心が乱れていたベルクーリの巨きよ軀くがわずかに浮き上がる。

　本来ならこの後に右水平斬ぎりが続くが、代わりにユージオは両腕を広げ、騎士長の腰に組み付いた。

「ぬおっ……」

　さしもの偉い丈じよう夫ふも、二段構えで体勢を崩くずされ、大きく上体を泳がせた。これが最初で最後の機だ。

「うおおおおっ!!」

　傷の痛みを雄お叫たけびでかき消し、ユージオは全身の力を振り絞って、騎士長もろとも右の浴よく槽そうへと体を投げ出した。ベルクーリは左足を踏ふん張って堪こらえようとしたが、凍りついた床の上で素足が滑すべった。体が宙に浮く感覚に続いて、着水の衝しよう撃げきが胸の傷に響ひびいた。

　しかしそんなものは、全身を包み込む、目も眩くらむような冷気に比べたら些さ細さいなものだった。

「なんだっ……!?」

　ユージオに組み付かれたまま、ベルクーリが三度目の驚きよう声せいを漏もらした。つい数分前までは茹ゆだるように熱かった浴よく槽そうの湯が、いつのまにか凍る寸前の冷水に変わっていたのだ。それは驚おどろくだろう。

　立ち上がろうとする巨漢を左手で押さえ込みながら、ユージオは右手で浴槽の底を探さぐった。確か、この辺に投げたはず──。

　緻ち密みつな目算と、もう半分は運に助けられ、指先が馴な染じんだ愛剣の柄つかに触れた。

　直後、ユージオを力ちから任まかせに振り解ほどいたベルクーリが立ち上がろうとした。

　それよりほんの一いつ瞬しゆん先んじて、ユージオは青あお薔ば薇らの剣を浴槽の底へと突き立て、叫んだ。

「凍……れええええっ!!」

　ここが、勝負の分かれ目だ。

　青薔薇の剣によって冷やされたのは、巨大な浴槽を満たす湯のほんの一部に過ぎない。周囲には、まだまだ大量の温水が存在する。それを全すべて凍らせようとすれば、十人の神聖術師が同時に凍とう素そを生成し続けても何十分とかかるだろう。だが、やるしかない。

　武装完全支配術は、剣の記憶を解放することで、本来有り得ない超攻撃力を呼び覚ます術。

　そう言ったのは、不思議な賢けん者じやカーディナルだ。彼女は、青薔薇の剣と黒い剣の完全支配術を組み上げるため、ユージオとキリトにそれぞれの剣の記憶を辿たどらせた。

　ユージオの持つ神器、青あお薔ば薇らの剣はもともと、北の山脈でいちばん高い山の頂いただきに鎮ちん座ざする氷の塊かたまりだった。そこは真夏でも寒く、氷は一年中溶けることはなかったが、同時にどんな生き物も近づけなかった。永久氷塊は何十年ものあいだ、孤独な時を過ごした。

　しかしある年の春、山脈を越えて吹く風が、永久氷塊のすぐ近くに小さな種を落とした。氷は毎日少しずつ我が身を溶かし、作ったわずかな水を滴したたらせて種を潤うるおした。やがて種は芽吹き、極ごつ寒かんの冷気に耐たえてつぼみを膨ふくらませ、夏の訪れと同時にささやかな、しかし美しい花を咲かせた。それは、北辺の空よりも青い、一輪の薔薇だった。

　とうとう友達ができたことに喜んだ永久氷塊は、毎日毎日、薔薇と語り合った。しかし秋も過ぎ去ろうとしたある日、青薔薇は言った。冬の寒さに、僕は耐えられない。だから、もうすぐお別れだ、と。

　氷は嘆なげいた。初めての友達を失う悲しみに泣き濡ぬれ、身を細らせた。そんな氷を見て、青薔薇は再び言った。醜みにくく枯かれ果てる前に、僕を君の中に閉じ込めてくれないか。そうすれば、命がなくなっても、姿は永遠に残る。

　永久氷塊は、青薔薇の願いを叶かなえた。自分の涙が作った水たまりの中を懸けん命めいに移動し、青薔薇に寄り添うと、祈った。凍れ、凍れ、永遠に凍れ、と。その祈りはあまりにも強く、氷の心さえ凍らせてしまうほどだった。

　氷の中で青薔薇が息絶えた時、氷自身も二度と話したり、考えたりすることはできなくなっていた。極寒の山頂には、たくさんの涙を流したせいで剣のように細長くなってしまった氷と、その中に閉じ込められた一輪の青薔薇だけが残された。

　それは、大図書室でユージオが見た夢だったのかもしれない。荒削りな形をした氷がどうやって本物の剣に変わり、山頂から地下の洞どう窟くつへと移動して白竜に守られるようになったのかはまったく解わからないし、そもそも単なる氷の塊や薔薇の花に心が宿るなどということがあるとは思えない。

　しかし、仮に夢だったとしても、ユージオの中には氷の祈りがありありと残っている。悲しみも、苦しみも、命や時間さえも、全すべて凍れ──という。

　……僕に力を貸してくれ、青薔薇の剣！

　強く念じたその瞬しゆん間かん、ユージオの口から、新たな叫びが迸ほとばしった。

「──リリース……リコレクション!!」

　武装完全支配術の、第二段階。剣に眠る力の全てを解き放つ、《記憶解放》を命じる式句。カーディナルは、ユージオたちにはまだまだ使えないと言っていたが、しかしいまなら──いまだけは。

　右手の中の剣が、激はげしく震えた。

　直後、無数の硝子ガラスが同時に砕けたかのような硬質の衝しよう撃げき音おんが、大浴場いっぱいに響ひびき渡った。ユージオの右手を中心に、青白い光の環わが高速で広がっていく。それに触れた温水は、波紋の形を残したまま瞬しゆん時じに凍り付く。

　広大な浴よく槽そう全体が真っ白く氷結するのに、わずか数秒しかかからなかった。まったく動けなくなってしまった全身を包む凄すさまじい冷たさに、ユージオは喘あえいだ。真冬のルーリッドの森に裸で立っても、これほどの寒さは感じまい。眼めを閉じれば、肌に触れているのが氷なのか、灼やけた鉄なのか解わからないほどだ。

　睫まつ毛げに白くこびりつく霜しもを払いたかったが、左手は浴槽深くでベルクーリを押さえ、右手は青あお薔ば薇らの剣を逆手に握った状態で、それぞれがっちりと固定されている。やむなく懸けん命めいに瞬まばたきして氷の結晶を振り落とし、濃のう密みつな靄もやを透かしてユージオは敵の様子を確かめた。

　騎き士し長ちようベルクーリは、首の半なかばまでが氷中に没していた。直前に体を起こそうとしたせいで、左手も、時じ穿せん剣けんを握っているはずの右手も、浴槽の底近くに沈んでいる。これなら、ユージオと同様にもう動けまい。

　眉まゆや髭ひげから垂たれ下がる小さな氷柱をぱりぱりと鳴らしながら、騎士長は低く唸うなった。

「よもや、敵を前にして剣を放り捨てる剣士がいようとはな……。お前さんが編み出した戦い方か？」

「……いえ。相棒が教えてくれたんです。戦場に存在するあらゆる物が、武器とも罠わなともなり得る、って」

　寒さの余り強こわ張ばった口で、ユージオはどうにか答えた。ベルクーリはしばし眼と口を閉じ、何事か考えていたが、やがてにやりと太い笑みを浮かべた。口くち許もとから、氷の破片がぱらぱらと落ちる。

「ふん、なるほどな。地の利ってやつか……。ま、一本取られたことは認めてやるが、このまま負けてやるわけにゃいかねえな」

　すう、と息を吸い、溜ためる。

　この状況で何をするつもりか、とユージオは緊きん張ちようした。万が一、神聖術の詠唱を始めたら、即座にこちらも対抗術の準備をする必要がある。

　かっ、とベルクーリの薄うす青あおい双そう眸ぼうが見開かれた。獣けものの如ごとく剝むき出した歯の間から、裂れつ帛ぱくの気合が迸ほとばしった。

「ぬううううんっ!!」

　たちまち、騎士長の額ひたいに太い血管が何本も浮かび上がる。わずかに露ろ出しゆつした首元にも幾筋もの筋肉の束たばが浮き上がり、肌が真っ赤に染まる。

「な……」

　これにはユージオも驚おどろきの声を漏もらすしかなかった。ベルクーリは、筋力だけで無理矢理に分厚い氷を割り砕こうというのだ。

　そんなことができるはずがない。体が自由で、充分な空間があったとしても、これほどの厚さを持つ氷の塊かたまりを素手で砕くのは困こん難なんだろう。ましてや、騎士長は現在、全身を毛一筋の隙すき間まもなく固定されているのだ。

　食い縛しばられた白い歯が、ぎりりっ、と鋼はがねが軋きしむような音を立てる。水色の瞳ひとみが、まるで自みずから発光するかの如ごとく、苛か烈れつな輝きを帯びる。

　氷点下の冷気に包まれているのに、それを上回る寒気がユージオの背筋を撫なでた。

　直後、ぴしりという、かすかだが決定的な音が響ひびいた。

　二人の間の氷に、一筋の亀裂が生まれる。そこから分岐してもう一筋。続けて、もうひとつ。

　眼前の偉い丈じよう夫ふがただの人間ではないことを、ユージオは改めて認識させられる思いだった。四帝国じゅうの剣士から選りすぐった猛も者さの集団である整せい合ごう騎き士しの、更に頂点に立つ──つまりは人界に於おける最強の男。恐らく百年、二百年という時を戦場の中で過ごしてきた、生ける伝説。

　そんな相手との戦いには、一いつ瞬しゆんの油断さえも許されない。もとよりユージオも、敵と自分を氷漬けにしただけで戦せん闘とうが終わると思っていたわけではなかった。真の狙ねらいはここから先──強制的な、天命の削り合いに持ち込むことだ。

　いまだ記憶解放状態にある愛剣の柄つかを、氷の下で強く握り、ユージオは意識を集中した。

　ユージオの見た記憶が本当のことなら、青あお薔ば薇らの剣は、キリトの黒い剣や騎士長の時じ穿せん剣けん、ファナティオの天てん穿せん剣けんとは少し違う出しゆつ自じを持っている。それは、剣の源みなもととなっている存在が二つあるということだ。永久氷塊と、その中に閉じ込められた一輪の薔薇。

　氷塊の力は、万物を凍らせること。そして薔薇の力は──命を咲かせること。

「咲け──青薔薇!!」

　ユージオの絶叫に呼応して、無数の《蕾つぼみ》が氷の表面に生まれた。それらは回転しながらほころび、剃刀かみそりの如く薄うすく透き通った蒼あおい花弁を広げていく。

　一輪の薔薇が、鈴に似た音を響かせながら咲いたのに続いて、無数の──数百にも及ぶ薔薇の花が次々に満開となった。途方もなく美しく、しかし冷酷な光景。なぜなら、これらの膨ぼう大だいな薔薇たちは、ユージオとベルクーリの天命を吸って咲き誇っているのだから。

　四し肢しから力が抜け、視界さえも薄暗くなっていく。もはや冷たさはおろか、肌に触れる氷の硬ささえも感じられない。ただただ、痺しびれるような無感覚が全身を包む。

　さしものベルクーリも、いまにも氷の獄ごくを砕こうとしていた膂りよ力りよくを根こそぎ奪われたのだろう、赤熱していた肌がみるみる白く血の気を失っていく。剛ごう毅きな容よう貌ぼうから、この戦いで初めて余裕が消える。

「小僧……てめぇ、まさか端はなっから、相討ち狙い……だったのかよ」

「勘かん違ちがい……しないで、ください」

　重みを増す瞼まぶたを懸けん命めいに持ち上げ、ユージオは掠かすれた声を絞り出した。

「僕が、あなたに勝まさっているかもしれない、唯一の要素……。それは……天命の、総量です。ファナティオさんは、僕の相棒とほぼ同じ傷を負い、同じ時に倒れた……つまり、老いて死ぬことのない整せい合ごう騎き士しといえども、天命の量そのものは僕らと変わらない……ということなんでしょう……？」

　口を動かす間にも、幾いく重えにも咲き誇る氷の薔ば薇らたちからは、きらきらと輝く光の粒が流れ出ている。少し前から、湯の流れ落ちる轟ごう音おんが聞こえなくなっているのは、吐と水すい口こうすらも凍りついた証あかしだろう。

　いつしかベルクーリもユージオも、顔の中心だけを残して分厚い氷に覆おおわれている。ステイシアの窓を開けば、恐るべき速さで減少する天命値を確認できるはずだ。急きゆう激げきに高まる眠気に抗あらがいながら、ユージオは懸けん命めいに言葉を続ける。

「……外見からして、あなたが整合騎士になったのは、四十歳を越えてからでしょう……当然、天命の最大値も減っている。対して、僕の天命値はいまが最大に近い……たとえ一ひと太た刀ち受けていても、総量ならまだ僕のほうが多いはず。それに賭かけたんです」

　ユージオがそう言い終わるか終わらないうちに、ベルクーリの両眼めが、かっと見開かれた。顔全体が激はげしく歪ゆがみ、額ひたいと鼻筋から下がっていた氷柱がいっせいに砕ける。

「手て前めェ……いま、何て言った」

　意識を保ち続けるのも困こん難なんな状況のはずなのに、騎士長の瞳ひとみには強烈な光が浮かんでいた。

「整合騎士になった……だと……？　まるで、オレたちの、前世を知ってるみてえな口を叩たたくじゃねえか」
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　ユージオは、一度瞬まばたきしてから、残された力の全すべてをかき集めて答えた。

「僕は……あなたたちの、そういうところが許せないんだ」

　腹の底から湧わき上がってくる強い感情が、一いつ瞬しゆんにせよ全身の虚脱感を忘れさせる。

「自分が何者なのかも忘れ……剣を捧げた公こう理り教きよう会かいの、真の姿も知らずに……自分たちだけが正義の、法の守しゆ護ご者しやだという顔をする。……あなたは、最高司祭が天界から召喚した神の騎士なんかじゃない。母親から生まれて、ベルクーリっていう名前を与えられた、僕と同じ人間なんだ！」

　そう叫んだ、まさにその瞬間──。

　ユージオは、眼前の豪傑が《誰だれ》なのかを、ついに思い出した。

　驚きよう愕がくのあまり、短く喘あえいでしまう。ベルクーリ……それは、幼い頃ころに祖父から聞かされた、昔話の登場人物の名だ。三百年前にルーリッドの村を拓ひらき、初代の衛えい士し長ちようとなった名剣士。果ての山脈の洞どう窟くつを探検しに行き、眠る白竜の傍そばから宝剣……いまユージオの右手に握られている青あお薔ば薇らの剣を盗み出そうとした豪傑。

　初代ベルクーリと同名の子孫なのか、と一瞬考えてからすぐに否定する。天命の自然減少を凍結された整合騎士は、老いるということがない。つまり、当人なのだ。子供の頃には大好きだった……そしてアリスが連れ去られてしまった夏を境に思い出しさえしなくなったおとぎ話、『ベルクーリと北の白い竜』の主人公が、いまユージオの目の前にいる。ルーリッド時代の記憶を失い、整合騎士となって。

　刹せつ那なの、しかし甚じん大だいな衝しよう撃げきからどうにか立ち直り、ユージオは途切れ途切れに言った。

「……ベルクーリ。あなたは……僕の剣に、見覚えがあるはずです」

　いまや持てる力の全てを解放している青薔薇の剣は、氷の表面から十センほど奥で、冴さえ冴ざえとした冷光を放ち続けている。

　整合騎士の長、そして三百年前のおとぎ話の主人公は、ちらりと視線を氷の底へと落とした。逞たくましい顎あごが強こわ張ばり、食い縛しばられた歯の間から掠かすれた声が押し出される。しかし、ベルクーリの言葉は、ユージオの想像を裏切るものだった。

「……確かに……どこかで……。──あれか……あの時……」

　一度閉じた瞼まぶたをゆっくりと持ち上げ、騎士長は言った。

「──北辺の守護竜を殺した時、巣の中に、それとよく似た剣が……」

　再びの驚愕に襲おそわれ、全身を凍り付かせるような冷気をも一瞬忘れて口走る。

「殺した……だって……？」

　脳裏に、八年前、アリスと一緒に北の洞窟を探検した時の光景が甦よみがえった。

　洞窟中心部の広間に積み重なっていた、無数の巨大な骨。それらには、鋭するどい傷が縦じゆう横おうに刻まれていた。獣けものの牙きばや爪つめではなく、人の振るう剣によってつけられた傷だった。

「あの、竜の骨……。あれは、あなたがしたことなんですか……？　あなたは……自分の物語に出てくる竜を……殺してしまったんですか……？」

　全身は凍え切っているのに、熱く胸にこみ上げてくる感情を押し殺せず、ユージオは激はげしくかぶりを振った。両眼めにも、じわりと滲にじむものがあった。

「本当に、忘れてしまったんですか……何もかも……。ベルクーリ、あなたは、僕が生まれたルーリッドっていう村では、年寄りも子供も、誰だれだって知ってる英雄なんです。央都から北辺まで長く辛つらい旅をして、荒れ地に村を拓ひらいた、僕らのご先祖様なんだ。最高司祭は、そんなあなたを拉ら致ちし、記憶を封じて最初の整せい合ごう騎き士しに仕立てた。あなただけじゃない、ファナティオさんも、エルドリエさんも、アリスだって……みんなそうなんだ。みんな、整合騎士にされてしまう前は、僕らと同じ……人間だったんだ……」

「記憶……を、封じた、だと……」

　これまでの戦いの間は小揺るぎもしなかったベルクーリの両眼が、どこか遠くを見通そうとするかのように焦点を曖あい昧まいにした。力の抜けた口くち許もとから、ほとんど聞き取れないほどかすかな声が流れた。

「…………お前さんの話を、簡単に、信じてやるわけにはいかねぇ……。だが……オレも、自分が、天界から召喚された、神サンの騎士だっつう話には……長いこと、吞のみ込めねぇもんを……感じて、いたんだ……」

　いつの間にか、ベルクーリの体からは完全に力が抜け切っていた。剛ごう毅きな容よう貌ぼうを、再び霜しもが厚く覆おおっていく。ユージオの頰ほおに流れた涙もあっという間に凍り付き、顔を包んでいく氷の膜に吞まれて消える。

　幼い頃ころから何度も聞かされた、ベルクーリと白い竜のおとぎ話。その主役たる英雄が、もう一方の主人公である竜を斬きり殺していたという事実は、ユージオに言いようのない喪失感と無力感をもたらした。

　最高司祭アドミニストレータの力は、想像を遥はるかに上回っている。どんなに偉大な剣士だろうと容易たやすく操あやつり、忠実な騎士に変えてしまうのだから。もとより、たった二人の修剣士だけでどうこうできる存在ではなかったのかもしれない。最高司祭も……公こう理り教きよう会かいも。

　無数の氷薔ば薇らに吸い取られている自分の天命が残りわずかであることを、ユージオは頭の片かた隅すみで感じた。ベルクーリも同様だろう。霜の奥で半眼に閉じられた青灰色の瞳ひとみからは、光がほとんど消えつつある。

　──相討ち、なのか。

　そう考えた途と端たん、ここで倒れるわけにはいかないという気持ちが、胸の奥でささやかな火花となって瞬またたいた。だが、もう指一本すら動かせない。氷の下で、青薔薇の剣を握る右手から、ゆっくりと力が失せていく……。

　その時だった。

「ホッホォォォー、これは絶景、絶景」

　鉄皿をフォークで力任せに引っ搔かくような、耳みみ障ざわりな声が大浴場いっぱいに響ひびいた。

　ユージオが霞かすむ目を動かすと、奇妙なかたちの影かげが、通路をゆらゆらと近づいてくるのが見えた。

　人なのだろうが、やけに丸っこい。真ん丸く膨ふくらんだ胴体に、冗談のように短い手足がついている。首はまったく存在せず、肩に直接、これまた丸い頭がころんと乗っている。まるで、冬に子供が作る雪人形のようだ。

　しかし、着ている服は目が痛くなるような極ごく彩さい色しきだった。右側が真っ赤、左側が真っ青な光こう沢たくのある衣装をまとい、ぱんぱんに膨れた腹に金色のボタンがかろうじて留まっている。ズボンも同じく左右で違う色、ご丁てい寧ねいに靴まで同じだ。

　丸い頭には毛の一本もなく、つるりとした天てつ辺ぺんに金色の角張った帽子が載のっている。大図書室の賢けん者じやカーディナルの帽子と形は似ているが、悪趣味さは遥はるかに上だ。それを含めても、身長は一メルと少ししかあるまい。

　夏げ至し祭に、セントリア六区の広場で色々な曲芸を披ひ露ろうする旅芸人の一座にも、同じような格好をした道化の玉乗りがいた。しかし、そんな心和なごむ存在ではまったくないことは、小男の顔つきからして明らかだった。

　年齢はどうにも推おし量はかれない。肌は異様に白く、丸い鼻、弛たるんだ頰ほお、やけに紅あかい唇が左右に大きくニタリと裂けている。眼めは半月形に細長く、まるで笑っているかのように上向きの弧を描いているが、その隙すき間まから覗のぞく眼光は異様に冷たい。

　赤と青の服を着た道化は、ぴょんぴょん跳ねながら大理石の通路を歩いてくると、氷結した浴よく槽そうに勢いよく飛び降りた。つま先が鋭するどく尖とがった左右の靴が、二輪の氷薔ば薇らをがしゃりと踏ふみ潰つぶす。

「ホ、ホオーッ！　ホオッ、ホオッ、ホオッ！」

　何が面おも白しろいのか、小男はしばし短い両手を叩たたいて軋きしるように笑うと、次々に周囲の薔薇を蹴け散ちらしては硝子ガラスの小片へと変えた。そのまま、がしゃがしゃと騒そう々ぞうしい音を振り撒まきながら、氷の中に捕らわれたユージオとベルクーリに近づいてくる。

　数メル離れたところで立ち止まり、最後にもう一つ薔薇を蹴り割ってから、ようやく小男はユージオたちのほうへ顔を向けた。赤い唇が大きく裂け、再び不快な声が鳴り響く。

「オホォ……いけません、いけませんねェ、騎士長殿。まさか、そのままくたばる気じゃないでしょうねェ。そいつは明白な反逆ですよゥ、麗うるわしき最高司祭猊げい下かへの。お目覚めになられましたら、きっとお怒りになりますよゥ？」

　すると、とうに意識を失ったように見えていたベルクーリの唇が震え、低く嗄かれた声が流れ出た。

「元老長……チュデルキン……。手て前めェみてえな俗物が……剣士の戦いに、ちょっかいを出すんじゃねぇ……」

「ホッ、ホホォーッ！」

　ベルクーリの言葉を聞いた道化の小男は、勢いよく両手を叩たたきながら二、三度飛び跳ねた。

「剣士の！　戦い！　笑わせてくれますねェ、ホオホオホオッ！」

　きしきし、と人のものとは思えない甲かん高だかい笑い声を振り撒まく。

「汚らわしい反逆者を相手に、甘アマな手加減をしておいてよく言いますよゥ！　騎き士し長ちよう殿、アナタ時じ穿せん剣けんの《裏》を使いませんでしたねェ？　その気になればそこのクソガキを、一言も喋しやべらせずにブッ殺せたでしょうにィ！　それがそもそも最高司祭様への反逆だって言ってるンですよゥ!!」

「うるせえ……オレは……全力で戦ったんだ……。それに、手て前めェこそ、オレを謀たばかりやがったな……。この小僧は……ダークテリトリーの暗殺者なんかじゃねえ……。手前ェみてえな醜みにくい肉ッコロより、よっぽど、マシな……」

「うっさァァァァァい！　その首ひっこ抜くぞォォォォォッ!!」

　いきなり両眼めをいっぱいに剝むき、小男は鞠まりのように飛び跳ねると、短い両足でベルクーリの頭を思い切り踏ふみつけた。そのまま、騎士長の頭上で左右にゆらゆら揺れながら、甲高い声で喚わめき続ける。

「だいたいオマエら糞くそ騎士どもが糞ほどにも役立ちゃしねェからこんな面倒なことになってンですよゥ。たかだかガキ二人にいいようにやられまくって、アタシャ笑いすぎて腹の皮が破けっちまいますよゥ。もうね、猊げい下かがお目覚めになったら、騎士どもは片かたっ端ぱしから……少なくともアナタと副騎士長は再処理決定ですよゥ！」

「なんだ……手前ェ、いったい……何を、言って……」

「ああもう、うっさい、うっさい。いいから眠っときなさい」

　小男は、ベルクーリの頭に乗ったまま、気取った仕草で右手の小指を突き出した。真っ赤な舌でべろりと唇を舐なめ、金切り声の術式詠唱を行う。

「システム・コオォォォル！　ディープ・フリィィィ──ズ！　インテグレータ・ユニット、アイディー・ゼロ・ゼロ・ワァァァァン！」

　まったく聞き覚えのない神聖術だった。術式そのものは非常に短く、仮に攻こう撃げき術であっても大した威力はない──と思われたのだが。

「ぐっ……」

　ベルクーリが低く呻うめいた。直後、その体が──髪も、肌も、着物までもがみるみる暗い灰色に染まり始めた。凍り付く、というよりも、まるで石の彫像に変わっていくかのように見える。

　双そう眸ぼうが完全に光を失い、氷に捕らえられた体の隅すみ々ずみまでが泥のような色に変わってしまうと、ようやく小男──元老長チュデルキンと呼ばれた道化は、騎士長ベルクーリの頭から勢いよく飛び降りた。

「ホッ、ホヒッ、ホヒヒッ……実際、もうオマエみたいなジジィは要らねえンですよゥ、一号。なかなか使えそうなコマも見つかったことですし……ねェ？」

　そう呟つぶやいた道化の、針穴のように小さな瞳どう孔こうがじろりとユージオを睨ねめ付けた。周囲の氷よりも冷たい怖おぞ気けが背中を駆かけ上がる。

　しかしそこで、ユージオにも限界が訪れた。氷薔ば薇らを踏ふみ潰つぶしながら近づいてくる赤と青の靴を懸けん命めいに凝ぎよう視しするが、その光景も、たちまち薄うす暗ぐらい闇やみに塗り潰されていく。

　──キリト。

　────アリス……。

　胸の奥で二人の名前を呼んだところで、ユージオの意識は途切れた。
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　突然、激はげしい身震いに襲おそわれて、俺おれは両眼めを見開いた。

　背中を壁かべに預けて瞼まぶたを閉じていただけのつもりが、いつのまに寝入ってしまったのだろうか。怖い夢を見て飛び起きた途と端たんに、夢の内容を忘れてしまった……とでも言うかのように、恐怖と焦しよう燥そうの余よ韻いんだけが頭の内側にこびり付いている。

　上体を起こしながらちらりと周囲を確認したが、変わったことは何一つなさそうだった。

　セントラル・カセドラルの、たぶん八十八階あたりの外がい壁へきに設もうけられた狭いテラスの上だ。太陽はずいぶん前に正面の地平線に没し、空は墨を刷はいたような闇に覆おおわれている。しかし、どれだけ視線を巡らせても、雲の隙すき間まから幾つかの星が見えるだけで待ち望む月の姿はない。しばらく前に夜八時の鐘かねが聞こえた気がするが、月の女神がささやかな空間リソースを供給し始めるまでにはまだ間があるようだ。

　休戦協定中の整せい合ごう騎き士しアリスは、俺への警けい戒かい心しんを距離で表現しているのか、これ以上右に動くと新たなガーゴイル……ではなく《ミニオン》の反応距離に入ってしまうというギリギリの位置で膝ひざをかかえて座り、瞼まぶたを閉じていた。俺おれとしては、この待機時間を利用してわずかなりとも彼女と会話を重ね、来きたるべき決戦を回かい避ひする糸口を摑つかんでおきたいところだが、世間話に応じるつもりすらないらしい。この場にユージオがいれば、彼の持つカーディナル謹きん製せいの短剣をアリスにちくりと刺すだけで問題解決なのだが。

　そのユージオは、今いま頃ごろどうしているのか──。

　考えてみると、ルーリッド南の森で彼と出会ってからの二年間で、会おうと思っても会えないという状況に陥おちいったのは、これが初めてかもしれない。央都までの長い旅路では、草枕を並べたり、安宿の狭い寝床を半分ずつにして文句を言い合ってばかりだったし、修剣学院に入学してからも寮りようは常に同室だった。一緒にいる時はそれが当たり前で、彼の存在をことさら意識もしなかったが、引き離されると妙に心こころ許もとない。

　いや──。ことはもう、そんな単純な話ではないのだろう、きっと。

　このアンダーワールドという究極の仮想世界に於おいて、恐らく俺は生まれて初めて、同性の親友と呼べる存在を得たのだ。どうにも面おも映はゆい話だが、それは認めなくてはなるまい。

　デスゲームＳＡＯに囚とらわれる以前の俺は、同じ学校の男子生徒たちを幼稚な子供と見なし、常に一歩引いた付き合いに終始していた。

　度し難がたい俺のその性向は、仮想世界の浮遊城に閉じ込められてからも大して変わらなかった。クラインやエギルといった、非常に人間のできた大人たちのおかげで幸いにも彼らと友ゆう誼ぎを結ぶことはできたが、それでも腹の底までさらけ出した付き合いにはとうとう至らなかったように思う。あれほど深く求め合ったアスナに対してさえも、俺の内面の弱さを吐と露ろできたのは、アインクラッドが崩ほう壊かいし、二人の意識がまさに消え去ろうというその直前だった。

　自分には、人と違う特別な能力が備そなわっている、などと思っているわけではまったくない。実際、学校では運動面でも学業面でも、何一つ自慢できる分野などなかった。

　それが、ＳＡＯの虜りよ囚しゆうとなった途と端たんに、トップ数パーセントに含まれる攻略組プレイヤーにランク付けされたせいで、恐らく俺は、抜きん出ることの快感に魅了されてしまったのだ。俺をトッププレイヤーに押し上げる要因となったのは、フルダイブ型ゲームが開発された当初からＶＲワールドに耽たん溺できし続けたことによる《慣れ》と、ＳＡＯベータテスト時に蓄積した《知識》という、本人の能力とは何の関係もない代しろ物ものだったにもかかわらず。

　しかし俺は、ＳＡＯから解放されたその後でさえ、《ＶＲワールドでの強さ》を証明し続けなくては自分というペルソナを保てなくなってしまった。周囲の人たちは俺を、生身の虚弱な桐きりヶが谷や和かず人とではなく、デスゲームをクリアした英雄キリトとしてより強く認識しているという強迫観念に囚われ続けていたし、むしろそうなるように周囲と自分自身を誘ゆう導どうしていたことも否定できない。そのような虚飾を積み重ねれば重ねるほど、本当に大切なことからは遠ざかっていくのだと、心の底では解わかっていたというのに。

　だから、この世界でユージオと出会い、いつしか彼の前では何一つ飾らない素すの自分でいられることに気付いた時、俺おれは驚おどろき、なぜそうなのかと考えた。

　ユージオが、俺とは異なる人工フラクトライトだから？　彼はＳＡＯの英雄キリトを知らないから？　いや、そうではない。最大の理由はきっと──ユージオが、このアンダーワールドという、ある意味では現実であり仮想でもある世界で、俺を遥はるかに上回る能力を備そなえているからなのだ。

　彼の、剣技の天てん稟ぴんは凄すさまじいのひと言だ。知覚力、判断力、反応速度、どれを取ってもＶＲワールドで散々戦ってきた俺を引き離している。俺のフラクトライトに装備された戦せん闘とう回路を旧世代のシリコンＣＰＵに喩たとえれば、ユージオのそれは最新のダイヤモンドＣＰＵだ。現状ではまだ俺が指し導どうめいたことをしてはいるが、その理由は単に、俺のほうがより多い経験と知識を蓄たくわえているからに過ぎない。いまのペースでユージオが腕を磨みがいていけば、立場が逆転する日はそう遠くあるまい。

《アインクラッド流》などと大げさな名前をつけてしまったが、俺がこれまでの経験から身につけた広こう範はんな戦術を、砂が水を吸収するかの如ごとく我が物にしていくユージオの成長ぶりには、不思議な喜びと深い充足を感じずにはいられなかった。俺が長い間、自我の拠より所どころとしつつも所しよ詮せんはゲームのテクニックに過ぎないと思っていた《剣技》は、ユージオの中で磨かれ花開くことで初めて本物になれたのだ──そんなふうにさえ思える。

　アンダーワールドを取り巻く問題を全すべて解決し、ユージオのフラクトライトを首尾よく現実世界に移行させることができたら、彼をアルヴヘＡイム・オＬンラインＯにダイブさせ──ライトキューブのインターフェースには、ザ・シード準拠のＶＲワールドと互換性があることはほぼ間違いない──、アスナやリーファ、クラインたちに紹介するのだ。俺の剣技を受け継いだ一番弟子にして親友なんだ、と。

　その瞬しゆん間かんが待ち遠しくてたまらない。恐らくその時初めて俺は、俺を支え、助けてくれたたくさんの人たちと、本当の意味で…………




「何をニヤニヤしているのですか」

　不意に右隣どなりから声をかけられ、俺は両眼めを瞬しばたたかせて夢想を中断した。

　顔を向けると、アリスが薄うす気き味み悪そうな顔で俺を眺めていた。俺はあわてて右手の甲で口くち許もとをごしごし擦こすり、言った。

「いや、ちょっと……今後のことなどあれこれ考えてて……」

「それであのような緩ゆるんだ笑い方ができるのは、よほどの楽天家か、よほどの愚おろか者のどちらかですね。この石棚からの脱出さえ覚おぼ束つかない状況だというのに」

　相も変わらぬ辛しん辣らつな舌ぜつ鋒ぽうだ。騎き士しアリスの元人格たるルーリッドのアリスを俺は知らないが、仮に記憶が戻っても性格がこのままなら、彼女をユージオと一緒に現実世界へ脱出させて仲間たちに紹介したとして、シノンやリズベットあたりとは相当激はげしく角つの突き合わせることになるのは想像に難かたくない。

　もっとも、そんな究極的グッドエンディングめいた妄想を繰くり広げる前に、解決せねばならない諸問題が山積みになっているのは確かだ。最優先なのは、気色悪いミニオンの石像ばかりが並ぶテラスからの脱出であるが、ハーケンを生成するために必要な空間リソースの不足もさることながら、俺おれの気力・体力的リソース……具体的には、空からっぽの胃をきりきりと苛さいなむ空腹もそろそろ限界に達しつつある。

　右手でこっそり腹のあたりを押さえながら、俺は可能な限り真ま面じ目めな顔と声で答えた。

「壁かべ登りのほうは、月が昇れば再開できると思う。ハー……じゃない、くさびさえ作れれば、とくに難むずかしい作業じゃないしな。この上にはもうミニオンも配置されてないみたいだし……。ただ、神聖力の問題とは別に、この絶ぜつ壁ぺきをあと何十メルかよじ登るって考えただけで目が回りそうなくらい腹が減ったという問題もあるけど……」

「……お前のそういうところが不真面目だというのです。一度や二度食事が取れないくらいなんですか、子供じゃあるまいし」

「はいはい、どうせ子供ですよ、何せこちとら、まだぎりぎり育ち盛りの範はん疇ちゆうなんでね。整せい合ごう騎き士し様と違って、食べなきゃ天命ががんがん減るんだ」

「言っておきますが、整合騎士とてお腹なかは空すくし、食べねば天命が損耗します！」

　きっと眦まなじりを吊つり上げ、アリスはそう言い放った。

　途と端たん、くう、という可愛かわいらしいサウンドが彼女の腹部周辺から発生し、俺は思わずふひっと笑いをこぼしてしまった。

　騎士様の顔が瞬しゆん時じに赤くなり、次いで右手が素早く剣の柄つかを握るのを見て、慌てて五十センチほど後あと退ずさる。

「うわ、待った、悪かった！　そりゃそうだよな、整合騎士といえども生きてるんだもんな。生きてりゃ腹も減るよな」

　白々しい言葉を並べながら身を縮めると、ズボンの左ポケットに何かが押し込まれている感触に気付いた。はて何を入れたっけと手を突っ込み、指先に触れたものの正体を思い出して、己おのれの抜け目なさと意地汚さに感かん謝しやする。

「おお、天の助けだ。ほら、いいものがあったぞ」

　引っ張り出したのは、二つの蒸し饅まん頭じゆうだった。カーディナルの大図書室から退出する時に、両のポケットに詰め込んでおいたのだ。半分は昼にユージオと分けて食べたが、残りのことをすっかり忘れていた。幾多の激げき戦せんを経て多少ひしゃげてはいるものの、この状況で贅ぜい沢たくを言ってはいられない。

「……なぜそんなものをポケットに入れているのです」

　アリスは心底呆あきれ返ったような顔になり、剣から手を離した。

「ポケットを叩たたけば饅頭が二つだ」

　間違いなくアリスには理解できないだろうフレーズで煙に巻きながら、俺おれは素早く饅まん頭じゆうの《窓》を表示させ、天命がたっぷり残されていることを確かめた。見た目はみすぼらしいが、カーディナルが貴重な古代書オブジェクトから生成した代しろ物ものだけあって、耐久度デユラビリテイは驚おどろくほど高い。

　とは言え、冷え切って固くなってしまった饅頭をそのまま齧かじっても美う味まくはあるまい。少し考えてから、左手を広げてコマンドを唱となえる。

「システム・コール。ジェネレート・サーマル・エレメント」

　ハーケンの生成には足りなくとも、小さな熱ねつ素そをひとつ作るくらいの空間リソースは残っていたようで、頼りなく瞬またたくオレンジ色の光点が掌てのひらの上に出現する。右手で摑つかんだ二つの饅頭を熱素に近づけ、続くコマンドを口にする。

「バー……」

　スト、と続ける前に、横合いから稲妻の如ごとく伸びた手が俺の口を押さえた。

「むぐっ!?」

「馬ば鹿かですかお前は！　そんなことをしたら、一いつ瞬しゆんで黒くろ焦こげです！」

　怒りと呆あきれと蔑さげすみを等分ずつ瞳ひとみに浮かべて俺を罵ののしると、アリスは右手から饅頭をかっ攫さらった。ああっ、と情けない声を出した途と端たん、左手の熱素も空気に溶けるように消えてしまう。騎き士しは、俺にはもう目もくれず、しなやかな左手を閃ひらめかせながら歌うように術式を口ずさむ。

「ジェネレート・サーマル・エレメント……アクウィアス・エレメント……エアリアル・エレメント」

　親指から中指までの三本の指先に、橙だいだい色、水色、緑色の光点が現れる。何をするつもりか、と首を傾かしげていると、アリスは追加の術式と指の動きで三つの素因に複雑な操そう作さを加えた。まず風ふう素そで球形の渦うずを作り、二個の饅頭をその中に浮かべる。次いで、熱素と水すい素そも渦に投じ、それらが触れ合った瞬間、解放バースト。

　しゅっ！　という音とともに、風のバリアはたちまち真っ白に染まった。見た目は穏おだやかだが、バリアの内部は高温の蒸気が渦巻いているはずだ。なるほどこれなら、蒸し器を使うのと同じ効果を発生させられるというわけだ。

　三十秒ほどで三つのエレメントは役割を負え、拡散するように消えた。空中からアリスの手に落ちてきた二つの饅頭は、まるで出来たてのように真ん丸く膨ふくらみ、ほかほかと湯気を上げている。

「は、早くくれ……って、あ、ああああ!?」

　手を伸ばしかけた俺は、アリスが両手に持った二つの饅頭をいっぺんに食べようとするのを見て、かなり情けない悲ひ鳴めいを発した。しかし幸い、整せい合ごう騎き士し殿は直前で口を停止させ、真顔で「冗談です」と呟つぶやくと片方を俺に向けて突き出した。胸を撫なで下ろしながら素早く受け取り、ふうふう吹いてから大きく囓る。

　アンダーワールドに存在する万物は、膨ぼう大だいに蓄たくわえられた記憶から再生される夢のようなもの──と頭では解わかっていても、蒸したての饅まん頭じゆうの、柔らかい皮と汁気たっぷりの肉にく餡あんの舌触りは俺おれをしばし桃とう源げん郷きようへと誘いざなった。わずか三口で貴重な食料は胃へと──正しくはフラクトライトの記憶野へと還かん元げんされてしまい、充足感と物足りなさを同時に味わいながら、俺はふうーっと長い息をついた。

　隣となりのアリスも、こちらは四口で饅頭を平らげ、俺と同じように切なげなため息を漏もらした。戦せん闘とうの権ごん化げのような整せい合ごう騎き士し様にも、それなりに女の子らしいところはあるのだ、という感慨を覚えながら、俺は何気なく言った。

「なるほどね……。道具も何もなしに、素因だけで饅頭を蒸せるとは思わなかったな。さすがは、あの料理上手のセルカのお姉さん、というところ……」

　そう口にしかけた、その瞬しゆん間かん。

　またしても猛烈なスピードで伸びた手が、俺の襟えり首くびを強く摑つかんだ。しかし今度は、アリスの顔に浮かんでいるのは呆あきれでも蔑さげすみでもなかった。

　碧あおい瞳ひとみは火花の如ごとき強烈な光を浮かべ、頰ほおは蒼そう白はくに染まり、唇が小刻みに震えている。右手一本で俺をほとんど吊つり上げながら、騎士は掠かすれた声を発した。

「お前、いま、何と言いました」

　ここで俺はようやく、自分がとんでもない失言をしてしまったことを、余りにも遅まきながら自覚する。

　二十センチの距離から俺を睨にらむ黄金の整合騎士が、ユージオの幼おさな馴な染じみにしてルーリッドの修道女見習いセルカの姉であるアリス・ツーベルクだということはほぼ間違いないのだが、本人にその記憶はない。八年前に央都セントリアへと連れ去られ、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって整合騎士に仕立てられた際、大切な記憶の欠片かけらを奪われ、代わりに《敬神パイエテイモジュール》を挿そう入にゆうされて、儀式以前のことを何一つ思い出せなくなってしまったからだ。

　今のアリスは、自分が世界の平和と秩序を保ち、闇やみの侵略と戦うために天界から召喚された騎士だと信じて──いや、そう思い込まされている。彼女にとって、公こう理り教きよう会かいと最高司祭アドミニストレータの権威は絶対であり、そのアドミニストレータが、己おのれの支配欲を満たすという目的のためだけに世界各地から秀ひいでた人間を拉ら致ちしては手て駒ごまに改造しているのだ、などという話は到底受け入れられるものではないだろう。

　そもそも、どれほど言葉を尽くそうと、それだけではアリスを説得することはできないと予想したからこそ、俺とユージオはカーディナルに与えられた短剣を使い、アリスを一時凍結させるという作戦を立てたのだ。今の状況は決して予定されたものではないが、それでも、俺の為なすべきはただ一つ──アリスとの戦闘を回かい避ひしつつユージオと合流し、彼の持つ短剣を使うチャンスを作り出すことだったはずだ。

　たったひと言で作戦をぶち壊こわしつつあるという焦あせりの中で、俺は、必死に頭を回転させた。アリスの表情を見れば、もはや言い間違いで押し通せる状況ではないことは明らかだ。

　どう考えても、選択肢は二つしかなさそうだった。アリスとこの場で戦い、致命傷を負わせることなく気絶させて九十五層まで運ぶか──あるいは、覚悟を決めて全すべてを話すか。

　どちらを選ぶかは、アリスの何を信じるかによる。彼女の剣技が俺おれより劣おとると信じるなら戦せん闘とうを。そして、彼女の知性が俺より優まさると信じるなら対話を。

　数秒間の苦く慮りよを経て、俺は決断を下した。アリスの、青い炎の如ごとき視線を正面から受け止めながら口を開く。

「君には妹がいる、そう言ったんだ。話すよ……君が受け入れるかどうかは判わからないけど、俺が事実と信じることの全てを」

　俺の短い言葉に何がしかのものを感じたのか、今度はアリスが数秒間逡しゆん巡じゆんしてから、いきなり右手を開いた。

　テラスにどすんと尻しり餅もちを突く俺を、騎き士しは両膝ひざ立だちのままじっと見下ろしている。恐らく、この状況で俺の言葉を聞くという行為そのものが、すでに整合騎士としての範はんを外れるのだろう。彼女の中では、俺を一刀のもとに斬きり伏せるべきだという理性と、自分の知らないことを知りたいと欲する感情がせめぎ合っているはずだ。

　やがて心を決めたのか、アリスはゆっくり腰を落として正座に似た姿勢になると言った。

「……話しなさい。ただし……お前の言葉が、私を謀たばかるものだと判断したら、その時点で斬り捨てます」

　低く押し殺したアリスの声を聞き、俺は長々と息を吸い込んで腹に力を溜ためてから、ぐっと頷うなずいた。

「……構わないよ。俺を斬るという判断が、真に君自身の心から出たものならな。なぜそんなことを言うかというと……君の中には、君以外の人間に与えられた、しかしそうとは意識できない命令が存在するからだ」

「……整合騎士の責務のことを言っているのですか」

「そのとおりだ」

　頷いた途と端たん、アリスの瞳ひとみが敵意を宿してすうっと細まる。しかし同時に、瞳の奥には仄ほのかな感情の揺らぎも見て取れる。それこそが、アリス本来の心だろう。そこに向けて語りかけるつもりで、俺は言葉を続ける。

「整合騎士は、神の代行者たる公こう理り教きよう会かい最高司祭アドミニストレータによって、秩序と正義を維持するために神界から召喚された存在だ……と君たちは認識しているはずだ。しかし、そう信じているのは、セントラル・カセドラル内部の人間たちだけなんだ。人界に暮らす数万人の人々は、そんなこと、これっぽっちも思っちゃいない」

「何を……馬ば鹿かなことを」

「誰だれでもいいぜ、下界に降りて、央都の住民にこう訊きいてみればいい。毎年開催される四帝国統一武術大会の優勝者に与えられるものは何だってな。そいつはこう答える。教会の整せい合ごう騎き士しに取り立てられる栄誉だ、と」

「整合騎士に……取り立てられる……？　あるはずがない、そんな愚おろかしいこと。私は多くの騎士たちと接してきましたが、誰だれひとりとして、自分は元々人間だったと言った者などいませんでした」

「逆だ。元々人間でなかった者なんか、誰ひとりいないんだ」

　俺おれは背筋をまっすぐに伸ばし、騎士の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。その奥に必ずあるはずの、アリスの人としての心に向かって懸けん命めいに呼びかける。

「アリス。君は、自分が天界とやらで誰から生まれ、どこで育ったのか覚えていないはずだ。最初の記憶は、アドミニストレータが君に向かって、あなたは天から使わされた神の騎士なのです、とか何とか話しかける場面だろう」

「…………」

　図星だったらしく、アリスはわずかに上体を引きながら唇を嚙かんだ。

「……それは……整合騎士は、地上に遣つかわされた時点で、ステイシア神によって天界の記憶を封じられるから、と……いつかダークテリトリーの邪悪な者どもを討ち滅ぼし、騎士の責務を全まつとうしたその時には、再び神の国に迎えられて……私の両親やきょうだいたちのことを、全すべて思い出せると……最高司祭様は……おっしゃって…………」

　黄金騎士の毅き然ぜんたる声は、尻しりすぼみに揺らいで消えた。

　瞬しゆん間かん、俺は悟った。整合騎士アリスは、家族の記憶を、本人も自覚できない心の深しん奥おうで強く求めている。だから先刻、セルカの名前に激はげしく反応したのだ。

　慎重に言葉を選びながら、俺は説明を再開した。

「アドミニストレータの言ったことは、ほんの一部だけ正しい。確かに君は記憶を封じられている。だがそれをしたのはステイシア神じゃなく、最高司祭当人だ。そして封じられているのは、天界の記憶じゃなくて、君がこの人の世界で人の子として生まれ育ったという記憶なんだ。君以外の整合騎士、たとえばエルドリエも同じだよ。彼はノーランガルス北帝国の高等爵しやく家けの出身で、今年の統一大会で優勝し、整合騎士になるという栄誉を得た」

「そんな……噓うそです！　我が弟子、騎士サーティワンが、腐敗した上級貴族の生まれだなどと……」

「いいか、エルドリエが俺たちとの戦せん闘とう中に倒れたのは、斬きられたからじゃないぞ。彼の体に深ふか傷ではなかっただろ？　俺の相棒が、エルドリエ・ウールスブルーグという本名を憶おぼえていたせいで、彼は封印された母親の記憶を刺し激げきされてしまったんだ。エルドリエは、お母さんのことを思い出したかった。でも、どうしても思い出せなかった。当然だ、その記憶は、アドミニストレータが魂たましいから抜き出してカセドラルの最上階に保管しているんだからな」

「……母親の……記憶……？」

　アリスの唇が小さくわなないた。両の瞳ひとみが俺おれの顔から外れて宙を彷徨さまよう。

「エルドリエに……人間の……貴族の、母親が……？」

「彼だけじゃないよ。恐らく、整せい合ごう騎き士しの半数は統一大会で優勝した剣の達人だし、その大部分が、幼い頃ころから剣の英才教育を施ほどこされた貴族の子女のはずだ。貴族たちは、子供を公こう理り教きよう会かいに差し出す代わりに、多大な金品と地位を得ている。そんな仕組みが、もう百年以上も続いているんだ」

「……信じられない……お前の話は、到底受け入れられない」

　これまで、公理教会と整合騎士の無む垢くな神聖性を信じて疑わなかったのであろう黄金の騎士は、いやいやをする子供のように首を左右に振った。

「四帝国の上級貴族は……全すべての爵しやく家けがそうだとは言いませんが、贅ぜいを尽くした怠たい惰だな暮らしに溺おぼれています。だからこそ、人界を護まもるために、我ら整合騎士が存在するのです。なのに……エルドリエや、他ほかの騎士たちが、あの腐敗し切った上級貴族の出身だなどと……有り得ない。信じることはできません」

「上級貴族が腐敗してしまったのは、余りにも高い地位や数々の特権を公理教会に与えられたからだ。でも、だからこそ、貴族の子供は幼い頃から剣技や神聖術の英才教育を受けることができる。辺境じゃあ、子供はたった十歳で天職を与えられて、剣の練習なんかするヒマがないからな……。そして、そんな貴族の子供の中から選りすぐられた天才たちが四帝国統一大会に出場し、優勝した一人だけが、セントラル・カセドラルに招かれる。……アリス、君は、カセドラルの中で、その優勝者に会ったことがあるか？」

　俺の問いに、アリスは少し不安そうに眼めを伏せ、かすかにかぶりを振った。

「いえ……。──しかし、カセドラルの下層にはたくさんの修道士、修道女とその見習いたちが暮らしていますから……統一大会で優勝した者も、彼らの一員として、日々研けん鑽さんに励んでいるのでは……」

　それは違う。と即座に否定しかけたが、少し開いた口をすぐに閉じる。

　俺とユージオは、カセドラル三階で愛剣を取り戻したあとは寄り道せずに五十階まで直行したため──そのうち二十階ほどは、毒剣で麻ま痺ひさせられたまま子供騎士のフィゼルとリネルに引きずられていたのだが──修道士と遭そう遇ぐうすることはなかった。しかし、彼らの出しゆつ自じについてはある程度推測している。

　カセドラル下層で、公理教会の実務を担になっているのだろう修道士や修道女の大部分は、恐らく教会の外部から採用されるわけではなく、教会内で生まれ、育つのだ。フィゼルたちがそうだったように。アドミニストレータにしてみれば、実務用ユニットを塔内で生産している感覚なのではあるまいか。

　アリスはきっと、そんな教会の闇やみの部分を何も知らないのだろう。今その話を持ち出して、無用の負荷を与える必要はない。

「……いや、君は会っているんだ、統一大会の優勝者と。ただ、そうと認識できないだけで。君たち整せい合ごう騎き士しの記憶は、《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》の時だけじゃなく……騎士になってからも逐ちく次じアドミニストレータの手で修正されているはずだ」

「馬ば鹿かな！」

　顔を上げたアリスは、鋭するどく叫んだ。

「有り得ません！　最高司祭様が、私たちの記憶を弄もてあそぶような真ま似ねをなさるはずが……」

「しているんだ！」

　俺おれも叫び返す。

「なぜなら、君たちには、大会優勝者だけじゃなく……自分たちが連行した罪人たちに関する記憶の一いつ切さいが存在しないからだ！」

「ざ、罪人……？」

　眉まゆをひそめ、アリスは再び口を閉じた。星明かりの下で青ざめて見える顔にまっすぐ視線を向け、懸けん命めいに語りかける。

「そうだ。君は昨日の朝、俺と相棒を修剣学院から教会まで飛竜で連行した。さすがにそれは憶おぼえているだろう？」

「……忘れるはずがありません。私が罪人連行の任務を命じられたのは、お前たちが初めてですから」

「でも、整合騎士デュソルバート・シンセシス・セブンは、君のことを憶えていなかったぞ。八年前……」

　少し間を置いてから、意を決して《その名前》を告げる。

「……自分の手で北部辺境のルーリッドの村から連行した、幼いアリスのことをな」

　俺の言葉を聞いたアリスの顔が、壁かべの大理石よりも白くなる。血の気を失った唇がわななき、乾き切った呟つぶやきが漏もれる。

「ルーリッドの村……それが、私のほんとうの故郷……？　デュソルバート殿が、私をそこから、罪人として連行した……？　つまり、私が、かつて禁きん忌きを犯したと……お前はそう言っているのですか……？」

　途切れとぎれの声に、俺はゆっくりと頷うなずいた。

「そうだ。さっき、整合騎士の半分は統一大会の優勝者だって言ったろ？　残るもう半分は、罪人としてカセドラルに連行された人間なんだ。禁忌目録に違反できるほどの強固な意志力を備そなえ、それゆえに騎士となった後は無類の戦せん闘とう力りよくを発揮する。アドミニストレータにとっては一石二鳥だよな、教会の支配を揺るがす可能性のある人間を、強力な手て駒ごまに生まれ変わらせられるんだからな。……君の話をしよう」

　アリスが、俺の言葉を受け入れてくれるか否いなか。ここがその瀬せ戸と際ぎわだ。

　俺はありったけの力を込めた視線で、整合騎士を見詰めた。石のテラスにぺたんと座り込み、心細そうに肩を縮めるアリスは、まるで何らかの宣告を待つかのように、半なかば伏せた瞳ひとみで俺おれを見返した。

「君の、本当の名前は、アリス・ツーベルクだ。北部辺境、果ての山脈の麓ふもとにほど近い、ルーリッドという小さな村で生まれ育った。ユージオ……俺の相棒と同い年だから、今年で十九歳になるはずだ。君が教会に連行されたのは八年前、つまり事件は十一歳の時に起きた。君はユージオと二人で、果ての山脈を貫つらぬく洞どう窟くつを探検に行って……洞窟を抜けた先にある、人界とダークテリトリーとの境界線から、ほんの少し外に出てしまったんだ。つまり、君が犯した禁きん忌きは《ダークテリトリーへの侵入》。何を盗んだわけでも、誰だれを傷つけたわけでもない……いや、むしろ君はあの時、死にかけた暗黒騎き士しを助けようとして……」

　そこで、今度は俺が口をつぐんだ。

　俺は、ユージオからアリスの話をそんなに詳しく聞いていたのだったか……？

　そのはずだ。ほんの二年前にアンダーワールドで目覚めた俺が、その六年も前の出来事を詳しく知るはずもない。なのに、なぜか俺の脳裏には、血の筋を引きながら落下する黒い騎士と、それに向かって駆かけ寄ろうとするアリスの姿が、まるで自分で見た光景であるかのように鮮明に浮かんだ。耳の奥で、アリスの手がダークテリトリーの真っ黒い土に触れる、じゃりっという音までが甦よみがえったように感じた。

　きっと、ユージオの話から想像した情景を、いつの間にか現実の記憶と混同してしまったのだろう。そう自分を納得させ、俺は顔を上げたが、アリスのほうも不自然に途切れた俺の言葉を気にする余裕はなかったようだ。蒼あおざめた頰ほおがかすかに震え、ほとんど声にならない声が、か細く流れた。

「アリス・ツーベルク……。それが、私の、名前……？　ルーリッド……果ての山脈……思い出せない、何も……」

「無理に思い出そうとするな、エルドリエみたいになるぞ」

　俺は慌ててアリスの言葉を遮さえぎった。ここでアリスの《敬神パイエテイモジュール》が不安定になり、エルドリエの時のように行動不能になったり、他ほかの騎士が異変を感知して回収しに来たりしたら大ごとだ。しかしアリスはわずかばかりの力を取り戻した瞳で俺を睨にらみ、声を震わせながらも毅き然ぜんと言った。

「今さら何を言うのです。私は……知りたい、全すべてを。まだお前の話を信じたわけではありませんが……それは、お前が何もかもを話してから決めます」

「……解わかった。と言っても、俺が昔の君について知っていることは、そんなに多くないけどな。君のお父さんはルーリッドの村長で、名前はガスフト・ツーベルク。残念ながらお母さんの名前は知らないけど、さっき言ったとおり、妹が一人いる。セルカって名前で、今もルーリッドの教会で修道女見習いをしてるはずだ。二年前、俺が教会で世話になってた時に、セルカとは色々話をしたよ。お姉さん思いのいい子だった……教会に連行された君のことを、ずっと気にかけていた。ルーリッドで暮らしていた頃ころの君も同じ修道女見習いで、神聖術の天才と呼ばれてたそうだ。そんなお姉さんの後を継いで、立派なシスターになろうと、一いつ生しよう懸けん命めいがんばってたよ」

　知る限りのことを話し終え、俺おれが口を閉じた後も、アリスは何の反応も示さなかった。

　先ほどまでの動揺は消え去り、陶器のように白い顔はもう微動だにしない。恐らくは、俺が口にした幾つかの固有名詞を記憶の底から呼び覚まそうとしているのだろうが、それもどうやら成功の見込みはなさそうだ。

　──だめだったか……。

　俺は内心でそう呟つぶやいた。《記憶の欠片かけら》を奪われていても、落ち着いた状態で少しずつ情報を伝えれば、幾ばくかの記憶を呼び覚ますことは可能かと思ったのだが──どうやらアドミニストレータが施ほどこした封印は、予想以上に強力だ。

　やはり、アリスを元に戻せるのは、管理者権限を持つカーディナルだけなのだろう。しかもそのためには、アドミニストレータがどこかに保管しているアリスの記憶の欠片を取り戻さねばならない。

　その時。アリスの唇が動き、短い音が発せられた。

「セルカ」

　続けて、もう一度。

「セルカ……」

　今は濃のう紺こんに見える瞳ひとみが、頭上の星空に向けられる。

「……思い出せない。顔も、声も。でも……この名前を呼ぶのは初めてじゃない。私の口が、喉のどが……心が、憶おぼえている」

「……アリス」

　俺は息を吞のんで呼びかけたが、もはやアリスは俺の存在など眼めに入らぬ様子で、尚なおも密ひそやかに囁ささやいた。

「何度も呼んだ。毎日、毎晩……セルカ……ルカ…………」

　アリスの、長い睫まつ毛げに透明な液体が珠たまとなって宿り、星の光を受けて煌きらめきながら零こぼれ落ちるのを、俺は信じられないものを見る気持ちで見詰めた。涙はあとからあとから湧わき出して、俺とアリスの間の大理石に落下し、かすかな音を立てる。

「本当なのね……。私に、家族が……。父と、母と……そして、血を分けた妹が……この夜空の下の、どこかに……」

　たどたどしいその声は、やがて細い嗚お咽えつへと変わった。

　無意識のうちに伸ばした俺の右手を、アリスは自分の手の甲で強く払った。

「見るな！」

　濡ぬれた声でそう叫んだアリスは、右手で乱暴に俺の胸を衝つき、左手で何度も目め許もとを拭ぬぐった。しかし涙はいっこうに止まらず、とうとう騎き士しは両手で抱えた両膝ひざに顔を押しつけ、激はげしく肩を震わせ始めた。

「う……うぐっ……ううっ……」
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　声を押し殺し、嗚お咽えつを漏もらし続ける整合騎士を見ているうちに、いつしか俺おれの両眼めにも滲にじむものがあった。

　必ず──。

　必ずや、アドミニストレータを倒し、アリスを故郷に連れていくのだ。

　改めてそう強く決意しながら、俺は、自分の眼に浮かぶ涙の理由を、今さらのように意識していた。

　たとえ全すべてが計画どおり進んだとしても、ルーリッドの村でセルカと再会するのは、眼前で泣き続ける黄金の整合騎士ではないのだ。封じられた記憶を取り戻した時、アリスはユージオとセルカ、そしてルーリッドで過ごした日々を思い出し、そして恐らく、整合騎士として教会に仕つかえた年月を忘れる。

　それはつまり、整合騎士アリスという人格の消滅に他ほかならない。

　あるべき形に戻るだけだ。そう自分に言い聞かせようとしたものの、俺は、背中を丸めて子供のように泣きじゃくる騎士が憐あわれだと思うことをやめられなかった。

　何年にも及ぶカセドラルでの暮らしの中で、心の奥底では常に、失われ二度と手の届かない家族の温かさを渇望し続けてきたのであろうアリス・シンセシス・サーティが、どうしようもなく不ふ憫びんだった。




　激はげしい嗚お咽えつが徐々にその音量を落とし、密ひそやかなすすり泣きへと変わるまでに、ずいぶんと長い時間がかかった。

　俺おれのほうは二、三分先んじて緩ゆるんだ涙るい腺せんを締しめ直すことに成功し、今後の展開へと思考を切り替えていた。

　現在想定し得る、最大限に理想的な展開は、次のようなものだろう。

　月が昇り次第、壁かべ登りを再開し、九十五階から塔内へと戻る。そこで予定されているアリスとの戦せん闘とうをなんとか回かい避ひし、ユージオと合流する。彼が持っている、カーディナル謹きん製せいの短剣をアリスに使うかどうかは状況次第だ。

　しかる後に、残る最大の障害、整せい合ごう騎き士しベルクーリ・シンセシス・ワンをどうにか倒すか、あるいは彼も説得し──ユージオが撃げき退たいしてくれていれば申し分ないが、さすがにそこまでは望めないだろう──究極の敵アドミニストレータが眠るカセドラル最上階へと突入する。

　最高司祭が目覚めないうちに何とかして無力化し、部屋のどこかに保管されているはずの、アリスの《記憶の欠片かけら》を取り戻して彼女の記憶と人格を復元する。

　最後に、システム・コンソールから現実世界のラースのスタッフと連絡を取り、現アンダーワールドの保全と、間近に迫る《負荷実験段階》──すなわち闇やみの国からの一大侵攻の停止を認めさせる……。

　ざっと考えただけでも、気が遠くなるほどの高難なん易い度どミッションの連続だ。全すべての目標が、成功率五割、いや三割を下回ると思えてならない。

　しかし、もう俺に、立ち止まることは許されない。アンダーワールドで過ごした二年、いや、もしかしたらデスゲームＳＡＯにログインしたあの日からの長い、長い時間の全てが、ユージオたち新しい人類と出会い、守るために存在したのかもしれないのだから。

　茅かや場ば晶あき彦ひこは、真っ赤な夕焼け空の中で崩ほう壊かいするアインクラッドを眺めながら言った。自分は、本当の異世界を創つくりたかったのだ、と。あの男の目的を引き継いだつもりはまったくないが、《本当の異世界》というべきものは、まさにいま俺の眼下に広がっている。

　茅場の人格コピーが俺に託した《ザ・シード》は、現実世界で無数のＶＲワールドを花開かせた。そして、偶然か必然か、ユージオたちアンダーワールド人の魂たましいを格納するライトキューブは、ザ・シード連結体ネクサスとの互換性を備そなえている。ＳＡＯ事件に、茅場の目的すら超えた何らかの意味を求めるのならば──それはきっとこのアンダーワールドで見つかるだろうという、そんな予感がするのだ。

　俺は、もう引き返すことはできない。ルーリッドの南の森で目覚めてから、二年という年月を費やして、最終目標たるセントラル・カセドラル最上階のすぐ近くまで辿たどり着いたのだから。

　しかし、ほんの小さな、しかし無視できない問題が存在するとすれば。

　クリアすべき多くの目標のうち、俺おれが心の底からそうしたいと思っているのかどうか定かでないものが、たったひとつだけあるということだ……。




「……お前は、しばらく前に言いましたね」

　膝ひざを抱えて俯うつむいたまま、不意にアリスがそう呟つぶやいた。

　俺は、複雑にもつれかけた思考を一時中断し、顔を上げた。少し間を置いて、まだ湿り気の残る細い声が投げかけられた。

「塔の壁かべが破れ、外に放り出されたあと……お前は、このような反逆を企くわだてたのは、最高司祭様の過あやまちを正し、人の世を守るためだ、と言った」

「ああ……そのとおりだ」

　俺は、アリスの背中に流れる金髪に向けて頷うなずいた。すると、更に数秒間沈ちん黙もくしてから、騎き士しはゆっくり唇を動かした。

「……まだ、お前の言葉を全すべて信じたわけではありません。しかし……塔の外がい壁へきに、闇やみの国のミニオンが配置されていたり……それに、整合騎士が、天界ではなく人界から集められ記憶を封じられて造られるのだという話も、どうやら事実のようです。つまり……最高司祭様が、忠実なしもべたる我らを深く欺あざむいておられることは、もはや否定できない……」

　俺は息を詰め、アリスの言葉に聞き入った。

　記憶を抜き取られ、敬神パイエテイモジュールなるものをフラクトライトに挿そう入にゆうされた整合騎士は、アドミニストレータへの絶対なる忠誠を強制されているはずだ。事実、これまで出会った整合騎士たちは、俺やユージオがどれほど言葉を尽くそうと、教会への疑念を口にしたりは決してしなかった。

　それを考えれば、アリスがいまの言葉を口にできたのは驚おどろくべきことだ。やはり彼女は、何か他ほかの人工フラクトライトたちにはないものを持っているのだろうか。声もなく見詰める俺の視線の先で、立てた両脚を抱えたまま、黄金の騎士は囁ささやくように話し続ける。

「しかしいっぽうで、最高司祭様より我ら整合騎士に与えられた第一の使命は、ダークテリトリーからの侵略に対する防ぼう衛えいだというのも事実なのです。現にこうしている今も、十名以上の騎士が飛竜にうち跨またがり、果ての山脈で戦っている。最高司祭様が整合騎士団を編成しなければ、とうに人界は闇の軍勢に攻め込まれていたでしょう」

「それは……」

　──それは、しかし、この世界のあるべき姿ではないのだ。

　整合騎士が独占してきた成長リソース、平たく言えば経験値は、本来ならば多くの一般民に与えられるべきものだった。俺とユージオが北の洞どう窟くつでそうしたように、世界中の村人たちも自みずから剣を取り、侵入してくるゴブリン兵と戦い、強くなっていくはずだった。しかしアドミニストレータが、その機会を奪ってしまった。

　だが、いまそれを言っても理解してもらえまい。言葉に詰まった俺おれに向けて、アリスは静かだが厳きびしい声を投げかけてくる。

「お前は、私が生まれ育った……いまでも私の両親と妹が暮らしているというルーリッドなる村が、北方の辺境、果ての山脈の麓ふもとにあると言った。つまり、ダークテリトリーの侵略が始まれば、真っ先に蹂じゆう躙りんされる地域です。仮にお前たちが全すべての整せい合ごう騎き士しを倒し、最高司祭様をも刃やいばにかけたとして、その時はルーリッドを含む辺境の地を、いったい誰だれが守るというのです？　まさか、お前たち二人だけで、闇やみの軍勢を滅ぼしてみせるとでも？」

　両眼めの涙はまだ乾いていないが、アリスの声には確たる意志が刻み込まれていて、俺はすぐに答えることができなかった。人の世をなんとしても守るのだというアリスの裏表のない決意に比べ、俺が抱え込む隠し事の、なんと多いことか。

　いまここで全てを──この世界が造られたものであるということも含めて、何もかもをぶち撒まけてしまいたいという衝しよう動どうを堪こらえつつ俺は口を開いた。

「なら、逆に訊きくけど……君は、整合騎士団が万全の態勢で迎え撃うてば、ダークテリトリーの軍勢の総攻こう撃げきを間違いなく撃退できると、本当に信じているのか？」

「………………」

　今度は、アリスが言葉に詰まった。俺は視線を正面の夜空に戻し、二年前の記憶を辿たどりながら語り続ける。

「俺と相棒が、ダークテリトリーから侵入してきたゴブリンの一隊と戦ったって話はしたよな。闇の軍勢では最下級の兵士だっていうゴブリンでさえ、剣技も、腕力も、恐るべきものだった。ダークテリトリーにはあいつらが山ほどいて、その上に、君たちと同じように飛竜を駆かる暗黒騎士とか、ミニオンを操あやつる暗黒術師とかがごまんと控えてるんだろ？　そいつらが一いつ斉せいに攻めてきたら、整合騎士全員に加えて最高司祭本人まで出陣したとしても、そんな寡か兵へいで防ぎ切れるようなもんじゃないぞ」

　九割がたカーディナルからの受け売りだが、アリスにも同様の認識はあったらしく、これまでのように即座に切り返してはこなかった。しばしの沈ちん黙もくを経て、俯うつむけた顔から苦しげな声が絞り出される。

「……確かに、小お父じ様……騎士長ベルクーリ閣下も、胸の裡うちには同様の懸け念ねんを秘めておいでのようでした。ダークテリトリーの精兵はすでに数万の規模に達し、それらが一斉に《東の大門》から押し寄せてきたら、騎士団だけでは恐らく抗しきれまい、と……。──しかし、だからと言って、人界には我らの他ほかに戦力と呼べるものが存在しないこともまた事実。先ほどお前は、上級貴族の子供は剣や神聖術の英才教育を受けると言いましたが、彼らの技は一撃の美しさを追い求めた、とても実戦には耐たえられないものです。結局、三女神のご加か護ごを信じて、我ら整合騎士がわずかな飛竜とともに戦うしかない。お前なら、この状況は理解できるでしょう」

「君の言うとおり……今の人界では、実際に闇やみの軍勢と戦える力は整せい合ごう騎き士ししか持っていないだろう」

　俺おれは前を向いたまま慎重に答えた。

「でも、それはアドミニストレータが望んで作り出した状況なんだ。最高司祭は、自分の完全なる支配が及ばない力が人界に生まれることを恐れた。だからこそ、統一大会の優勝者や禁きん忌き目もく録ろくの違反者をかき集め、記憶を封じて、忠実な騎士に造り変えてきたんだ。つまり、言い換えれば、アドミニストレータはこの世界の人間を信じちゃいないんだ、これっぽっちも」

「…………！」

　アリスが鋭するどく息を吸い込む気配。だが、これまでと違って、即座の反はん駁ばくはない。俺の言葉が彼女の心に届くことを祈りつつ、更に言葉を重ねる。

「もし、最高司祭が、人界に暮らす人間たちを信じ、装備の整った軍隊を編成して充分な訓練を施ほどこしていれば、今いま頃ごろはダークテリトリーの軍勢にも伍ごし得る戦力が人界にも存在していたはずだ。しかし、最高司祭はそうしなかった。いざ戦いくさとなれば真っ先に剣を取るべき上級貴族に怠たい惰だで放ほう恣しな生活を許し、その結果、彼らの魂たましいは澱よどんでしまった……。修剣学院で、俺とユージオが剣を振るった二人のように」

　ライオス・アンティノスたちがティーゼとロニエを凌りよう辱じよくしようとした一件は、ほんの二日前のことなのだ。もしこのまま負荷実験段階が到来し、人界がダークテリトリーからの総攻こう撃げきに晒さらされれば、あのような悲ひ劇げきが数限りなく起きることになる。

「でも……まだ、全すべてが手遅れになってしまったわけじゃない。ダークテリトリーの軍勢が押し寄せてくるまでに残された時間が、あと一年か、二年なのかは判わからないけど……それまでに、人界にも、できるかぎり大規模な軍隊を整えれば……」

「できるはずがありません、そんなこと！」

　ここでついに、アリスが叫んだ。

「お前もいま言ったばかりではありませんか。この世界の貴族たちが、いかに堕だ落らくしてしまっているか！　四皇帝家や上級貴族たちに、戦争が始まるから剣を取れと命じたところで、彼らは従うふりをしながら自分の命と財産だけを守ろうとするに決まっています！」

「ああ、確かに、大部分の上級貴族には闇の軍勢と戦う気概はないだろう。でも、一部の高等爵しやく家けには貴族の誇りが保たれているし、下級貴族や一般民にも、なんとしてでも家族や町を……この世界を守ろうという意志を持った人たちがたくさんいるんだ。彼らに、この塔に蓄積されている膨ぼう大だいな武具を全て分け与え、君たちが磨みがいた本物の剣技と神聖術を学ばせれば、一年で立派な軍隊を作り上げることも不可能じゃない」

「一般……民を……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくアリスに、俺は深く頷うなずいてみせた。

「そうだ。無理な徴兵をしなくとも、義勇兵を募つのるだけで、きっとかなりの人数が集まるはずだ。あちこちの街や村にはもう衛えい兵へい隊たいがあるんだしな。でも……今のままじゃ、これは絶対に実現不可能な話なんだ」

「…………最高司祭様が……お許しになるはずがない……」

「ああ。説得することすら不可能だろう。忠誠心を強制できない軍隊なんて、アドミニストレータにとっては、闇やみの軍勢と同じくらい恐ろしいもののはずだからな。つまるところ、結論はひとつだ。最高司祭アドミニストレータの絶対支配を打ち破り、残されたわずかな時間を最大限有効に使って、来きたるべき侵略に対抗できる防衛力を作り上げるしかない」

　アリスの横顔にそう告げながら、俺おれは大いなる皮肉を感じずにはいられなかった。

　アンダーワールドを創つくり、この壮大な実験を行っている組織《ラース》は、どうやら現役の自衛官らしい菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうと密接な関係がある。だとすれば、実験の目的は、現実世界の国防に深く結びついているに違いない。ことによれば、ユージオやアリスたち人工フラクトライトそのものを兵器の制御に利用しよう、などと考えている可能性すらある。

　そんなことは絶対に許せないと感じるいっぽうで、俺はいま、何万人という人界人を兵士として鍛きたえるべきだと提案しているのだ。

　そんな俺の忸じく怩じたる内心など知るよしもないアリスは、恐らく俺とは別の理由で、再び口を閉ざしている。

　彼女はきっと、魂たましいに刻み込まれた公こう理り教きよう会かいへの忠誠と、自分の手で捕ほ縛ばくした侵入者の言葉を天てん秤びんにかけているのだろう。表情は抑制されているが、心中の葛かつ藤とうや苦しみは、俺には想像もつかないほど大きいはずだ。

　やがて──。

　短い言葉が、夜風に乗って届いた。

「……会えますか」

「え……？」

「もし、お前に協力し……封印された私の記憶を取り戻せたなら、私はもういちどセルカに……妹に会えるのですか」

　瞬しゆん間かん、俺は強く奥歯を嚙かみ締しめた。

　会える。会うことには何の問題もない。しかし……。

　先刻の予測をアリスに告げるべきか、俺は迷った。だが、ここで適当に言葉を取り繕つくろったりは絶対にしたくない。意を決し、まずは頷うなずく。

「……会えるよ。飛竜を使えば、ルーリッドまでほんの一日、二日だろう。でも……いいか、よく聞いてほしい」

　俺は、右に一メートル半ほど離れて座るアリスの顔をじっと見詰め、その先を口にした。

「セルカと再会するのは、君であって君じゃない。記憶を取り戻したその瞬間、君はシンセサイズの秘ひ儀ぎを受ける前のアリス・ツーベルクへと戻り、同時に整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティは消滅するんだ。今の君の人格は、整せい合ごう騎き士しとして生きてきた記憶とともに消え去り、その体を本来の人格へと明け渡す……。残酷なことを言うけど……いまの君は、アドミニストレータによって造られた、《仮のアリス》なんだ」

　俺おれの言葉を聞くアリスの肩が、何度か深く震えた。

　しかし、嗚お咽えつが漏もれることはもうなかった。数秒してから、懸けん命めいに感情を押し殺しているかのような掠かすれ声が響ひびいた。

「……整合騎士は、最高司祭様によって造られたという話を聞いた時から……そういうこともあろうかと、思っていました。私は、この体をアリス・ツーベルクという名の少女から奪い、六年間も不当に占拠してきた……そういうことなのでしょう」

　返すべき言葉は、もう見つからなかった。胸中では大おお嵐あらしが吹き荒れているだろうに、それでもアリスは気丈に微ほほ笑えんでみせた。

「盗んだものは、返さなくてはなりませんね。それが……セルカの、両親の、お前の友人の……そしてお前自身の望みでもあるのでしょうから」

「…………アリス……」

「ただ……ひとつ、ひとつだけ頼みがあります」

「それは……？」

「この体に、本来のアリスの人格を復元する前に……私をルーリッドの村に連れていってくれませんか。そして、物陰から……ほんのひと目だけでいい。セルカの……妹の姿を、そして家族の姿を見せてほしいのです。それだけ叶かなえられれば、私は満足です」

　言葉を切り、アリスはゆっくりと首を回して、正面から俺を見た。

　その瞬しゆん間かん、いつの間にか東の空に昇っていた月が、雲間からさっと一条の光を投げかけた。全身を黄金の粒子に縁ふち取どられたアリスは、幼子のように赤く泣き腫はらした両眼めを和やわらげ、もういちど微笑した。その顔を見ていられず、俺は視線を頭上の月へと向けた。

　アリスの記憶を取り戻す。それこそが、無二の相棒であるユージオの、たったひとつの望みだ。つまり同時に、俺の望みでもあるはずだ。

　しかし、それは、隣となりで心細そうに膝ひざを抱える整合騎士……いや、一人の少女の死と同義だ。

　やむを得ない犠ぎ牲せい、やむを得ない優先順位。俺には、どうしようもないことなのだ。

「ああ……約束する。誓ちかうよ」

　俺は夜空を見上げたまま、そう告げた。

「記憶を復元する前に、必ずルーリッドに連れていく」

「……絶対ですよ」

　念を押すアリスに視線を戻し、深く頷うなずく。

　騎士もこくりと頷き返すと、大きく息を吸い、凜りんとした表情になって言った。

「解わかりました。それでは……人界と、そこに暮らす人々を守るため、私、アリス・シンセシス・サーティは、たった今より整せい合ごう騎き士しの使命を捨て……っ……あっ……!!」

　毅き然ぜんたる宣言が、突然、鋭するどい悲ひ鳴めいに変わった。黄金の鎧よろいに包まれた体を激はげしく仰のけ反ぞらせ、右手で右眼めを押さえる。美び貌ぼうを歪ゆがませているのは、巨大な激げき痛つうだろうか。

　俺おれは驚きよう愕がくし、腰を浮かせながらも、二日前に見た光景を反射的に思い出していた。

　ロニエとティーゼを救うため、次席上級修剣士ウンベール・ジーゼックの左腕を斬きり飛ばしたユージオ。俺が駆かけつけた時、彼の右眼は跡形もなく吹き飛び、噴ふき出した鮮血が赤い涙となって頰ほおに流れていたのだ。

　その日の夜、学院の懲ちよう罰ばつ房ぼうで、ユージオはぽつりぽつりと語った。ウンベールを斬ろうとした瞬しゆん間かん、右手がまるで自分の手でなくなってしまったかのように凍りつき、右眼が焼けるように痛んだのだ、と。そして目の前に、真っ赤に光る、見慣れない神聖文字が出現したのだ、とも──。

　いまアリスを襲おそっているのは、ユージオが語ったものと同一の現象だろう。恐らくは、ある種の心理的ブロックか。発現のトリガーは、魂たましいに刻み込まれた規則に抗あらがおうとすること。

「何も考えるな！　思考を止めるんだ！」

　俺はそう叫びながらアリスに近づき、右手で鎧の左肩を押さえた。そして左手で、苦しみ続ける騎士の右手首を包み、そっと右眼から外させる。

「っ…………!?」

　サファイヤのように碧あおいはずのアリスの瞳ひとみに、ちらちらと明滅する赤い光を見つけて、俺は息を吞のんだ。光の正体を確かめるべく、間近から覗のぞき込む。

　見開かれたアリスの右眼の、真円を描くブルーの虹こう彩さい。

　その外周部に、赤く発光する微細なラインが放射状に並び、ゆっくりと回転している。ラインの太さは一定ではなく、並び方もランダム。まるで──バーコードだ。

　俺は、ユージオの話を聞いた時から、この心理ブロックをアンダーワールド人に組み込んだのは最高司祭アドミニストレータだと推測していた。しかしこの二年間、アンダーワールドでバーコードなどというものを眼にした記憶はまったくない。

　──アドミニストレータの仕し業わざではない……？　しかし、となると、いったい何者が……？

　俺が小さな喘あえぎを漏もらした、その瞬間。

　円形バーコードの回転が停止し、アリスの収縮した瞳どう孔こうの真上を、奇妙な記号の羅ら列れつが横切った。真紅に輝きながら浮かび上がった文字列は、【[image: ＳＹＳＴＥＭ　ＡＬＥＲＴ]】と見て取れた。

　それが何を意味しているのか、いっとき途と惑まどってから、すぐに気付く。

　鏡文字なのだ。文字列の直下にあるアリスの瞳には、左右に裏返した形に見えているはずだ。つまり、【ＳＹＳＴＥＭ　ＡＬＥＲＴ】と。

　システム・アラート。俺にとっては、ＰＣを操そう作さしていると時折ポーンと出てくる不愉快な警けい告こくとして馴な染じみのある代しろ物ものだが、しかしアリスたちアンダーワールド人には、何の意味も持たないはずの単語だ。この世界では、日常生活に於おいては《汎はん用よう語ご》──すなわち日本語のみが用いられ、英語は《神聖語》として、ほとんどの住民には理解不能であり、理解する必要もないものとして扱われている。

　神聖術を学ぶ者であれば、最初の《システム・コール》を始めとした様々な英単語を唱となえはするものの、それらが具体的にどんな意味を持っているのかはほとんど意識されていないはずだ。俺おれはユージオに、アインクラッド流秘ひ奥おう義ぎことソードスキルの技名の意味をあれこれ教えたが、そのたびにどうして俺に神聖語の知識があるのかと不思議がられた。

　つまるところ、このＳＹＳＴＥＭ　ＡＬＥＲＴという文字列は、アンダーワールド人に対してはほとんど意味を成さない代物なのだ。だとすれば、この心理ブロックをアリスやユージオたちに組み込んだのは、アドミニストレータではなく現実世界の人間──すなわちラースのスタッフである誰だれか、ということになるのではないか……。

　高速回転する俺の思考を、至近距離で発せられたアリスの細い悲ひ鳴めいが遮さえぎった。

「ああっ……右眼めが、焼けるようです……！　それに……何か、文字が……見える……!?」
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「何も考えるな！　頭をからっぽにするんだ!!」

　慌ててそう叫び、アリスの小さな顔を両手で挟み込む。

「君に起きている現象は、たぶん教会に逆らおうとすると発動する心理障しよう壁へきみたいなものだ。右眼めに痛みを発生させて、無条件の服従を誘ゆう導どうしているんだろう……そのまま考え続けると、目玉が吹っ飛ぶぞ！」

　咄とつ嗟さにそう説明したが、しかしこの場合は、言えば言うほど逆効果かもしれない。どんな人間だって、考えるなと言われて思考を止めるような器用な真ま似ねはできまい。

　俺の声を聞いたアリスは、きつく両眼をつぶった。しかし、瞳ひとみに投とう影えいされる赤い文字列は、そんなことでは消えないだろう。騎き士しの両手が宙を彷徨さまよい、俺の両肩に触れるやきつく摑つかむ。小さな悲ひ鳴めいが断続的に漏もれるたび、両手に物もの凄すごい力が込められて俺の骨と筋肉が軋きしむが、アリスが感じている苦痛はその比ではないだろう。

　せめて思考を鎮ちん静せいする助けになればと、アリスの顔を両の掌てのひらでしっかり押さえながら、俺は頭の半分で推測を積み重ねる。

　アリスを含む何人かの整合騎士は、すでに一度禁きん忌きを破っている。そのせいで公こう理り教きよう会かいに連行され、シンセサイズの秘ひ儀ぎを施ほどこされたのだから。

　しかし、アリスに限って言えば、八年前に《ダークテリトリーへの侵入》の罪を犯した時、右眼が破裂したというような事実はないはずだ。ユージオから、そういう話はまったく聞いていない。彼の説明によれば、幼いアリスはふらふらと無意識的に境界線を踏ふみ越えてしまったらしい。つまりその際、自発的に禁忌を破らんとする明確な思考は、アリスの意識には存在していなかったということになる。

　現在、アリスを襲おそっている心理障しよう壁へきは、与えられた規則を積極的に破ろうという意志にのみ反応するのだろう。そのような考えを抱いた途と端たん、最初は右眼の痛みで、次にＳＹＳＴＥＭ　ＡＬＥＲＴの赤文字で対象者の思考を乱し、改めて禁忌への畏い怖ふ心を植え付ける。ただでさえ規則を破ろうとしないアンダーワールド人に、このような神の御み業わざとしか思えない心理障壁を施せば、彼らの遵じゆん法ぽう性は限りなく完かん璧ぺきなものとなるだろう。

　ただ、この心理障壁がラースのスタッフによって与えられたものだとすると、そこには大きな矛む盾じゆんが発生する。

　なぜなら、アンダーワールドで行われている実験の目的は恐らく、規則を破れる……正確に言えば、与えられた規則の正悪を自分で判断できる人工フラクトライトを生み出すことだからだ。せっかくアンダーワールド人がブレイクスルーに近づいても、こんな粗雑で暴力的な心理ブロックで無理やり後退させてしまうのは、本末転倒以外の何ものでもない。

　つまりこのシステム・アラートを仕込んだ人間は、意図的に実験の成功を遅らせている……ということになりはしないか。

　だとすれば、その人物はいったい何者で、目的は何なのか？

　ヒースクリフ……茅かや場ば晶あき彦ひこの複製意識の仕し業わざか、と一いつ瞬しゆん考えるがすぐに打ち消す。真なる異世界の創造を望む彼ならば、人工フラクトライトの進化を邪じや魔まはするまい。だいたい、こんな強引な手段は、あの男のスタイルではない。やはりこれは、ラースという組織に敵対する勢力または個人の妨害工作なのではないだろうか。

　ラースを指揮しているのが自じ衛えい官かんとしての菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうならば、敵対勢力は色々と想定できる。たとえば自衛隊内部で菊岡と対立するグループとか、国内の防衛産業を独占している大企業、考えを飛ひ躍やくさせれば外国の兵器メーカーやら諜ちよう報ほう機関という可能性まで出てくる。

　しかし、もしそれらの巨大勢力がラースの妨害を企くわだてたとして、こんな手の込んだ手段を採とるだろうか？　人工フラクトライトに妨害プログラムを組み込めるほどの権限を持っているなら、手っ取り早く、アンダーワールドの本質たるライトキューブ・クラスターを破は壊かいしてしまうこともできるのではないか。

　つまり、その何者かが意図しているのは実験の遅延だけで、完全なる消滅は望んでいないということになる。実験を遅らせて、何かを待っている？　準備に時間のかかる、大規模な工作──たとえば……。

　ライトキューブ・クラスターを含む、全実験成果の奪取。

　思考がそこに至り、慄りつ然ぜんとする俺おれの両手の中で、不意にアリスがか細い声を発した。

「……ひどい……」

　はっと我に返り、整せい合ごう騎き士しの顔を見下ろす。

　常に優美なラインを保っていた眉まゆはきつく寄せられ、目め尻じりには小さな水滴が宿り、唇は血が滲にじむほどに嚙かみ締しめられている。

　その、白く色の失うせた唇がわななき、再び切れぎれの言葉が発せられた。

「ひどい……こんな……。記憶、だけでなく、意識すらも……誰だれかに操あやつられる……なんて……」

　俺の両肩を握り締めるアリスの両手が、悲しみか、あるいは怒りによって強く震える。

「これを……この赤い神聖文字を、私の眼めに焼きつけたのは……最高司祭……様、なのですか……？」

「いや、違う……と思う」

　俺は反射的にかぶりを振っていた。

「この世界を創つくり、外側から観察している存在……創世記には登場しない《神》たちの一人がしたことだ」

「……神……」

　アリスの両眼から、透明な雫しずくが音もなく零こぼれ落ちた。

「私たち整合騎士が、神の創りたもうた世界を守るため、無限の日々を戦い続けても……神は信じてくださらないのですか。私から家族の、妹の思い出を奪い、その上このような封印すら施ほどこして……服従を強要する、なんて……」

　神の騎士として生きてきたアリスがいま、どれほどの衝しよう撃げきと混乱、そして絶望を感じているのか、俺には想像さえもできなかった。息を詰め、無言で見守る俺の目の前で、突然アリスの瞼まぶたが勢いよく見開かれた。

　右眼めの碧あおい虹こう彩さいを横切る鏡文字は、なおも鮮あざやかな深紅に輝いている。しかしアリスはそれを意に介する様子もなく、ただまっすぐ空を──黒雲の隙すき間まに浮かぶ青白い月を凝ぎよう視しした。

「私は、人形ではない！」

　掠かすれてはいるが、凜りんと響ひびく声で、アリスは叫んだ。

「確かに私は、造られた存在かもしれない。でも、私にも意思はあるのです！　私はこの世界を……世界に暮らす人々を守りたい。家族を、妹を守りたい。それが、私の果たすべき、唯一の使命です!!」

　右眼の文字列が、キイイイン、と甲かん高だかい金属音を放ちながら輝きを増していく。虹彩の外周に刻まれるバーコードも、再び高速で回転し始める。

「アリス……！」

　もう今すぐにでも起こるであろう現象を予感し、俺おれは叫んだ。

　アリスは、俺に視線を向けることなく、押し殺した声で囁ささやいた。

「キリト……私を、しっかり押さえていて」

「…………ああ」

　もはや、頷うなずく以外にできることはなかった。両手をアリスの顔から外し、両肩のアーマーへと移動させる。黄金の装甲越しに、小刻みに震える騎士の体を強く押さえ込む。

　アリスは長い金髪を一振りすると、昂こう然ぜんと天を振り仰あおぎ、大きく息を吸い込んだ。

「最高司祭アドミニストレータ……そして名を持たぬ神よ!!　私は、私の成すべきことを成すために……あなたと、戦います!!」

　凜と響く、独立の宣言。

　その余よ韻いんが消えないうちに、アリスの右眼から、深紅の輝きが光の柱となって迸ほとばしった。

　温かい血の飛ひ沫まつが、俺の頰ほおを濡ぬらした。










　　　２




　ユージオ。

　ユージオ……。

　どうしたの？

　怖い夢でも見たの……？




　ぽっ、と柔らかい音を立てて、ランプに橙だいだい色の光が灯ともされた。

　廊下に立つユージオは、両腕に抱いた枕まくらに顔の下半分を埋め、少しだけ開いた扉の陰に身を隠すようにして、部屋の中を覗のぞき込んだ。

　さして広くもない部屋の奥には、簡素な木のベッドが二つ。右側のほうは空からで、洗いたての上掛けがひんやりと畳まれている。

　そして左側のベッドには、ほっそりした人ひと影かげがひとつ、上体を起こしてユージオを見ている。右手に掲げたランプの光のせいで顔はよく見えない。艶つやのある純白の寝巻きの、少し開いた胸元からは、いっそう白く滑なめらかな肌が覗いている。ベッドに流れる長い髪は、絹のように柔らかそうだ。

　橙色の光の奥で、どうにかそれだけ見える艶やかな唇が、優しげな微笑を浮かべた。




　そこは寒いでしょう。さあ、こっちにいらっしゃい、ユージオ。




　ふわりと持ち上げられた上掛けの奥は、とろりとした温かそうな暗くら闇やみに満ちていて、廊下に流れる凍えるような冷気を強く意識させる。いつしか足が戸口をまたぎ、ユージオは定まらない足取りでふらふらとベッドに向かう。

　近づくほどに、なぜかランプの光が弱まり、ベッドに寝そべる女性の顔は忍び寄る暗がりに隠れてしまう。しかしユージオは、ただ温かな暗闇に潜もぐり込みたい一心で、懸けん命めいに足を動かす。だんだんと歩幅が狭まり、視点が低くなるようだが、それも不思議と気にならない。

　ようやく辿たどり着いたベッドはやたらと高さがあり、ユージオは抱いていた枕を投げ出すと、それを踏ふみ台にしてどうにかよじ登った。

　途と端たん、ふわりと柔らかい布が頭から被かぶせられ、視界が闇に沈んだ。ある種の渇望に急せかされるように、ユージオは暗がりの奥へ、奥へと這はい進んだ。

　伸ばした指に、温かく柔らかな肌が触れた。

　ユージオは夢中で縋すがりつき、顔を埋めた。しっとりとした肌が、まるでユージオを包み込むかのように優しく蠢うごめく。

　痺しびれるような満足感と、それに倍する渇望に翻ほん弄ろうされながら、ユージオは懸けん命めいにしがみついた。滑なめらかな腕が背中を抱き、頭を撫なでるのを感じて、ユージオは小さな声で訊たずねた。

「母さん……？　母さんなの？」

　すぐに答える声がした。




　そうですよ……お前のお母さんですよ、ユージオ。




「母さん……。僕のお母さん……」

　温かく湿った暗くら闇やみに深く深く沈み込みながら、ユージオは呟つぶやいた。

　重く痺れる頭の片かた隅すみで、泥沼に浮き上がる泡にも似た疑問がぷちりと弾はじける。

　母さんは……こんなにほっそりして、柔らかかっただろうか？　毎日麦畑で働いているはずの両手に、なんで傷ひとつないんだろう？　それに……右側のベッドで寝ているはずの父さんはどこへ行ってしまったんだ？　母さんに甘えようとするといつだって邪じや魔まをする兄さんたちはどこに……？




「ほんとに……あなたは、お母さんなの？」




　そうですよ、ユージオ。あなた一人だけのお母さんですよ。




「でも……父さんはどこ？　兄さんたちはどこへ行ったの？」




　うふふ。

　おかしな子ね。

　みんな、

　お前が殺してしまったじゃないの。




　突然、指がぬるりと滑すべった。

　ユージオは、目の前に持ち上げた左右の手を広げた。

　暗闇の中なのに、十本の指からぽたぽたと粘っこく滴したたる真っ赤な血がはっきりと見えた。




「……ぁぁぁあああああ!!」

　絶叫とともに、ユージオは飛び起きた。

　べたつく両手を、無む我が夢む中ちゆうで上着に擦こすりつける。悲ひ鳴めいを上げながら何度も何度も拭ぬぐったところで、自分の手を濡ぬらしているのが、血ではなくただの汗だとようやく気付く。

　夢を見ていたのだ──と思い至っても、早はや鐘がねのように鳴り響ひびく心臓も、滲にじみ出る脂汗も、しばらく収まろうとしなかった。とてつもなく恐ろしい夢の余よ韻いんが、いつまでも背中に冷たく貼はり付いている。

　──母さんや、父さんのことなんて……村を出てからは、ほとんど思い出さなかったのに。

　胸の中でそう呟つぶやき、きつく両眼めをつぶって、ユージオは浅い呼吸を繰くり返した。

　ルーリッドでの少年時代、母親は畑仕事と羊の世話に加え、家事全般に追われてユージオを優しくあやしてくれることなどほとんどなかった。物心ついた頃ころにはもう同じベッドで寝たりはしなくなっていたし、ユージオもそれを不満に思った記憶はない。

　──なのに、どうしていまさら、あんな夢を……。

　ユージオは強く頭を振り、思考を止めた。どんな夢を見るかは、月の神ルナリアが気ままに決めること。いまの悪夢にはきっと、何の意味もないのだ。

　少し呼吸が落ち着くと、今度は、自分はどこにいるのかという疑問が湧わいてきた。うずくまった姿勢のまま、そっと瞼まぶたを持ち上げてみる。

　まず視界に入ったのは、精密な模様の編み込まれた、驚おどろくほど毛足の長い深紅の絨じゆう毯たんだった。北セントリア五区の織物屋で買ったら幾らするのか見当もつかないそれが、視線を前に上げても上げても、どこまでも続いている。

　顔をまっすぐ前に向けると、ようやく、ずっと離れたところに壁かべが見えた。

　壁と言っても板張りや石積みではない。巨大な剣を模した黄金の柱が等間隔に並び、それらの間には巨大な板硝子ガラスが嵌はめ込まれている。だから、実際には壁というよりも連続した窓なのだろうが、貴重な硝子をこれほど惜しげもなく使った部屋は、四皇帝の居城にも存在しないのではないか。

　総硝子張りの壁の向こうには、月光を受けて青く輝く雲が幾つも浮かんでいる。どうやらこの部屋は、雲よりも高い場所にあるらしい。

　視線をさらに持ち上げていくと、夜空の一角に青白い満月が浮かんでいた。その周囲では、驚くほどたくさんの星々が静かに瞬またたいている。濃のう密みつな星空から降り注ぐ光があまりにも明るくて、いまが深夜なのだと気付くのが少々遅れた。月の高さからして、零時を少し回った頃だろうか。眠っているあいだに日付が変わり、五の月二十五日になってしまったらしい。

　最後にユージオは、真上を振り仰あおいだ。遥はるか高いところにある天井は完全な真円を描いていて、次の階に行くための上り階段は見当たらない。ということは、この部屋が、セントラル・カセドラルの最上階なのだろうか。

　広い天井には、見事な絵が色鮮あざやかに描き出されている。光り輝く騎き士したち、退しりぞけられる魔ま物もの、大地を分かつ山脈……どうやら創世記の絵物語になっているらしい。各所には、星のように輝く水晶まで埋め込まれている。

　しかしどうしたことか、絵の主題からして絶対に必要と思われる創世神ステイシアの姿が、あるべき中央部に存在しない。そこは純白に塗り潰つぶされ、何とも言えない虚無感のようなものが絵全体を支配してしまっている。

　しばし眉まゆをひそめてから、ユージオは顔を戻した。四つん這ばいの姿勢から上体を起こすと、背中が何かに触れて、慌てて振り向く。

「…………!?」

　身体からだを捻ひねったまま、ユージオは絶句した。すぐ後ろに存在したのは、驚おどろくほど巨大なベッドの側面だったのだ。

　部屋と同じく円形のベッドは、差し渡しが十メル近くもありそうだ。四本ある黄金の柱が、同じく金張りの天てん蓋がいを支え、そこから紫色の薄うす布ぬのが幾いく重えにも垂たれ下がっている。寝台は、東帝国産の絹らしき純白の敷しき布ふに覆おおわれ、窓から差し込む星明かりを受けて、仄ほのかに輝く。

　そして──ベッドの中央には、横たわる人ひと影かげがひとつ。天蓋から垂れる半透明の薄布に遮さえぎられて、おぼろげな輪りん郭かくしか見えない。

　ユージオは息を吞のみ、弾はじかれるように立ち上がった。これほど近くに誰だれかがいたのに、その気配に数分間も気付かなかったとは信じられない。いや、それ以前に、どうやらこのベッドの側面にもたれかかったまま、何時間も熟じゆく睡すいしてしまったようだ。いったいどうしてこんなことに──。

　そこまで考えてから、ユージオは、途切れた記憶に残る最後の場面をようやく思い出した。

　──そうだ……僕は、騎き士し長ちようベルクーリと……昔話の英雄と戦ったんだ。

　──青あお薔ば薇らの剣の《記憶解放術》で、騎士長と一緒に氷漬けになって……お互いの天命がなくなる直前に、派手な道化服を着た……確か、元老長チュデルキンとかいう小男が現れて、いろいろ奇妙なことを言った。それで、あいつの靴が氷の薔薇を踏ふみ割りながら近づいてきて……そのあとは……。

　どうやら記憶はそこで途切れている。あの道化男が自分をここまで運んできたのかもしれないが、その理由は不明だ。無意識のうちに腰を探さぐったものの、青薔薇の剣はどこかに消え去ってしまっている。

　途と端たんに襲おそってくる心細さを堪こらえながら、ユージオはベッドの人影に眼めを凝こらした。果たして敵か味方か……いや、ここは間違いなくセントラル・カセドラルの、それも恐らく最上階だ。そんなところにいる人間が、味方ということはあるまい。

　このまま足音を殺して部屋から脱出するべきかとも思ったが、眠る人影の正体を知りたいという欲求が勝まさった。だが、どんなに背伸びをしても、ベッド中央に垂れ下がる薄布に隠されて顔は見えない。

　息を殺しながら、そっとベッドに右膝ひざを乗せる。

　白絹の敷布が、ふかっと淡雪のように深く沈み込み、ユージオは慌てて両手を突いた。その手もまた滑なめらかな布地に沈んでしまう。

　先刻の恐ろしい夢でユージオを吞のみ込んだベッドの感触がまざまざと甦よみがえり、思わずぶるりと背中を震わせてから、音を立てないようにそっと左脚もベッドに乗せた。そのまま四つん這ばいで、ゆっくり、ゆっくりと中央を目指す。

　有り得ないほど巨大な寝台を慎重に這い進みながら、ユージオは、敷しき布ふの下に包まれているのが最高級の羽毛だとしたらいったい何羽ぶんになるのだろう、と考えずにはいられなかった。ルーリッドの村では、自宅の裏庭で飼っていた家鴨あひるの抜け羽を毎日少しずつ集め、薄うすい布団を一枚作るのに半年かかったものだ。

　天てん蓋がいから垂たれる薄布の手前でいったん前進を止め、ユージオは耳を澄すませた。ごくかすかに、規則的な呼吸音が聞こえてくる。相手はまだ眠っているようだ。

　おそるおそる、右手を伸ばす。指先を薄布の下に差し込み、ゆっくり、ゆっくりと持ち上げる。

　青白い光がベッドの中央まで届いた瞬しゆん間かん、ユージオは両眼めを見開いていた。

　横たわっているのは、ひとりの女性だった。

　銀糸の縁ふち取どりがついた淡い紫──《ステイシアの窓》とまったく同じ色──の薄物をまとい、身体からだの上で、白く華きや奢しやな両手を組み合わせている。腕や指は人形のように細いが、そのすぐ上で薄い布を押し上げるふたつの膨ふくらみは豊かで、慌てて視線を通過させる。広く開いた襟えりぐりから覗のぞく胸元もまた、輝くように白い。

　最後に、ユージオは、女性の寝顔を見た。

　その瞬間、魂たましいを吸い取られるような感覚が訪れ、視界から他ほかの全すべてが消え去った。

　何という造形の完かん璧ぺきさだろうか。もはや人とも思えない。八十階で戦った整せい合ごう騎き士しアリスも非の打ち所のない美び貌ぼうだったが、しかし彼女の美しさはまだ人間の範はん疇ちゆうに留とどまっていた。それが自然であり当然なのだ、アリスは人なのだから。

　しかし、ほんの一メル離れたところで眠る、この存在は──。

　央都で最高の腕を持つ彫刻家が、一生を費ついやして彫り続けても、これほどの造形美を生み出せるかどうか。容貌のたった一部分すら、形容する言葉をユージオは思いつけなかった。花のような唇と喩たとえたくとも、これほど可か憐れんな曲線を持つ花は、人界のどこにも存在するまい。

　閉じられた瞼まぶたを縁取る睫まつ毛げも、敷布に流れる長い髪も、純銀を鋳い溶とかしたかのようだ。薄うす闇やみの蒼あおと月光の白を映して、冷たく煌きらめいている。

　ユージオは、いつしか甘い蜜みつに惑まどう羽虫のように、考える力を奪われていた。

　この手に、髪に、頰ほおに触れてみたいという欲求だけが、空からっぽになった頭を満たしていく。

　じりっと膝ひざを進めると、これまで嗅かいだことのない種類の仄ほのかな香りが、ふわりと漂ただよう。

　伸ばした右手の指先が、もう少し……あと少しで、滑なめらかな肌に届く──。




　いけない、ユージオ、

　逃げて！




　ずっと遠くで、誰だれかが叫んだ気がした。

　小さな火花が頭の芯しんで弾はじけ、意識を包み込む濃のう密みつな霧きりを少しだけ払った。ユージオは両眼めを見開き、反射的に右手を引き戻した。

　──あの声……どこかで、聞いたような……。

　ぼんやりとそう考えているうちに、少しずつ思考力が甦よみがえり始める。

　──僕は……どうなったんだ……？　ここで、何をしているんだろう……？

　自分の置かれた状況を確認するために、目の前で眠る女性に視線を落とすと、再びねっとりと重い眠気のようなものが頭に忍び込んでくる。慌てて眼を逸そらし、強く頭を振って抗あらがう。

　──考えろ。考えるんだ。

　──僕は、このひとを、知っているはずだ。セントラル・カセドラルの最上階で、贅ぜいを尽くしたベッドにたったひとり眠る人物。つまり、公こう理り教きよう会かいで最高位の権力を持つ──ひいては、人界全すべてを支配する人物……。

　すなわち、最高司祭、アドミニストレータ。

　ようやく思い出せたその名前を、ユージオは何度も頭の中で繰くり返した。

　アリスを連れ去り、記憶を奪って整せい合ごう騎き士しに造り変えた張本人。計り知れない力を持つ賢けん者じやカーディナルでさえ敵かなわなかった、最強の神聖術師。キリトとユージオにとっての、究極の敵。

　そのアドミニストレータが、目の前で、眠っている。

　──いまなら……勝てる……？

　震える左手が、無意識のうちに腰へと動いたが、そこに青あお薔ば薇らの剣はない。元老長チュデルキンによって奪われたか、あるいはまだ大浴場を埋め尽くす氷の底か。いくら相手が寝ているといっても、武器なしでは…………

　いや。

　まだ残っている。小さな、しかしある意味では神器よりも強力な剣が。

　ユージオは、左手を腰から胸へと移動させ、上着の布地をそっと押さえた。硬い十字の感触が、しっかりと掌てのひらに伝わる。カーディナルに与えられた、最後の切り札。

　この短剣をアドミニストレータの体に刺せば、その瞬しゆん間かん、空間を越えて送り込まれるカーディナルの攻こう撃げき術じゆつによって、たちまち焼き殺されてしまうはずだ。

「…………っ……」

　しかしユージオは、布地越しに短剣を摑つかんだまま、苦悩の吐息を漏もらした。

　この短剣は、整合騎士アリスに使うべきものだ。もちろん焼き殺すためではなく、カーディナルの術でアリスを眠らせてもらい、記憶を回復させて本来のアリスに戻すために。それができなければ、仮にアドミニストレータを倒せたところで、ユージオにとっては何の意味もない。最高司祭を排除できれば、短剣を使わずともアリスを元に戻せるのかもしれないが、できるという確証はない。

　答えの出せない迷いにとらわれ、唇を嚙かみ締しめるユージオは、またしても不思議な声を聞いた、気がした。




　ユージオ……逃げて…………。




　だが、あまりにも遠いその声が、意識に届くよりも早く──。

　眠る女性の、銀色の睫まつ毛げがかすかに震えた。

　白い瞼まぶたが、ゆっくり、ゆっくりと持ち上がっていくのを、ユージオは呆ぼう然ぜんと見詰めた。もう、短剣を押さえる左手はおろか、視線さえも動かすことができない。一度は取り戻した思考力が、再び散りぢりにかき消されていく。

　女性は、薄うすく開きかけた瞼をいちど閉じ、まるでユージオを焦じらすかのように、ゆっくりとした瞬まばたきを繰くり返した。そして三度目で、ついに瞼を完全に持ち上げた。

「あ…………」

　自分の口から零こぼれた吐と息いきを、ユージオは自覚できなかった。

　露あらわになった瞳ひとみは、これまでどんな人間の眼めにも見み出いだしたことのない、純粋な銀色だった。まるで鏡のような虹こう彩さいを、淡い七色の輝きが、水面のようにたゆたいながら彩いろどっている。この世に存在するどんな宝石すらも色いろ褪あせてしまうほどの、神こう々ごうしい煌きらめき。

　ベッドの上で膝ひざ立だちになったまま、石像のように固まってしまったユージオの眼前で、目覚めた女性はまったく重さを感じさせない動作でゆるゆると上体を持ち上げた。両腕を胸の下に置いたまま、不可視の力に引かれるかのように起き上がると、長い銀色の髪も、風もないのにふわりとたなびいてからひと筋にまとまって背中に流れる。

　眼を開けたことで、ほんの少しの幼さが加わった女性──あるいは少女は、ユージオの存在などまるで気にも留めぬ様子で右手を口くち許もとに持ち上げ、小さなあくびをした。

　まっすぐ伸ばしていた両脚を、揃そろえて右に折る。細い体の重心が傾かたむくと、左手を敷しき布ふについて支える。

　その艶なまめかしい姿勢のまま、少女はついに顔を左に動かし、まっすぐにユージオを見た。

　虹にじ色の燐りん光こうに縁ふち取どられた、純銀の瞳。人の眼とも思えないのは、瞳どう孔こうが存在しないからだ。とてつもなく美しいが、鏡のように全すべての光を反射し、心の奥を一いつ切さい覗のぞかせない。

　二つの小さな鏡に映り込む、ぼんやりとした表情の自分を眺めていると、少女の艶つややかな真珠色の唇が小さく動いた。蜂はち蜜みつのように甘く、水晶のように清らかな中に、ひと垂たらしの艶めかしさを持つ声が、言った。




「可哀かわい想そうな子」




　何を言われたのか、理解するのにしばらく時間がかかった。しかし、思考力の鈍どん麻まを自覚することもなく、ユージオは呆ぼう然ぜんと問い返した。

「え……？　かわいそう……？」




「そうよ。とっても可哀想」




　無む垢くな清らかさと、触れなば落ちん危さを等しくはらんだ、聞く者の心をかき乱す響ひびき。

　真珠色に艶つやめく唇は、淡い微ほほ笑えみを浮かべたまま、続けて甘い声を零こぼれさせた。

「あなたはまるで、萎しおれた鉢植えの花。土にどれだけ根を張ろうと、風にどれだけ葉を伸ばそうと、ひとしずくの水にさえ触れない」

「……鉢植えの……花……」

　ユージオは眉まゆを寄せ、不思議な言葉の意味を理解しようとした。思考は霞かすみに包まれたままだが、少女の言葉には、何かしら心に突き刺さるような痛みを呼び起こすものがあった。

「あなたには解わかっている。自分が、どれほど渇き、餓うえているか」

「……何に……？」

　口が勝手に動き、低く掠かすれた声がそう問うた。

　少女は、鏡の瞳ひとみでじっとユージオを見詰め、微笑を消さぬまま答えた。

「愛に」




　愛……だって？

　まるで……僕が……愛を、知らないみたいに……。




「そのとおりよ。あなたは、愛されるということを知らない、可哀想な子」




　そんなことない。

　母さんは……僕を愛してくれた。怖い夢を見て、眠れない時は……僕を抱いて、子守唄を歌ってくれたんだ。




「その愛は、ほんとうに、あなた一人のものだったの？　違うでしょう？　ほんとうは、あなたの兄弟に分け与えた余り物だったんでしょう……？」




　噓うそだ。母さんは……僕を、僕だけを愛してくれたんだ……。




「自分だけを愛してほしかった。でもそうしてくれなかった。だからあなたは憎んだの。母の愛を奪う父を。兄たちを」




　噓うそだ。僕は……僕は、父さんや兄さんたちを、憎んでなんかいない。




「そうかしら……？　だって、あなたは斬きったじゃない」




　…………。

　誰だれを……？




「はじめて自分ひとりを愛してくれるかもしれなかった、赤毛の女の子……。あの子を力ずくで奪い、汚そうとした男を、あなたは斬った。憎いから。自分だけのものを奪われたから」




　違う……僕は、そんな理由で、ウンベールに剣を向けたわけじゃない。




「でも、あなたの渇きは癒いやされない。誰も、あなたを愛してくれない。みんな、あなたを忘れてしまった。もう要らないって、捨ててしまったの」




　違う……違うよ。僕は……僕は、捨てられてなんかいない……。

　そうだ……違う。僕には、アリスがいる。




　その名前を思い浮かべた途と端たん、意識を覆おおい尽くすねっとりとした霧きりが少し晴れたような気がして、ユージオは強く両眼めをつぶった。このままじゃいけない、今すぐ動かないと、込み上げる危機感がそう囁ささやく。

　しかし、実際に行動に移るよりも早く、蠱こ惑わく的な声が再び両耳から頭に滑すべり込んでくる。

「本当にそうかしら……？　本当にあの子は、あなただけを愛しているのかしら……？」

　憐あわれみの裏に、仄ほのかな笑いを忍ばせた響ひびき。

「あなたは忘れているの。思い出させてあげるわ。あなたが心の深いところに埋めてしまった、ほんとうの記憶を」

　途端、ユージオの視界がぐらりと傾かたむいた。

　羽毛を贅ぜい沢たくに使ったベッドは消え失うせ、暗く、深い穴をどこまでも落ちていく。

　不意に、生々しい青草の匂においが鼻をつく。

　視界の隅すみに緑色の木こ漏もれ日が瞬またたき、さえずり交かわす小鳥の声に、ざくざくと下草を踏ふむ足音が重なる。

　気付くと、ユージオは深い森の中を一人で走っている。

　視点がやけに低く、歩幅も短い。見下ろせば、麻の半ズボンから伸びた脚は、細く頼りない子供のものだ。だが違和感はすぐに消え去り、代わりに圧倒的な焦しよう燥そう感と寂せき寥りよう感が胸いっぱいに満ちる。

　今日は、なぜか朝からアリスの姿が見当たらないのだ。

　午前中の仕事である牛の世話と菜園の草取りを終わらせ、ユージオは一目散にいつもの集合場所──村外れの古樹の下に急いだ。しかし、どれだけ待とうとアリスは来なかった。それに、もうひとりの幼おさな馴な染じみである、黒髪の少年も。

　太陽が空のいちばん高いところに昇るまで二人を待ってから、ユージオは言い知れぬ不安を感じながらアリスの家までとぼとぼと歩いた。きっと、何か悪戯いたずらしたのがばれて、遊びに行くのを禁止されたんだ。そう思ったのに、ユージオを出迎えたツーベルクのおばさんは、首をひねりながら言った。

　おかしいわねえ、今日はずいぶんと早く出かけたわよ。キリ坊が迎えに来たから、てっきりユー坊も一緒だと思ったんだけどねえ。

　もごもごと礼を言って村長の屋や敷しきを後にしたユージオは、不安が焦あせりに変わるのを感じながら、村中を探し回った。しかし、衛えい士し長ちようの息子ジンクとその子分たちが占拠している中央広場はもちろん、どの遊び場にも、隠れ家にも、キリトとアリスの姿はなかった。

　思い当たる場所はもう、一箇所しかなかった。他ほかの子供たちが近づかない東の森の奥に最近見つけた、真ん丸い草地。大人たちが《妖精の輪わ》と呼ぶ、様々な花や甘い木の実でいっぱいの、三人だけの秘密の場所。

　そこを目指して、半なかばべそをかきながら、ユージオは懸けん命めいに走る。寂しさと訝いぶかしさ、そしてもうひとつ、名前を知らない感情に衝つき動かされながら。

　曲がりくねった小道を駆かけ抜け、ひときわ太い古木にぐるりと囲まれた秘密の空き地が近づいてきた時、行く手の樹の幹と幹のあいだに眩まばゆい金色の光が揺れて、ユージオははっと脚を止めた。

　間違いなく、見慣れたアリスの金髪の輝きだった。なぜか反射的に息を潜ひそめ、耳をそばだてる。ぼそぼそ、と密ひそかに交かわし合う言葉の端はし々ばしが、風に乗って届いてくる。

　どうして……どうしてだよ。

　そんな言葉だけを頭のなかで繰くり返しながら、ユージオは足音を殺して空き地に歩み寄った。押し潰つぶされそうなほど大きい惨みじめさを抱えたまま、苔こけむした幹に身を隠し、ソルスの光が溢あふれる秘密の場所を覗のぞき見る。

　咲き乱れる色とりどりの花の中央に、アリスが背を向けて座っていた。顔は見えないが、流れるまっすぐな金髪と、深い青のドレス、白いエプロンは間違いようもない。

　そしてその隣となりに、つんつんと硬い黒髪の頭。無二の親友、キリトだ。

　じっとりと冷たい汗が、握った両手に滲にじむ。

　立ち尽くすユージオの耳に、気まぐれな風がキリトの声を届けた。

「なあ……そろそろ戻ろうぜ。ばれちゃうよ」

　それに答える、アリスの声。

「まだだいじょうぶよ。もう少し……もうちょっとだけ、ね？」

　いやだ。

　もう、ここにはいたくない。

　しかしユージオの脚は、まるで樹の根に絡みつかれたかのように動かない。

　どうしても逸そらせない視線の先で、アリスの頭がそっとキリトに近づく。

　かすかな囁ささやき声の断片。

　明るい陽光の下、咲き誇る花々の中央で寄り添う二人の姿は、まるで一枚の絵のようで。

　いやだ。

　うそだ。こんなの、全部うそだ。

　ユージオは暗い場所で叫ぶ。しかしどれほど否定しようと、この光景が、自分の記憶の奥底から呼び覚まされた真実であるという確信が湧わき上がり、苦い水となって胸に満ちる。




「ほら……ね？」




　くすくす。

　ひそやかな笑いの混じる囁き声が、森の光景をかき消した。

　セントラル・カセドラル最上階、最高司祭の居室の巨大なベッドの上に戻っても、ユージオの瞼まぶたの裏に焼き付いた金色の輝きはなかなか消えなかった。それに、耳の奥にこだまする、アリスとキリトの囁き声も。

　森でキリトと出会ったのは二年前、アリスが教会に連れ去られたずっと後のはずだ、という理性の声も、胸に溜たまった黒い感情を打ち消すことはできなかった。両眼めを見開き、荒い息を繰くり返すユージオに、すぐ近くから銀髪の少女が憐れん憫びんの表情を向ける。

「もう解わかったでしょう……？　あの子の愛すら、あなた一人のものじゃないのよ。ううん……そもそも、最初からあなたのぶんはあったのかしらね？」

　甘い声がするりするりとユージオの中に滑すべり込み、そのたびに思考を激はげしくかき乱す。くっきりと浮き上がる、果てしない餓うえと孤独。心の表面がみるみるひび割れ、かさかさと剝はがれ落ちていく感覚。




「でも、私は違うわ、ユージオ」




　これまでで最も誘惑的な声が、蜜みつをたっぷりと含んだ果実から漂ただよう芳香の如ごとく、ユージオの耳にとろりと流れ込んだ。




「私があなたを愛してあげる。あなた一人だけに、私の愛をぜんぶあげるわ」




　半なかば曇くもった瞳ひとみをぼんやりと見開くユージオの視線の先で、銀の髪と瞳を艶つややかに煌きらめかせた少女──公こう理り教きよう会かい最高司祭アドミニストレータは、蕩とろけるような微笑を浮かべた。

　柔らかなシーツに沈み込んだ脚を動かし、上体をまっすぐに伸ばす。

　両手がゆっくりと持ち上がり、薄うす紫むらさきの絹の寝巻きの胸元を止めるリボンを思わせぶりに弄いじる。

　銀糸を編んだリボンの端はしを、しなやかな指先がつまみ、少しずつ、少しずつ引っ張っていく。

　広い襟えりぐりから半ば以上露あらわになった、しっとりと白い膨ふくらみが、誘うように揺れる。




「さあ、こっちに来て、ユージオ」




　その囁ささやきは、夢の中で聞いた母の声のようでも、また幻まぼろしの中で耳にしたアリスの声のようでもあった。

　恐ろしく細い腰の周りに、紫の薄物がまるで花弁のようにふわりと広がり落ちる様子を、ユージオは阻害された意識のなかで見詰めた。

　まさに花──それも、強烈な芳香と滴したたる蜜で虫や小鳥を惑まどわせ捕らえる、魔ま性しようの大たい輪りん。

　そんなふうに感じる部分はまだユージオの中に残っていたが、しかし、紫の花弁の中央に儚はかなげに佇たたずむ純白の花か芯しんから放たれる誘引力はあまりにも強烈で、先刻の幻に千々に乱されたユージオの思考を、粘性の液体のなかにどっぷりと引き込んでいく。

　あなたは、本当に満ち足りたと思えるほど、誰だれかに愛されたことがない。

　アドミニストレータはそう言った。そしてそれが、一面では確かな事実であると、ユージオは徐々に認め始めていた。

　ユージオ自身は、幼少のころ噓うそ偽いつわりなく、父母を、兄弟を、友人たちを愛した。自分が摘んできた花に喜ぶ母、獲とってきた魚を旨うまそうに食べる父や兄たちを見るとユージオも嬉うれしかった。意地悪なジンクやその仲間たちだって、たとえば彼らが風か邪ぜを引いたと聞けば、森で薬草を集めて届けたりもしたのだ。




　でも、その人たちはあなたに何をしてくれたの？　あなたの愛の見返りに、どんなものをくれたのかしら？




　そう……それを思い出せない。

　再び、目の前のアドミニストレータの微笑がぐにゃりと歪ゆがみ、過去の場景が甦よみがえってくる。

　あれは十歳になった年の春……村の広場で、大勢の子供たちと一緒に、村長から《天職》を与えられた日のことだ。緊きん張ちようするユージオを、台上からちらりと見下ろし、ガスフト村長が口にした天職は《ギガスシダーの刻み手》という思いがけないものだった。

　それでも、一部の子供からは羨せん望ぼうの声がちらほらと上がった。刻み手はルーリッド開村の頃ころから受け継がれる名誉ある天職だし、剣ではないにせよ本物の斧おのが与えられるのだ。ユージオ自身も、その時は決して不満には思わなかった。

　赤リボンのかかった羊皮紙の任命証を握り締しめ、村外れの自宅まで駆かけ戻って、ユージオは少し誇らしい気分で家族に天職を告げた。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、最初に反応したのは下の兄だった。彼はチッと短く舌打ちして、牛の糞ふん掃除は今日で終わりだと思ってたのにと毒づいた。次いで上の兄が、これで今年の作付けの計画が狂ったなと父に言い、父も唸うなるように、その仕事は何時に終わるんだ、帰ってから畑は手伝えるのか、とユージオに訊きいた。男たちの不ふ機き嫌げんを恐れるように、母は一言もなく台所に消えた。

　以来八年間、ユージオは家の中では常に肩身が狭かった。それなのに、ユージオが刻み手として稼かせいでくる賃金は父親に管理され、気付くと羊が増えていたり、農具が新品になっていたりした。衛えい士し見習いに任命されたジンクは賃金を全額自分で遣つかい、昼には肉をたっぷり挟んだ白パンを食べ、鋲びようつきのブーツやら、光こう沢たくのある革製の鞘さやに収めた剣を事あるごとに自慢していたのに。そんなジンクの前を、ユージオは擦すり切れた靴で歩き、背負った麻袋には売れ残りの固いパンしか入っていなかったのに。




「ほら、ね？　あなたが愛した人たちは、一度でもあなたのために何かをしてくれたことがあった？　それどころか、彼らは、あなたの惨みじめさを喜び、嘲あざ笑わらいさえしたでしょう？」




　そう……そのとおりだ。

　十一歳の夏にアリスが整せい合ごう騎き士しに連れ去られてから二年ほど経たった頃、ジンクはユージオに言ったのだ。村長んとこの娘が居なくなっちまったら、もうお前を構ってくれる女は、この村にゃいねえよな、と。

　あの時、ジンクの眼めは明らかに、いい気味だと告げていた。村でいちばん可愛かわいくて、神聖術の天才のアリスと誰だれよりも仲が良かったユージオが、その特権を失って喜んでいた。

　結局、ルーリッドの人々は誰ひとりとして、ユージオの気持ちに報むくいてはくれなかったのだ。差し出したものと等価の見返りを得る権利がユージオにはあったのに、それは不当に奪われていた。




「なら、あなたのその惨みじめさや悔しさを彼らに返したっていいじゃない？　そうしたいでしょう？　気持ちいいでしょうね……整せい合ごう騎き士しになって、銀の飛竜にまたがって、故郷の村に凱がい旋せんしたら。あなたを馬ば鹿かにした連中を全員地面に這はいつくばらせて、その頭をぴかぴかのブーツで押さえ付けてやったら。そうしてやってようやく、あなたはこれまで奪われたものを取り立てられるのよ。それだけじゃないわ……」




　銀髪の美少女は、自分の胸を覆おおっていた両の腕を、焦じらすかのようにゆっくり、ゆっくりと外した。支えを失ったふたつの膨ふくらみが、熟うれた果実のように柔らかく弾はずんだ。

　最高司祭アドミニストレータは、両腕をまっすぐユージオに差し伸べ、蕩とろけるような微笑を浮かべて囁ささやいた。

「あなたは初めて、愛される歓よろこびを存分に味わうことができるのよ。頭の天てつ辺ぺんから爪つま先さきまでが痺しびれるような、本物の満足を。私は、あなたから奪うだけだった連中とは違うわ。あなたが私を愛してくれたら、それとまったく等価の愛を返してあげる。深く愛してくれればくれるほど、あなたがこれまで想像もしなかったような、究極の快楽に誘いざなってあげるわ」

　ユージオの思考力はすでに、最後の一滴までもが魔ま性しようの花に吸い尽くされようとしていた。しかしそれでも、心の深奥に残された一ひと欠片かけらの理性が、ささやかに抵抗した。




　──愛っていうのは……そういうものなのかな？

　──お金と同じように……価値で購あがなう、それだけのものなのかな……？




　違いますよ、ユージオ先せん輩ぱい！

　という声が聞こえて、視線を向けると、灰色の制服に身を包んだ赤毛の少女が暗くら闇やみの向こうから懸けん命めいに手を伸ばしているのが見えた。

　しかしユージオがそちらに手を伸ばす寸前、分厚い漆しつ黒こくの緞どん帳ちようが幾いく重えにも降りてきて、赤毛の少女は悲しげな瞳ひとみの色だけを残して消えた。

　すると今度は、別の方向から、違う誰だれかの声がした。

　違うわ、ユージオ。愛は決して、何かの見返りに得られるものじゃないのよ。

　振り向くと、暗闇の中に小さく開けた草原に、青いドレスを着た金髪の少女が佇たたずんでいた。少女の碧あおい瞳が、この底無し沼からの唯一の出口であるかのように眩まばゆく煌きらめき、ユージオは萎なえた脚に鞭むち打うってそちらに這い進もうとした。

　しかしまたしても黒いカーテンがばさりと落とされ、緑の野原をかき消してしまう。光を見失い、ユージオは途方に暮れてその場にうずくまった。焼け付くような渇きは、もはや耐たえがたかった。自分は子供の頃ころから不当に虐しいたげられ、搾取され、与えられるべきものを誰かに奪われ続けてきたのだと考えると、惨みじめさと悔しさが濃こい塩水となって喉のどを焦こがした。

　ついにユージオは、項うな垂だれたまま、じり、じりと這はいずり始めた。濃のう密みつな甘い香りを放つ、蜜みつの泉へと。

　滑なめらかな絹の敷しき布ふをかき分け、前に伸ばした指先が、ひんやりとした肌に触れた。顔を上げると、女神の如ごとき美び貌ぼうを持つ銀髪の少女が、超然とした微笑を浮かべながら、ユージオの手を取っていた。

　優しく右手を引かれ、抵抗もできず前のめりに倒れる。一糸まとわぬ体がユージオを受け止め、とろけるような柔らかさで包み込む。

　耳みみ許もとで、甘い吐と息いき混じりの声が囁ささやいた。

「欲しいのね、ユージオ？　悲しいことを何もかも忘れて、私を貪むさぼり尽くしたいんでしょ？　でも、まだだめよ。言ったでしょう、まずあなたが愛をくれなきゃね。さあ、私の言うとおりに唱となえなさい。私だけを信じ、全すべてを捧げると念じながらね。それじゃあ……まず、神聖術の起句を」
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　ユージオにとってはもう、自分を幾いく重えにも包み込む、甘く柔らかな感覚だけが現実の全てだった。

　自分の口が動き、掠かすれた声が漏もれるのを、ぼんやりとユージオは聞いた。

「システム……コール」

「そうよ……続けて……《リムーブ・コア・プロテクション》」

　初めて、最高司祭アドミニストレータの声が、ある種の感情を滲にじませてかすかに揺れた。

　ユージオは、耳慣れない術式の最初の一句を、呟つぶやくように唱となえた。




「リムーブ……」




　与えられる命令に身を任せていると、自分の存在がどんどん軽く、薄うすくなっていくようだった。長い、長いあいだユージオを苛さいなみ続けてきた餓うえも、渇きも、甘い蜜みつに溶けて消えていく。同時に、いままで心の真ん中に抱いてきた大切な気持ちも形を崩くずし、見えなくなる。

　──本当に、これで、よかったのかな……。

　虚うつろになりゆく胸の奥で、そんな自問が小さな火花のように瞬またたいたが、その答えが見つかる前に、口から次の式句が零こぼれ落ちた。




「コア……」




　──だって、もう、悲しいのは、辛つらいのは、嫌いやなんだ。

　約束された愛なんて、この世には存在しない。もし……もし、アリスが記憶を取り戻しても、ユージオを見てくれなかったら？　禁きん忌き目もく録ろくに違反してウンベールを斬きり、公こう理り教きよう会かいに反逆して何人もの騎き士しと剣を交まじえたユージオを、アリスは恐れ、蔑さげすむのでは……？

　そんなことになるくらいなら、いっそここで立ち止まってしまったほうがいい。

　三つめの式句を唱えた時、二年間の旅路が完全に途切れてしまうであろうことが、ユージオにはおぼろげに理解できていた。しかし、そうなることで、辛く悲しい過去を忘れられるなら──そして、銀髪の少女が与えてくれる愛の中に浸ひたっていられるのなら、もうそれでもいいという気持ちも、確かに存在した。

「そうよ……さあ、いらっしゃいユージオ、私のなかへ」

　耳みみ許もとで、至上の甘さを湛たたえた囁ささやき声がとろりと流れた。

「いらっしゃい、永遠なる停滞のなかへ……」

　ユージオは、最後のひと言を、ひとつぶの涙とともに囁いた。
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「どっ……こい……しゃあああ！」

　やけくそ気味な掛け声とともに、何十回目かの懸けん垂すいで体を持ち上げた俺おれは、右足を大理石の角に引っかけてよじ登ると、そのまま水平な床面へと突っ伏した。

　限界を越えて酷使した関節や筋肉が、直じか火びで炙あぶられているかのようにじりじりと疼うずく。大粒の汗が額ひたいや首筋にとめどなく流れるが、拭ぬぐうために指先を動かすこともできず、ひたすら荒い呼吸を繰くり返す。この世界が、ＳＴＬによって生成されている仮想世界なのだという大前提が信じられなくなりそうなほどに、リアルでヘビーな疲労感だ。

　月が出るのを待って壁かべ登りを再開し、およそ二時間の苦く闘とうの果てにようやく辿たどり着いたセントラル・カセドラル九十五階だが、いまはあたりを眺める気力すら残っていない。四し肢しを投げ出し、眼めを閉じて、わずかなりとも天命が回復するのを待つ。

《ミニオン》が配置されていたテラスから目的地の九十五階までは七フロアしか離れていなかったが、その距離を登るためにこれほどの時間と体力を費やしてしまった理由は、俺の背中に細い鎖くさりで固定されている黄金の整せい合ごう騎き士しだ。

　数時間前、全アンダーワールド人に仕掛けられていると思われる《右眼の封印》──謎なぞめいたシステム・アラートを自みずからの意志によって乗り越えた騎士アリス・シンセシス・サーティではあるが、その代だい償しようはやはり大きかった。

　碧へき玉ぎよくのような右眼は跡形もなく吹き飛び、その痛みと衝しよう撃げきで、アリスは気を失ってしまったのだ。

　人工的記憶媒体であるライトキューブに魂たましいを保持されたアンダーワールド人は、それが理由なのかどうかは不明だが、心理的なショックに比較的弱い傾向がある。余りにも大きな悲しみ、恐怖、あるいは怒りなどに襲おそわれると──犯罪が存在しない世界ゆえ、それらの感情が発生することは稀まれだが──恐らくは致命的エラーからフラクトライトを守るために、ある程度の時間心神喪失状態に陥おちいってしまうのだ。二年前、北の山脈の洞どう窟くつでゴブリンの集団に捕らえられてしまったアリスの妹、セルカのように。

　アリスもまた、封印突破時のショックを緩かん和わするために気を失っただけで、いずれ眼を覚ますだろうと俺は推測した。もしフラクトライトに致命的なエラーを引き起こしていれば、主席上級修剣士ライオス・アンティノスと同じくその場で死んでしまっていたはずだからだ。

　そう考えれば、二日前にライオスの部屋でアリスと同じ現象に見み舞まわれたユージオが、意識を失うことなく剣を振り抜いたのは驚おどろくべきことだ。俺と一緒に懲ちよう罰ばつ房ぼうに放り込まれた後はさすがに放心していたが、それでも話しかければちゃんと答えた。

　アンダーワールド人の精神的脆ぜい弱じやく性と命令に対する絶対服従性の原因はまだはっきりとしていないが、少なくとも、それらを克服することは不可能ではない。ユージオとアリスが、身を以もつて証明している。アンダーワールド人は人工の知性──ＡＩではあるが、その魂たましいが持つ力は、現実世界人と何ら変わるものではないのだ……。

　などということを考えつつ、俺おれはミニオンのテラスでアリスの回復を待ったのだが、一時間経たっても騎き士し様は目を覚ましてくれなかった。右眼めは神聖術で止血したものの、完全に治ち癒ゆさせるには、空間リソースも術師としての技ぎ倆りようも足りない。待機中に月が昇り、空間リソースの供給は再開されたが、それは登とう攀はん用のハーケン生成に使わなくてはならなかった。せめてものことに、俺のシャツの裾すそを千切って作った即席の包帯をアリスの顔に巻いてから、気を失ったままの整合騎士を背負って塔を登る決心をしたのだ。

　互いの体を繫つないでいた鎖くさりを外し、アリスの細いが死ぬほど重い体を背中に乗せた時は、重量の大半を占める黄金の鎧よろいと金きん木もく犀せいの剣を置いていくことを真剣に考えた。しかし、アリスが共に戦う決意をしてくれたからには、その武装を捨てるのは愚ぐ策さくというものだ。

　改めて腹をくくり、背負った騎士の体を鎖でしっかりと固定してから、俺は夜空に溶け込むカセドラルの上部目指して絶ぜつ壁ぺきを登り始めたのだった。二時間に及んだ苦く闘とうの果てに、ついに新たなテラスが見えてきた時は、安あん堵どのあまり気が緩ゆるんでハーケンを一つ落っことしてしまったりもした。真下の地面に人がいなかったことを祈るしかない。

　ともあれ、こうして目標の九十五階まで、垂直の絶壁を九十メートルも登り切ったからには、しばらく寝っ転がるくらいのことは許されるだろう。だめと言われても、あと三分は動くつもりはない。

　そう決意し、俺はただひたすら全身を弛し緩かんさせる快楽に耽ふけっていたのだが、それを妨さまたげたのは、背中の上で発生した小さな声だった。

「う……ううん……」

　身み動じろぎする騎士の息づかいが、俺の首筋をくすぐる。

「……ここは……私……どう……」

　という呟つぶやきを漏もらしてから、アリスは起き上がろうとしたようだが、すぐに鎖が張り詰め、いったん減少した背中の重みが元に戻る。

「この鎖は……キリト……お前、まさか、私を背負って……ここまで……？」

　そのとおり、少しは感かん謝しやしてくれよ。と一人ごちたのも束つかの間ま。

「いやだ、お前、汗びっしょりじゃないですか！　私の服に染みが！　早く離れなさい！」

　そんな叫び声とともに後頭部をどつかれ、俺は額ひたいを床の大理石に思い切りぶつけた。




「ひでえよ……あんまりだ……」

　急せかされつつ鎖をほどき、背中の荷物を下ろした俺は、手近な円柱に寄りかかって嘆なげいた。

　しかし騎士様のほうは、俺の献身的重労働など一いつ顧こだにせず、顔をしかめて白いスカートをパタパタ払っている。その手を止めたと思ったら、背負われている間ずっと俺おれの首筋に密着していた袖そでをつまみ、眉み間けんに皺しわを寄せる。そんな様子を見れば、俺とても軽めの憎まれ口を叩たたかずにはいられない。

「そんなに気になるなら、お風ふ呂ろでも入ってきたらどうですか、騎き士しどの？」

　潔けつ癖ぺき症のアリスへの皮肉のつもりだったのだが、言われたほうは首を傾かしげて検討を始める気配なので、慌てて付け加える。

「いや、冗談だよ！　これからまた中層まで降りるなんて冗談じゃないぞ」

「いえ、そこまで行かずとも、ほんの五階下……九十階に、整合騎士専用の大浴場があるにはあるのですが」

「なぬ……」

　今度は、俺のほうがぐらりとくる。地ち下か牢ろうを脱だつ獄ごくしてからの激げき闘とうに次ぐ激闘と、予定外の壁かべ登りのせいで埃ほこりまみれ汗まみれの服と体をさっぱりさせたくないと言えば噓うそになる。

　風呂とは言わずとも、手近に水場のひとつもあれば──と思いながら、改めて周囲の状況を確認する。

　カセドラル九十五階、《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》は、その名のとおり巨大な展望デッキとして造られた場所のようだ。正四角形のフロア外周には壁がなく──だからこそこの場所を目指したわけだが──約三メートル間隔で立つ円柱だけが天井を支えている。この素通し構造を見れば、アドミニストレータが、まさかの侵入者に備そなえて少し下方の壁にミニオンを配置したのもなるほどと頷うなずける。

　俺とアリスがいる最外周部はフロアをぐるりと取り巻くテラスになっていて、その各所から内側に向けて短い階段が伸びている。少し高くなったフロア内部には、大理石の彫刻やら青々とした植木、華か麗れいなデザインのテーブルと椅い子すが幾つも置かれている。真夜中ではなく昼間にあの椅子に座れば、四方に果てしなく広がるアンダーワールドの絶景が楽しめることだろう。

　上下の階へと繫つながる大階段は、北側に設もうけられているようだ。いまさらではあるが、フロアに俺たち以外の人ひと影かげはない。

　果たして、ユージオはすでにこの九十五層を通過したのか、否いなか。

　八十階で彼と引き離されてから、七時間以上が経過している。普通に考えれば、四苦八苦して外がい壁へきをよじ登った俺と、内部の階段を使えるユージオでは、彼のほうが遥はるかに早くここまで辿たどり着けたはずだ。

　しかし問題は、俺たちが戦ったミニオン以上の強敵──整合騎士長ベルクーリ・シンセシス・ワンその人が、ユージオの前に立ちはだかったであろうということだ。相討ち寸前の激闘を演じた副騎士長ファナティオや、俺を苦もなくあしらったアリスよりも強いという、伝説上の英雄。

　もちろん、ユージオだって強い。剣の技ならば、あるいはすでに俺を超えたかもしれない。しかし、超人とでも言うべき上位整せい合ごう騎き士しには、技術だけでは勝てない。相手の裏を衝つき、周囲の状況全すべてを利用する、いわば《何でもあり》の戦術が必要となる。真ま面じ目めなユージオに、それができただろうか……。

　悩む俺おれに、同じくあたりを見回していたアリスが声を掛けた。

「これはもちろん、お風ふ呂ろとは関係なく言うのですが……あのユージオというお前の仲間は、まだここまで上ってきてはいないのではないでしょうか」

「え？　どうして？」

「なぜなら、この九十五階が、カセドラルの外部に放り出された私たちが再び内部に戻り得る唯一の場所だからです。それは見れば解わかることですし……つまり、もし先に到達していれば、彼はお前をここで待っているはずでしょう」

「……なるほど、それもそうだな……」

　俺は腕組みしながら頷うなずいた。言われてみればもっともな話で、もしユージオがこの階を先に通過したとすれば、捕ほ縛ばくされたか、あるいは──亡なき骸がらになっていたかだ。先の推測とは矛む盾じゆんするが、そう容易たやすく捕まったり殺されたりするユージオではない、と信じたい。

「それに、ユージオが……」

　自分でも自覚はしていないだろうが、ごく自然に彼の名を口にしたアリスが、考え込む表情で呟つぶやいた。

「……雲上庭園から大階段を上ったとすれば、この暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろうまで到達する以前に、最強の相手と遭そう遇ぐうしたはずです。小お父じ様……騎士長ベルクーリ閣下と」

　オジサマ、という呼称はさておいて、俺はある種の興味にかられて訊たずねた。

「やっぱり強いのか？　その騎士長閣下は」

　するとアリスは、即席の包帯を巻いたままの顔をふっと微ほほ笑えませ、頷いた。

「私も、立ち合いで勝ちを収めたことは一度もありません。となれば、私に負けたお前や、お前と同等の腕であろうユージオも勝てぬ道理」

「……そりゃ道理だけどさ。でも、あのまま戦ってたとして、俺があんたに負けたかどうかは……」

　俺がぶつぶつ口にした負け惜しみを聞き流し、黄金の騎士は続ける。

「小父様は、剣の技ぎ倆りようも超一流ですが、武装完全支配術はもはや神の技と呼ぶべきものです。あの方の持つ神器《時じ穿せん剣けん》は、その銘のとおり時間を貫つらぬく力を持っています。具体的には、小父様の斬きった空間には、斬ざん撃げきの威力がしばらく残り続ける……と言えば伝わるでしょうか。たとえ撃うち込みを回かい避ひし続けても、いつの間にか眼めに見えぬ刃やいばの檻おりに囚とらわれてしまう。動けばそれに触れて手足、下へ手たをすれば首が落ちますし、さりとて動かねばただの的となるだけ。小父様と戦う者は、最後には必殺の一撃を木で偶く人形のように受けるしかないのです」

「……斬撃が、残る……」

　その言葉だけでは実体をイメージしづらいが、要は斬ざん撃げきの持つ時間的な間合いを未来へと引き延ばすということだろうか。だとすれば、確かにそれは恐るべき力だ。俺おれやユージオが得意とするアインクラッド流連続剣技の、一撃の威力をスポイルしてでも攻撃の空間的、時間的間合いを広げるという本質を、あっさりと無効化してしまう。

　そんな敵と対たい峙じして、果たしてユージオはどうなっただろうか。彼が死ぬわけはないと確信しつつも、不ふ穏おんな予感が冷たく背中に這はい上ってくる。

　やはり、まずは階下へ向かって相棒を探すべきかもしれない。しかし、万が一彼がすでに拘束され、階上……アドミニストレータの住まうカセドラル最上部へと連れ去られていたら？　全すべてのコマンドを熟じゆく知ちしている最高司祭の手で、今にも何らかの危険な術を施ほどこされようとしていたら……？

　ようやく疲労感の薄うすれてきた両足に力を込め、俺は少々ふらつきながらも立ち上がった。フロア北ほく端たんの大階段を睨にらみ、唇を嚙かむ。

　こんな時こそ神聖術でユージオの現在位置を探さぐれればと思うが、全ての神聖術は原則として《この場にいない人間》を術式の対象に指定できない。それが可能なら、アドミニストレータ対カーディナルの死し闘とうもとっくに決着がついていただろう。対象が人間ではなくオブジェクトならば、まだ方法はあるのだが……。

　そこまで考えてから、俺はようやく単純な解決法が存在することに気付き、呟つぶやいた。

「そっか……そうだよ」

　訝いぶかしげな顔を向けてくるアリスに軽く頷うなずきかけてから、右手を掲げ、控えめな音量で叫ぶ。

「システム・コール！」

　壁かべ登りで乱費した空間リソースも再びチャージされつつあるようで、伸ばした指が仄ほのかな紫色に輝く。焦あせる気持ちを抑え、慎重にコマンド本体を唱となえる。

「ジェネレート・アンブラ・エレメント。アドヒア・ポゼッション。オブジェクトＩＤ、ＷＬＳＳ７０３。ディスチャージ」

　何事も憶おぼえておくものだ。俺がサーチ対象に指定したのはもちろん、ユージオの愛剣である青あお薔ば薇らの剣の固有ＩＤだ。これは完全なる推測だが、ＩＤ前半の《ＷＬＳＳ》なる文字列は、もしかしたら《両刃ダブルエツジド・長剣ロングソード・片手シングルハンド》の略で、後半の数字はそのカテゴリに含まれる剣の通し番号ではないだろうか。俺の黒い剣のＩＤが《ＷＬＳＳ１０２３８２》なので、青薔薇の剣が生成された頃ころはアンダーワールド全体で片手直剣がたった七百本しか存在せず、それが二年前の時点では十万本を超えているということになるようなならないような……。

　などと考えている間にも、俺の指先から放たれた一粒の闇あん素そは、ふわふわと浮遊しながら落下し、少し離れた床面に触れるやぱちっと弾はじけて消えた。

「……下だな」

「そのようですね」

　なるほど、という表情になったアリスと短く言葉を交かわす。

　下ろした右手を何度か握り締しめてみると、疲労によって減少した天命はある程度回復しているようだが、受けたダメージは俺おれよりもアリスのほうが深いだろう。改めて騎き士しを見やり、短く訊たずねる。

「右眼め、治ち療りようできそうか……？」

　するとアリスは、元は俺のシャツだった包帯に覆おおわれた右眼を指先でそっと押さえ、訊きき返してきた。

「この手当ては……お前が？」

「ああ……。どうにか血は止めたけど、俺の神聖術じゃそれが限界だった。でも、君なら……」

「それはもちろん、術式行使権限ならばお前の比ではないでしょうが……」

　相変わらず辛しん辣らつな台詞せりふをさらりと口にしてから、残された左眼を空に向け、青白い満月を見詰める。

「失われた眼を復元するに足る量の光こう素そを生成するには、現状では空間神聖力が不足しすぎています。ソルスが昇るまでは不可能でしょうね」

「なら、何か高優先度のオブ、じゃなくて持ち物を神聖力に変換すれば……それこそ、その鎧よろいとか……」

「器物を神聖力に還かん元げんする術は、それ自体に少なからぬ神聖力を必要とするのです。学院で習ったでしょうに」

　軽めの呆あきれ顔を作ってから、アリスは表情を改め、言った。

「痛みはまだ残っていますし、右側の視界も少し制限されますが、どちらも戦えないほどの問題ではありません。しばらくは、このままで構いません」

「で、でも……」

「──それに、もう少し、感じていたいのです。私が、長年信じてきた公こう理り教きよう会かいと戦うことを決意した証あかしである、この痛みを……」

　そう言われてしまえば、いまは頷うなずくしかない。これから始まるのは、騎士アリスが自みずからの運命を切り拓ひらくための戦いでもあるのだから。

「……解わかった。もし戦せん闘とうになったら、右側は俺が守るよ」

　そう答え、視線を大階段に向ける。

「じゃあ、悪いけど急ぐぞ。さっきの闇あん素そ術の感じだと、ユージオがいるのはけっこう下の階みたいだからな」

　正確には、俺がサーチしたのはユージオ本人ではなく青あお薔ば薇らの剣の現在位置だが、よほどのことがない限り彼が愛剣を手放すはずがない。俺の言葉を聞いたアリスは、同じく階段を見ながら頷いた。

「私が先に立ちましょう、道をよく知っていますから……と言っても、階段をただ下りるだけですが」

　そう宣言するや、俺おれに口を差し挟む隙すきも与えず、ブーツをかつかつと鳴らしながら歩き始めた。俺も慌ててその後を追う。

　フロアの北ほく端たんに設もうけられた下りの大階段からは、ひんやりとした空気が吹き上がってくるのみで、暗がりの先に何者かの気配はまったく感じられなかった。下層ですら居住者の生活感は限りなく薄うすかったセントラル・カセドラルだが、最上層近いこのあたりでは、美しい廃はい墟きよとでも言いたくなる寒々しさだけが色濃こく漂ただよっている。人界全土を統治する組織の中ちゆう枢すう部ぶとはとても思えない。

　確か、公こう理り教きよう会かいの上部には、整せい合ごう騎き士し団だんのほかに元老と呼ばれる連中がいるはずだったが、こんな高い所まで到達しても、そいつらを一人も見かけないのはどういうことだろうか。

　先に階段を下り始めたアリスの右隣どなりに並ぶと、俺は小声でその疑問を口にしてみた。すると騎士は軽く眉まゆをひそめ、同じく囁ささやき声で答えた。

「実のところ……私たち整合騎士にすら、元老たちの全容については知らされていないのです。九十六階から上には元老院という区画が存在すると聞いていますが、騎士の立ち入りは制限されていますし……」

「へえ……。──そもそも、元老っていう連中の仕事は何なんだ？」

「…………禁きん忌き目もく録ろくです」

　アリスの声が、更に低くなる。

「人界に暮らす全すべての民が、禁忌目録を遵じゆん守しゆしていることの確認と監視……それが元老の仕事です。そして、禁忌に触れる者が出現した時は、整合騎士を派は遣けんして事態の収拾に当たらせる。二日前、私が北セントリア修剣学院にお前とユージオを捕らえるために赴おもむいたのも、元老院から指令が発せられたからです」

「……なるほどな……。それってつまり、元老院は、最高司祭の仕事を代行してるってことか。でも、用心深いアドミニストレータが、よくそんな高い権限を与えたもんだな。それとも、元老たちも整合騎士と同じように、記憶を制御されてるのかな……」

　俺の言葉を聞いたアリスは、顔をしかめながらかぶりを振った。

「記憶の話はやめてください。今度は左眼めが痛くなったりしたら困ります」

「ご、ごめん。でも、もう大丈夫だと思うよ……。ユージオも、いちど封印を打ち破ってからは、とくに何も起きなかったし……」

「……だといいのですが」

　右眼の眼帯をそっと撫なでるアリスを横目で見ながら、俺は外周部テラスでの出来事を思い出していた。

　教会に反旗を翻ひるがえし、最高司祭と戦うことを決意するまでに、アリスは何度も激はげしく動揺したが、その過程でフラクトライトに挿そう入にゆうされているはずの《敬神パイエテイモジュール》が不安定になったりはまったくしなかった。アドミニストレータがアリスから奪った《記憶の欠片かけら》は、きっと妹のセルカか幼おさな馴な染じみのユージオとの思い出なのだろうと俺おれは推測していたが、修剣学院でユージオと対面した時も、セルカの名前を聞いた時も、エルドリエと違って額ひたいから紫色のプリズムが出てくる気配すらなかったのだ。

　となると、アドミニストレータがアリスから奪い、保管しているはずの記憶の中身は、いったい何なのだろうか。

　いまそれを気にしても詮せんないことではある。カーディナルの手によって、いわば《逆シンセサイズ》が行われれば、アリスは過去の記憶を取り戻し、いま俺の隣となりを歩く整せい合ごう騎き士しの人格は消滅するのだから……。

　再び、胸の奥が小さく疼うずくのを自覚しながら、俺は機械的に足を動かした。しんと静まり返る深夜の大階段に、二つの足音だけが硬く響ひびく。

　真っ赤な絨じゆう毯たんの敷しかれた踊り場を五回通過すると、下り階段はそこで途切れ、代わりに巨大な扉が出現した。九十四階から九十一階まではスルーしてしまったが、いままでのところ、床や壁かべに戦せん闘とうの痕こん跡せきはまったく残っていない。

　足を止めたアリスに、俺は視線で、ここが？　と訊きいた。

「ええ……。この先が、九十階の大浴場です。小お父じ様も、よもやこのような場所を迎げい撃げき地点に選んだりはしないと……思うのですが、あの人のすることは……」

　語尾を吞のみ込みながら、アリスは右手を持ち上げて両開きの扉に当てた。軽く力を入れただけで、分厚い大理石の一枚板が音もなく回転する。

　途と端たん、奥から真っ白い靄もやが塊かたまりとなって押し寄せてきて、俺は思わず顔を逸そらせた。

「うわ……すごい湯気だな。どんだけでっかい風ふ呂ろなんだよ、先がまるで見えないぞ」

　そんな場合ではもちろんないが、汗まみれになった服を脱ぎ捨てて熱いお湯に飛び込んだらさぞ気持ちいいだろうなあ……などと考えながら、一歩内部に踏ふみ込む。そこで俺はようやく、全身にまとわりつく白い靄が、お湯から立ち上る蒸気などではなく、極低温の冷気であることに気付いた。

　これはさすがのアリスも予想外だったようで、くしゅん、と小さな──そして俺のほうは盛大なくしゃみを炸さく裂れつさせる。その鼻息に押されたわけではないだろうが、白いベールがすうっと左右に分かれた。露あらわになった大浴場の全景に、俺は度ど肝ぎもを抜かれて立ち尽くした。

　カセドラルのワンフロアを丸ごと使っているのだろう、反対側の壁が白く霞かすむほどに遠い。床面積のほぼ全すべてが浴よく槽そうになっていて、俺とアリスが立つ場所からまっすぐ延びる通路によって二分割されているのだが、そのひとつずつが五十メートルプールかよと言いたくなるほどのサイズだ。

　しかし、真に驚きよう愕がくすべきは、俺たちから見て左側の浴槽になみなみと湛たたえられていたのであろうお湯が、いまは真っ白に凍り付いていることだった。

　浴場の隅すみに設もうけられた、獣けものの頭部を模した吐と水すい口こうから流れ落ちる滝までもが湾曲した氷の柱と化していて、この凍結が瞬しゆん時じに行われたことを示している。当然、自然現象ではなく、大規模な神聖術が行使された結果と見るべきだろう。

　しかし、この量のお湯を一瞬で氷結させるとは只ただ事ごとではない。氷ひよう素そを用いた通常の凍結術ならば、高位の術者が最低でも十人は必要なのではないか。

　俺おれは左前方に進み、階段状になっている浴よく槽そうの縁ふちを降りると、白く固まった水面に足を乗せた。黒い剣を装備した俺が全体重を掛けても、氷はみしりとも言わない。きっと、底まで完全に凍り付いているのだ。

「……誰だれが、何のために……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきながら、たなびく靄もやをかき分けて数歩前進した俺の足が、何か硬い物を踏ふんだ。それは、儚はかない音を響ひびかせて、一瞬で砕け散る。眉まゆを寄せて見下ろすと、氷の表面には丸い塊かたまりが他ほかにもたくさん転がっているようだ。手を伸ばし、ひとつ折り取って顔の前に持ってくる。

　それは──青く透き通った花弁を幾いく重えにも開いた、氷の薔ば薇らだった。

「…………!!」

　同じ物を、俺は何度か眼めにしている。カセドラルの五十階、《霊れい光こうの大回廊》で、副騎き士し長ちようファナティオ・シンセシス・ツーと戦った時──あるいは八十階の《雲上庭園》で、整合騎士アリス・シンセシス・サーティと戦った時。彼女たちの動きを止めるため、ユージオが発動させた武装完全支配術が、これと同じ氷薔薇を生み出したのだ。

　つまり、この巨大な浴槽を丸ごと凍らせたのは、神聖術ではなく……。

「…………ユージオ……」

　呟いた俺の隣となりに、しゃりん、と音をさせてアリスも降りてきた。驚おどろきに左眼を見開きながら、掠かすれた声で囁ささやく。

「なんという……。これを引き起こしたのは、ユージオなのですか……？」

「ああ、間違いないだろう。あいつの青薔薇の剣の武装完全支配術だ。……俺も正直、これほどの威力があるとは思ってなかったけどな……」

　ユージオは、自分の武装完全支配術を、足止めのためのものだと言っていたがとんでもない。この氷の地じ獄ごくに捕らえられれば、それだけで天命が全すべて消し飛びかねない。

　もしかしたら、あいつは本当に、伝説の騎士ベルクーリを退しりぞけたのかも……と思いながら俺は懸けん命めいに左右を見回した。青薔薇の剣をサーチした闇あん素そは確かにこのあたりを示したのだし、ならば剣の近くにユージオもいるはずだ。

　と、その時。隣のアリスが、小さく「あっ」と声を漏もらした。

「…………！」

　直後、俺も鋭するどく息を吸い込んだ。騎士の視線の先、二十メートルほど離れたところに、ひときわ大きなシルエットが存在した。間違いなく、人の肩から頭にかけてのライン。誰かが氷に埋まっているのだ。

　アリスと顔を見合わせ、二人同時に、足あし許もとの氷薔ば薇らを蹴け散ちらしながら走り始める。しかしすぐに、俺おれは氷に埋まる人ひと影かげが明らかにユージオではないことに気付いた。肩幅も、首回りも、ユージオの倍はあろうかという逞たくましさだ。

　落胆と警けい戒かい心しんによって速度を緩ゆるめる俺とは逆に、アリスはひと声か細く叫ぶや、走るスピードを一気に上げた。

「小お父じ様……！」

　引き止める間もなく、凍結したシルエットへと駆かけ寄っていく。

　──あれが騎き士し長ちようベルクーリ!?　ならばユージオはどこに行ったんだ……!?

　混乱しながらも、俺は再び足を早めた。数秒後に追いついた時には、アリスは氷に半なかば埋まる巨漢の前にひざまずき、両手をきつく握り締しめて悲ひ鳴めい混じりの声を絞り出していた。

「小父様……！　騎士長閣下！　なぜ、このようなお姿に……!?」

　八十階でユージオの武装完全支配術をその身に受けたアリスは、もう青薔薇の剣の力を知っているはずでは。という俺の疑問は、すぐに解消した。

　分厚い氷に胸元まで沈み込む大男は、ただ凍り付いているだけではない。筋肉が盛り上がる肩も、丸太のように太い首も、そしてその上の野の太だ刀ちのように剛ごう毅きな相そう貌ぼうまでもが、無機質な灰色に染まってしまっている。

「……これは……ユージオの武装完全支配術じゃないぞ……」

　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやく俺に、背を向けてひざまずいたままのアリスが小さく頷うなずいた。

「……私も、そう思います。昔、小父様に聞いたことがあります。元老長は、あらゆる人間を石に変えてしまう権限を与えられている……その対象には、整合騎士すら含まれる、と。確か術式の名は……《ディープ・フリーズ》といったはずです」

「ディープ……フリーズ。なら、このおっさん……じゃない、騎士長殿どのにその術を掛けたのは、仲間のはずの元老長なのか？　でも、どうして……。今や、侵入者を討伐するための貴重な戦力だろうに」

「……小父様は、元老院から下りてくる指示には密ひそかな疑念をお持ちのようでした……。しかし、かつての私と同じように、公こう理り教きよう会かいによる統治なくして人界の平和は有り得ないと信じ、これまで永えい劫ごうの日々を戦ってこられたのです。元老長にいかなる権限があろうとも、このような……このような仕打ちを受けるいわれはありません、断じて!!」

　俯うなずき、そう叫んだアリスの膝ひざ許もとに、左眼めから溢あふれた涙がぽた、ぽたと滴したたった。頰ほおを拭ぬぐおうともせずにアリスは両手を伸ばし、石化したベルクーリに縋すがりついた。宙に零こぼれた涙の雫しずくが、騎士長の額ひたいに当たり、光の粒となって散った。その直後。

　びしっ！　という音が耳じ朶だを打った。

　アリスが弾はじかれるように身を起こし、ベルクーリの首筋に見入る。そこには、まるでアリスの涙のささやかな温度が石化を溶かしたかのように、細いひび割れが生まれている。亀裂はたちまち数を増し、微細な破片が幾つも弾はじけ飛ぶ。

　灰色の石像が、自みずからを割り砕きながら、少しずつ、少しずつ首の角度を変えていくさまを、俺おれとアリスは呆ぼう然ぜんと見守った。

　やがてついに顔を仰あお向むかせた石像は、今度は口の周囲にひび割れを刻み始めた。数時間前までは生きた血肉であったはずの破片が、途切れることなく零こぼれ続ける。

　ディープ・フリーズという名称からすると、そのコマンドは、アンダーワールド人の活動を肉体のみならず精神までも完全停止させるものと思われた。現実世界で、たとえば体に石せつ膏こうを塗りたくられるのとはわけが違う。絶対の神であるシステムの命令によって、あらゆる動作を禁止されているのだ。それを、この男は、意志の力で打ち破ろうとしている。

「小お父じ様……やめて、もうやめて！　体が壊こわれてしまうわ、小父様!!」

　アリスが涙混じりの声で叫んだ。しかし騎き士し長ちようベルクーリは、神への反逆を一いつ瞬しゆんたりとも止めようとせず、ついにひときわ大きな破砕音を響ひびかせて、両の瞼まぶたを持ち上げた。露あらわになった瞳ひとみは皮膚と同じく灰色に染まっていたが、虹こう彩さいがまるで水面のように揺れ、淡いブルーグレーの色彩をごくわずかに取り戻した。男の双そう眸ぼうから放たれる、強きよう靱じん極きわまる意志の力を、俺はまざまざと感じた。

　ぽろぽろと無数の欠片かけらを振り撒まきながら、口くち許もとにニヤリと太い笑みが形作られ、そこからひどく掠かすれた──しかし力強い声が流れ出た。

「……よう、嬢じようちゃん。そんなに、泣くんじゃねえ……美人が、台無しだぜ」

「小父様……!!」

「心配、すんなって……。こんな術式ひとつで、オレがくたばるわけがねえ、だろう。それより……」

　ベルクーリは一瞬言葉を止め、すぐ目の前にあるアリスの泣き顔と、その右側を覆おおう即席の包帯をしばし見詰めると、まるで父親の如ごとき慈じ愛あいに満ちた笑みをうっすらと浮かべた。

「そうか……嬢ちゃん、ついに……壁かべを、越えたんだな……。このオレが……三百年かけて、破れなかった、右眼めの……封印を……」

「お、小父様…………私……私は……」

「そんな顔……すんじゃねえ……。オレは……嬉うれしいんだ、ぜ……。これで、もう……オレが、嬢ちゃんに、教えることは……何もねえ……」

「そんなこと……そんなことありません!!　小父様には、もっと、もっと、教わりたいことが、た、沢たく山さん、たくさん……!!」

　アリスは、子供のような嗚お咽えつを隠そうともせず、再び騎士長の首を両腕でかき抱いた。ベルクーリは、優しい微ほほ笑えみを浮かべたまま、アリスの耳に囁ささやきかけた。

「嬢ちゃんなら、できるさ……。公こう理り教きよう会かいの……過あやまちを正し、この歪ゆがんだ世界を、あるべき形へ……導みちびく……ことが…………」
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　その声が、急速に力を失いつつあることに、俺おれは気付いた。騎き士し長ちようのフラクトライトから生み出される驚きよう異い的な意志力が、ついに尽きようとしているのだ。

　光を失い、灰色の石に戻りつつあるベルクーリの眼めが不意に動き、まっすぐ俺を見た。もう動かない唇から、乾き、掠かすれ切った声が流れ出た。

「おい、小僧……。アリスの嬢じようちゃんを……頼んだ……ぞ」

「……解わかった」

　それだけを口にしながら頷うなずいた俺に、古いにしえの英雄は、首筋に新たなひび割れを刻みながら頷き返した。恐らく最後の言葉が、白い冷気に乗って俺の耳に届いた。

「お前の……相棒は……元老長、チュデルキンが……連れていった……。恐らく……最高司祭殿の、居室へ……。急げ……あの坊やが、記憶の迷路に……惑まどわされる前に…………」

　声が途切れると同時に、騎士長ベルクーリは、再び物言わぬ石像と化した。

　白い霜しもに胸元までを厚く覆おおわれ、首筋から目め許もとにかけて無数のひび割れを刻んだその姿は、古の英雄に相応ふさわしい勇壮さを尚なおも漂ただよわせているように感じられた。

「…………小お父じ様……」

　騎士長の肩に縋すがりついたままのアリスが絞り出す悲痛な声を聴きながら、俺は、伝えられた言葉の意味を懸けん命めいに考えた。

　元老長チュデルキンなる人物が、騎き士し長ちようベルクーリに《ディープ・フリーズ》コマンドを施ほどこし、この場からユージオを連れ去った。そこまでは事実だろう。周囲を見回すと、氷結するベルクーリから少し離れた場所で、まるで氷を電動鋸のこぎりで切断したかのような真四角の穴が、浴よく槽そうの底まで続いているのに気付く。

　ユージオは、きっと騎士長と相討ちになる覚悟で氷薔ば薇らの術を発動させたのだ。そこに乱入した元老長が、ユージオを氷ごと切り出し、上層にあるアドミニストレータの居室へと運んだ。だが、騎士長が言い残した、記憶の迷路という言葉がどうにも気になる。あのユージオがそうそう容易たやすく洗脳されてしまうとは思いたくないが、フラクトライトを直接操そう作さする力を持つというアドミニストレータが、いったいどんな手段を弄ろうするかは俺おれにも想像がつかない。

　考え込みながら四角い縦たて穴あなに見入っていた俺は、滑なめらかな切断面のすぐ奥で、きらきらと光を反射する何かに気付いた。穴に歩み寄り、しゃがみ込んで眼めを凝こらすと、それは浴槽の床に突き立てられたひと振りの長剣だった。数センチの氷越しでも、流りゆう麗れいなその姿を見誤るはずがない。ユージオの愛剣、青薔薇の剣だ。

　ある意味ではユージオの分身とも言える美しい神器が、深い氷の底に残されている光景は、俺の不安感をいや増すものだった。ベルクーリをかき抱いたままのアリスをちらりと見てから、左腰の黒い剣を抜き、切きっ先さきを氷に埋まる青薔薇の剣の真上に軽く突き立てる。逆手に握った柄つかに、一いつ瞬しゆんだけ力を込める。

　ぴきっ！　と硬い音が響ひびき、氷が垂直に割れて、隣となりの縦穴へと崩くずれ落ちた。氷に膝ひざを突き、大部分が露ろ出しゆつした青薔薇の剣の柄を左手で包むと、零下何度とも知れない冷たさが容赦なく肌を刺すが、それに耐たえてゆっくりと引っ張る。剣は少しだけ抵抗したが、やがて微細な氷片を散らしながら音もなく抜け出た。

　右手に黒い剣、左手に青薔薇の剣を握ったまま立ち上がると、その荷重に抗議するかのようにあちこちの関節が軋きしんだ。高優先度の神器二本を同時に持っているのだから当然のことだが、ここで音ねをあげるわけにはいかない。この剣たちは、カセドラルに連行されようとしている俺とユージオのもとに、傍そば付づき練士のロニエとティーゼが掌てのひらに血を滲にじませながら運んでくれたものなのだから。

　今度は、俺がユージオのところまで青薔薇の剣を運ぶ番だ。

　再びあたりを見回すと、霜しもの降りた氷面に、見覚えのある白革の鞘さやが放置されていた。黒い剣を左腰に戻し、落ちている鞘を拾い上げて青薔薇の剣もそれに収める。少し考えてから、二本目の剣をベルトの右側に吊つるすと、なんとか動き回れる程度にはバランスが取れた。

　ふうっと息を吐きながら振り向いた先では、いつの間にかアリスが立ち上がっていた。左眼の涙を袖そで口ぐちで拭ぬぐうと、照れ隠しなのか少々ぶっきらぼうな口調で言う。

「……剣を二本も持つような酔狂者は、恰かつ好こうをつけたいだけの上級貴族と相場が決まっていますが……なんだかお前は妙に様になっていますね」

「ん？　そうかな……」

　これには思わず苦笑してしまう。確かにＳＡＯ時代の俺おれは、両手に剣を装備して戦う二刀流スキルをソロプレイヤーとしての生命線にしていたが、しかし長いあいだスキルを隠し通していたせいか、いまだに二刀装備状態を見られるのは落ち着かない。

　いや──もしかしたらそれだけではなく、デスゲームＳＡＯをクリアした二刀流キリト、などという仰ぎよう々ぎようしい二つ名を、俺は心のどこかで恐れ……あるいは嫌けん悪おしているのかもしれない。あんな役回りだけは、誰だれになんと言われようと、二度とご免だ。

「……だからって、二本の剣を同時に振るのはとても無理だよ」

　肩をすくめてそう言った俺に、アリスはさもありなんと頷うなずいた。

「二本の剣を握っていると、肝心の秘ひ奥おう義ぎが使えなくなってしまいますからね。その一事を取っても、二剣装備に意味がないことは明らかです。それより……その剣が残されているからには、ユージオはやはりすでに最高司祭様に捕らわれてしまったようですね……。急いだほうがいい、あの方の行いは、人の考えの及ぶところではありませんから……」

「……話したことがあるのか？　アドミニストレータと」

「一度だけ」

　俺の問いに、アリスは表情を引き締しめながら頷うなずいた。

「もう六年前になりますが……整せい合ごう騎き士し見習いとして、過去の記憶を全すべて失った状態で目覚めた私は、《召喚主》であり人界における神の代行者でもあるという最高司祭様と対面しました。見た目には、剣はおろか重いものは何一つ握ったことのなさそうな、なよやかで美しい方なのですが……でも、あの眼め……」

　両腕で、自分の体を抱くようにしながら続きを囁ささやく。

「あらゆる光を跳ね返す、鏡のような銀色の瞳ひとみ……。そう、今なら解わかります。あの時、私は、最高司祭様を深く畏おそれた。決して逆らってはならない、お言葉の一片たりとも疑わず、全てを捧げて仕えねばならないと私に思わせたのは、圧倒的なまでの恐怖……だったのでしょうね、きっと」

「アリス……」

　俺はかすかな危き惧ぐを感じながら、騎士の俯うつむけられた顔を見詰めた。

　しかしアリスは、そんな俺の内心を察したかのように、大きく深呼吸してから視線を上げて頷いた。

「大丈夫です。私はもう決めたのです。遥はるか北方の地で暮らす妹のために……まだ見ぬ家族、そして多くの民のために、正しいと信じることを行うと。──小お父じ様は、我らに仕掛けられた右眼の封印をご存知だった。それはすなわち、全整合騎士を束たばねるベルクーリ・シンセシス・ワンにして、公こう理り教きよう会かいの支配を決して盲目的に善よしとしてはおられなかったということです。この階まで下りてきたのは、お前の相棒を助けるという点では無駄足でしたが、でも小父様と会えてよかった……。これでもう、私の心は決して揺らぐことはありません」

　アリスは腰を屈かがめ、石化したベルクーリの頰ほおを優しく撫なでた。しかしその動作も一いつ瞬しゆんのことで、くるりと身を翻ひるがえすと、力強く氷を踏ふみながら、来きし方かたへと歩き始めた。

「さあ、急ぎましょう。ことによると、最高司祭様と相対する前に、元老長と一戦交える必要があるかもしれませんから」

「お……おい、騎き士し長ちようさんはあのままにしておいていいのか？」

　小走りで横に並んだ俺おれがそう訊たずねると、整合騎士アリスは、左眼めに鋭するどい光を浮かべ、こともなげに言った。

「元老長チュデルキンを吊つるし上げて術を解除させるか……あるいは斬きり捨てればそれで済むことです」

　二本の剣の重みに耐たえて歩きながら、この騎士をもう一度敵に回すのだけは絶対にご免だと俺は考えた。




　再び五フロアぶんの階段を、今度は重力に逆らって駆かけ抜けた俺とアリスは、九十五階《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》に戻ったところで足を止めた。

　右腰に下がる青あお薔ば薇らの剣のせいで荒い呼吸を繰くり返す俺に対して、装備の重量という点では大差ないはずの整合騎士様の顔はあくまで涼しげだ。冷気すら感じさせる雪白の肌と碧あおい瞳ひとみに、確たる決意を浮かべて次層へ続く階段を見上げている。

「……息を整えながらでいいから聞きなさい。元老たちは、武器を使った近接戦せん闘とう力りよくこそ一般民と大差ないはずですが、神聖術の行使権限は我々整合騎士を上回ります。たとえ空間神聖力の薄うすいこの状況でも、薔薇園で収しゆう穫かくされる触媒結晶を使って、ほぼ無限に遠隔攻こう撃げき術じゆつを放ってくるでしょう」

「そういう、相手には……不意打ちからの、接近戦と、相場が決まってる……な」

　ぜいぜい言いながら口を挟んだ俺に、アリスはこくりと頷うなずいた。

「もはや、戦いの体面にこだわっている場合ではない。気け取どられずに接近できればそれに越したことはありませんが、そう都合よく運ぶとは限りません。不意打ちに失敗した場合は、私の剣の完全支配術で奴やつらの神聖術を防いでいるあいだに、お前が突入するのです」

「……俺が斬り込み役か……」

　魔ま法ほうタイプの敵はどうにも苦手な俺が浮かない顔をすると、アリスはぴくりと左の眉まゆを持ち上げ、得意の皮肉を放った。

「役回りを逆にしても私は構いませんよ。しかしその場合は、お前に神聖術を防いでもらうことになりますが」

「わかった、やるよ、やりますよ」

　確かに俺の黒い剣は、現在も天命回復中で完全支配術が使えるかどうか心こころ許もとない。できることなら、対最高司祭戦まで温存しておきたいのが正直なところだ。そもそも、ギガスシダーに由来する闇やみ属性の大おお槍やりを召喚するだけという実にシンプルな俺おれの必殺技は、状況をひっくり返す破は壊かい力はあれども、アリスの剣の《花はな嵐あらし》のような応用力に乏とぼしい。

　こくこく頷うなずいた俺に、アリスは真顔で言った。

「気が向けば、後ろから回復術のひとつも掛けてやります。存分に暴あばれて構いませんが、元老長チュデルキンだけは生かしておいてください。私の記憶どおりの姿なら、色鮮あざやかな青と赤の道化服を着た小男です」

「……なんだか……威い厳げんもへったくれもない恰かつ好こうだな」

「だからと言って、侮あなどってはなりませんよ。恐るべき《ディープ・フリーズ》術の他ほかにも、高速かつ高威力の術式を多数操あやつる……教会内でも最高司祭様に次ぐ能力を持つであろう術者ですから」

「ああ、解わかってるよ。そういう一見小者っぽい奴やつが、実は一番厄やつ介かいだったりするのがクエストのお約束だからな」

　俺の台詞せりふに怪け訝げんな表情をしたのも束つかの間ま、アリスは鋭するどい視線を上り階段に向け、それでは、と力強い声で言った。

「──行きましょう」




　急ぎつつも、可能な限り足音を殺して大階段をワンフロアぶん駆かけ上った先に待っていたのは、やけに狭くて薄うす暗ぐらい通路と、突き当たりに立ち塞ふさがる黒い扉だった。

　気味の悪い緑色のランプに照らされた通路の幅は、せいぜい一メートル半というところだろう。人がすれ違うにもちょっと気を使うほどの狭さだ。その奥の、片開きの扉がまた小さい。俺やアリスはギリギリ頭をぶつけずにくぐれそうだが、たとえば騎き士し長ちようベルクーリほどの偉い丈じよう夫ふなら、かなり身を屈かがめる必要があるのではないか。

　どうにもしっくりこない光景だ。普通、最強の敵の本拠地──つまるところ《ラストダンジョン》は、奥に進めば進むほど間取りも見かけも豪華絢けん爛らんになっていくものではないだろうか。実際、たった一階下にある《暁ぎよう星せいの望ぼう楼ろう》までは、装飾的にも面積的にも贅ぜいを尽くした設計だったのだ。

　それが、いよいよ最上階まであとひと息という所まで来て、このせせこましさは何だろう。

「……ここが、さっきあんたが言ってた《元老院》……なのかな？」

　俺の呟つぶやきに、アリスは少々の躊躇ためらいを見せながらも頷いた。

「そのはずですが……。──入ってみれば解ることです」

　迷いを吹っ切るように、ふわりと金髪をなびかせて通路に踏ふみ込んでいく。

　この狭さは、もしや何かのトラップが仕掛けてあるせいかと考え始めていた俺は、反射的に引き止めようとしたがすぐに考え直し、追いかけた。公こう理り教きよう会かいのこんな中ちゆう枢すう部ぶに、侵入者を想定した危険な罠わななどあるはずがない。仮にあったとしても、外がい壁へきに並んでいたミニオンのように、堂々と誇示されているだろう。

　長さ二十メートルほどの隘あい路ろは、何事もなく侵入者の通過を許し、俺おれたちは小さな扉の手前まで辿たどり着いた。

　ちらりと顔を見み交かわし、同時に頷うなずいてから、アタッカー役の俺が右手を伸ばしてこれも小さなドアノブを握る。扉は施せ錠じようされておらず、カチリと呆あつ気けなくノブが回り、引っ張ると滑なめらかに開いた。

　途と端たんに、奥の薄うす闇やみから吹き寄せてきた冷たい空気には、何者かの濃のう密みつな気配が──たとえるならばアインクラッド迷宮区のボス部屋のドアを開けた時のような重苦しさが含まれていて、背筋がぞわりと粟あわ立だつ。

　だからと言って、いまさらアリスに前ぜん衛えいを代わってくれとは言えない。ひと思いにドアを引き開け、少々頭を屈かがめて内部を見通す。

　狭い通路はもう少しだけ続き、その先はほとんど照明のない、暗い広間になっているようだった。仄ほのかな紫色の光がちらちら瞬またたいているようだが、光源の正体は不明だ。

　おそるおそるドアをくぐったその瞬しゆん間かん、何やらぶつぶつと呪じゆ詛そめいた声が耳に届いた。足を止め、耳をそばだてる。声は一人のものではない。何人──もしかしたら何十人もの呟つぶやきが重なっている。後ろでアリスが「神聖術だわ」と囁ささやき、確かにそうだ、と息を詰める。

　よもや俺たちを狙ねらった多重攻こう撃げきか、と身構えかけたが、どうやらそういうわけでもなさそうだった。断片的に聞き取れるコマンドには、攻撃術にはほぼ必須の《ジェネレート》句が存在しない。

　何の術だろうと首を傾かしげていると、アリスがひそひそ声で俺を促うながした。

「踏ふみ込みましょう。元老たちが、こちらと関係ない大型術式を詠唱しているのなら逆に好都合です。これだけ暗ければ、この声に紛まぎれて剣の間合いにまで近づけるかもしれない」

「……ああ、そうだな。予定どおり、俺が先行する。援えん護ごよろしく」

　囁き返し、俺はゆっくりと左腰の黒い剣を抜いた。戦うには右腰の青あお薔ば薇らの剣が荷物になるかとも思ったが、こんな場所に置いていく気にはなれない。アリスが金きん木もく犀せいの剣を抜いたのを確かめ、そのまま前進を再開する。

　薄暗い広間に近づいていくと、冷たい空気に何か嫌いやな匂においが含まれているのに気付かされる。獣じゆう臭しゆうや血生臭さとは違う、食べ物が饐すえたような匂い。それを意識から振り落とし、通路の壁かべに背中を押しつけながら、《元老院》であろう暗い空間を覗のぞき込む。

　広い──というより、高い。

　床は、直径二十メートルほどもある円形。湾曲する壁が、恐らくカセドラルの三フロアぶんほどの規模で高々と伸び上がり、天井は闇に沈んで見えない。構造的には、カーディナルが住まう大図書室とやや似ている。

　ランプの類たぐいはまったく存在せず、光源は壁かべのあちこちで瞬またたく仄ほのかな紫の光だけだ。他ほかにも何か丸いものが等間隔にぎっしり並んでいるようだが、正体は判わからない。

　その時、俺おれたちからかなり近い場所で、新たな光が生まれた。淡い紫に発光する、四角い板──《ステイシアの窓》だ。そしてその奥に存在する球体は…………

　人間の、頭だ。

　ということは、この円筒形の広間に並ぶ丸いものは全すべて、

「……な、生首……？」

　掠かすれ声を漏もらした俺の左後ろで、アリスが最小限のボリュームで囁ささやいた。

「いえ、体はついているようですが……なんだか、壁から、生えているみたいな……」

　その言葉に、俺は懸けん命めいに眼めを凝こらした。すると確かに、丸い頭の下には首も肩も存在しているが、見えるのはそこまでだ。なぜなら、壁に据え付けられた四角い箱に、体がすっぽりと収納されているのだ。

　さして大きくもない箱のサイズからして、中の体は手足を限界まで折り畳んでいるはずだ。快適な環かん境きようとはまったく思えないが、箱詰め人間たちが自分の置かれた状況をどう感じているのかはまるで解わからない。なぜなら、箱から突き出た顔には、表情というものが一いつ切さい存在しないからだ。

　頭髪も、ひげも、眉まゆ毛げすらも生えていない、生白い顔に嵌はまる、硝子ガラス玉のような二つの眼球は、すぐ目の前に浮かぶステイシアの窓をぼんやり眺めている。窓には細かい文字列が次々に表示され、それが一段落すると、箱人間たちの色のない唇から抑揚のない声が発せられる。

「システム・コール……ディスプレイ・リベリング・インデックス……」

　生者のものとは思えないその声を聞いた瞬しゆん間かん、俺は全身を強こわ張ばらせていた。

「こ……こいつらは……あの時の……!?」

「知っているのですか!?」

　俺の喘あえぎ声に、アリスが素早く反応する。騎き士しの顔をちらりと見て、小刻みに頷うなずく。

「ああ……。二日前、修剣学院でライオスたちと戦った直後に、部屋の隅すみに窓みたいなものが現れたんだ。その奥から、俺とユージオを見ていた白い顔……間違いなく、あいつらだ……」

　するとアリスは再び箱人間たちの声に耳を傾かたむけてから、眉を寄せて言った。

「彼らの唱となえている術式……まったく聞き覚えはありませんが、どうやら人界を細かく区分けして、何かの数値を表示させているようです。その数値が何かまでは、私にも解りません」

「数値……」

　鸚おう鵡む返がえしにそう呟つぶやいた瞬間、頭の奥で甦よみがえる声があった。

　──それらの不可視パラメータの中に、《違反指数》という値が存在する。

　──アドミニストレータは、この違反指数パラメータが、自分の定めた禁きん忌き目もく録ろくに懐かい疑ぎ的な人間を洗い出すために利用できることに早くから気付いておった……。

　俺おれにそう語ったのは、大図書室の幼賢けん者じやカーディナルだ。もはや間違いない。箱人間が口にした《リベリング・インデックス》という神聖語こそがカーディナルの言う違反指数であり、つまり広間に何十人と存在する箱人間たちはいま、人界に暮らす人々の違反指数を片かたっ端ぱしからチェックしているのだろう。

　仮に異常値が検出された場合、箱人間はその現場を覗のぞき見て、禁きん忌きを犯した者を特定、報告する。その報告を受けた何者かが、整せい合ごう騎き士しに罪人連行の指令を出す。俺とユージオ、そしてアリスは、そのようにしてカセドラルに連れてこられたのだ……。

　俺が呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、不意にびびーっというブザー音のようなものが鳴り響ひびいた。アリスと同時に、反射的に剣を握り直したが、どうやら発見されたわけではないらしい。揃そろってコマンド詠唱をやめた箱人間たちが、下ではなく真上に顔を向けたからだ。

　いままで気付かなかったが、彼らのすぐ頭上の壁かべには、蛇口のようなものが突き出している。箱人間たちが揃って口を開けると、いきなり蛇口から、どろどろした茶色の液体が流れ出した。彼らはそれを口で受けると、機械的に飲み下していく。液体の一部は口から溢あふれ、首や胸を汚す。饐すえた匂においの源みなもとは、恐らくあれだ。

　やがてもう一度ブザー音が鳴り、流動食の供給が止まった。箱人間たちはかくんと顔を前に戻すと、コマンドの詠唱を再開した。システム・コール……システム・コール……。

　──これはもう、人間に対する扱いではない。

　いや、たとえ牛や羊に対してだって、こんな仕打ちは許されない。

　腹の底から湧わき上がる憤いきどおりに耐たえかねて、俺がぎりっと歯を食い縛しばるのと同時に、アリスも低く張り詰めた声を発した。

「彼らが……人界を治おさめる公こう理り教きよう会かいの、元老だというのですか」

　視線を向けると、整合騎士は、碧あおい隻せき眼がんを爛らん々らんと光らせながら広間を睨にらんでいた。言われるまで意識しなかったが、確かにそういうことになるのだろう。数十人の箱人間たちこそが、公理教会の上級文官たる元老なのだ。

「この光景を作り出したのも……最高司祭様なのですか」

「ああ……そうだろう」

　アリスの言葉に、俺は小さく頷うなずいた。

「きっと、人界のあちこちから拉ら致ちしてきた人間のうち、戦せん闘とう能力には欠けるけど神聖術に秀ひいでた者の感情や思考を封じて、元老という名の監視装置に作り変えたんだ……」

　そう、彼らは、ここでは単なる装置でしかないのだ。人界全土が、公理教会の統治のもと、完かん璧ぺきなる平和……あるいは停滞を維持していることを監視するための。元老たちの運命の悲惨さは、大切な者の記憶を奪われる整合騎士をも上回る。アドミニストレータの治世は、そんな犠ぎ牲せいの上に数百年も続いてきたのだ。

　アリスの顔がゆっくりと伏せられ、はらりと垂たれた金髪が表情を隠した。

「……許せない」

　右手に握られた金きん木もく犀せいの剣が、主あるじの怒りを映してか、かすかにりんと鳴った。

「いかなる罪を犯したにせよ、彼らもまた人の子ではありませんか。それを……騎き士しのように記憶を奪うだけに留とどまらず、人の証あかしたる知性や感情すらも取り上げ、小さな箱に押し込めて獣けもの以下の食事をさせるなど……ここにはもはや、いかなる名誉も正義も存在しない」

　言い切るや否いなや、アリスは敢かん然ぜんと顔を上げ、躊躇ためらうことなく広間へと歩み入った。慌てて俺おれも後を追う。

　闇やみの底でも美しく輝く女性騎士が現れても、元老たちの視線はステイシアの窓からまったく動かなかった。アリスは左に進み、ひとつの箱の前に立った。その斜め後ろから、俺は元老の生白い顔を見詰めた。

　間近で見ても、年齢も、性別すらも定かではない。光なき広間、いや牢ろう獄ごくに拘束されてからの果てしない年月が、人間らしさを根こそぎ奪ってしまったのか。

　その時、アリスが右手の金木犀の剣をすっと持ち上げた。箱を破は壊かいするつもりかと思ったが、黄金の切きっ先さきは、元老の心臓があるであろう位置にぴたりと据えられた。息を吞のみ、短く囁ささやきかける。

「アリス……！」

「命を絶ってやるのが……慈じ悲ひだとは思いませんか」

　その問いに、俺は即答できなかった。

　この有あり様さまを見れば、たとえ《記憶の欠片かけら》を──保存されているとしたら、だが──再統合しても、彼らを元には戻せないのではないか……元老たちのフラクトライトは、もはや取り返しのつかないほどに破壊され、修復は不可能なのではないか、と思わずにいられない。

　しかしそれでも、カーディナルなら、あるいはアドミニストレータなら、せめて彼らに死以外の望みを与えられるかもしれない。そう考えた俺は、アリスを制止するべく、黄金の肩当てに右手を乗せようとした。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、広間の奥から響ひびき渡った奇怪な音が、俺とアリスの動きを止めた。

「ああっ……ああ──っ！」

　それは、きんきんと甲かん高だかい、何者かの金かな切きり声ごえだった。

「ああっ、そんな、ああっ、最高司祭様、もったいないっ、ああっ、いけませんっ、ああっ、おおお──っ!!」

　意味不明な感かん嘆たん詞しの羅ら列れつに、俺とアリスは怪け訝げんな顔を見合わせた。

　声こわ色いろに聞き覚えはない。若者ではなさそうだが、さりとて老人とも思えない。確かなのは、声の主が、我を失うほど激はげしく興奮しているらしいことだけだ。

　怒りに水を差されたようにアリスが剣を引き、声の聞こえてくる方向をじっと見やった。俺もそちらに視線を向ける。

　円筒形の広間の奥には、俺おれたちが入ってきたのと同じような通路がぽっかり口を開けていた。金かな切きり声ごえは、その奥から断続的に届いてくる。

「…………」

　行きましょう、と言うように、アリスが剣の先で通路を指した。それに頷うなずき返し、俺たちは足音を殺して移動を開始した。

　広間には、身を隠せるような柱や家具がまったく存在せず、床の真ん中を突っ切るのは少々度胸を要したが、壁かべに配置された数十人の元老たちはこちらにまったく眼めを向けない、と言うよりも存在を意識すらしていないようだった。彼らにとっては、眼前のシステム・ウィンドウと、蛇口から出てくる流動食だけが世界の全すべてなのだ。地ち下か牢ろうの獄ごく吏りや、昇降係の少女の境遇を知った時も深い憐あわれみを覚えずにはいられなかったが、元老たちの境遇は悲惨のひと言ではとても片付けられない。

　そして同時に、このような恐ろしい場所のすぐ近くで、大音量の悶もだえ声をまき散らす人間も理解不能としか言えない。少なくとも、味方となり得る人間とはまったく思えない。

　それはアリスも同じらしく、青ざめた横顔には、先刻とは別種の怒りが色いろ濃こく浮かんでいる。足音を殺しながらも一直線に広間を横切ったアリスは、奥の通路の入り口近くから内部を覗のぞき込んだ。すぐ後ろから、俺も様子を窺うかがった。

　入り口と同じく異様に狭い通路の先は、広間ほどではないにせよ大きな部屋になっているようだった。控えめだが灯あかりも点ついていて、内部を充分に見通せる。

　一見して、奇怪極きわまる部屋だった。

　ありとあらゆる調度が、下品な金色に輝いている。タンスやベッドといった大型の家具から、小さな丸椅い子すや収納箱に至るまでが照明をギラギラと反射し、この距離からでも眼に突き刺さるようだ。

　そして、それら金色の家具からはみ出し、あるいは上に載のっているのは、大小無数の様々なおもちゃだった。

　大部分が、どぎつい原色のぬいぐるみ。ボタンの目と毛糸の髪を持つ人形から、犬猫牛馬といった動物、果てはいったい何なのか見当もつかない醜しゆう悪あくな怪物までが、床やベッドのそこかしこにうずたかく積み上げられている。その他ほかにも、積み木だの木馬だの楽器だのと、まるでセントリア五区のおもちゃ屋を丸ごと持ってきたかのようだ。

　そして、それらに半なかば埋もれて、声の主が背を向けて座り込んでいた。

「ホオオオオッ!!　ホオオオオオオオッ!!」

　もはや意味を成さない絶叫を放ち続ける人物がまた、異様としか言えない姿だった。

　丸い。ほぼ真球形の胴体に、これも丸い頭が乗っかり、まるで雪だるまだ。しかしその色は白ではなく、右半身が赤、左半身が青というカラーリングの道化服を着込んでいる。短い腕を包む袖そでも赤と青の縦たて縞じまで、じっと見ていると眼が痛くなりそうだ。

　丸い頭は真っ白で、一本の毛髪もないのは背後の元老たちと同様だが、彼らと違って肌はてらてらと脂ぎっている。その頭頂部に載のるのは、家具と同じく下品な金色の帽子。

　俺おれは前に立つアリスの耳に口を近づけると、最小のボリュームで訊きいた。

「あいつが、元老長の……？」

「ええ、チュデルキンです」

　騎き士しの答えもごく密ひそやかだったが、消し切れない嫌けん悪お感かんが滲にじみ出ている。俺はもう一度、道化服の背中を凝ぎよう視しした。

　元老長ということは、騎士長ベルクーリと対となる、公こう理り教きよう会かいの最重要人物にして最高位の神聖術師のはずだ。しかしそれにしては、後ろ姿は無防備そのものだ。両手に抱えた何かに、完全に意識を奪われているらしい。

　丸い背中に遮さえぎられてよく見えないが、どうやらチュデルキンが夢中で覗のぞき込んでいるのは、大きな硝子ガラス玉のようだった。その内部でちらちらと色彩が瞬またたくたびに、投げ出した短い脚をばたばたさせ、ハアアだのホオオだのと絶叫を繰くり返す。

　てっきり、デュソルバート戦やファナティオ戦以上に緊きん迫ぱくした導どう入にゆうを経てからの一大決戦が始まるものと思っていたが、いったいこの状況をどう判断したものか。俺が次のアクションを決めかねていると、もう我慢ならぬというように、いきなりアリスが動いた。しかも、足音をまったく隠さない全力のダッシュだ。

　と言っても、実際に床を蹴けったのはたったの五歩だった。慌てて追いかける俺を軽々と引き離し、黄金の疾風となっておもちゃ部屋に突入したアリスは、チュデルキンの丸い首が振り向こうとした時にはもう、道化服のひらひらした襟えり首くびをがっしと摑つかみ上げていた。

「ホオオオオアッ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を漏もらす丸い物体を、アリスはぬいぐるみの海から勢いよく引っこ抜き、高々と吊つり上げた。そこでようやく追いついた俺は、真っ先に部屋全体を見回した。もちろん、チュデルキンが大浴場から運び去ったはずのユージオを探したのだが、相棒の姿はどこにもない。落胆を感じながらもう一度部屋の中央を見ると、チュデルキンが夢中で覗いていた硝子玉が視界に飛び込んだ。

　直径五十センチはありそうな硝子玉の中央には、渦うず巻まく光に彩いろどられて、半立体の映像が映し出されている。光こう沢たくのあるシーツの上に、しどけなく横座りする一人の少女。長い銀髪に隠されて顔は見えないが、体は一糸まとわぬ全裸だ。

　チュデルキンが奇声を上げていたのはこういうわけか、と脱力感とともに納得したその時、座る少女の前にもう一人、誰だれかの姿が見えたような気がした。よく見ようと顔を近づけたが、そこで術式が切れたのか、映像はいきなり白くフラッシュしてから消えてしまった。

　アリスのほうは、端はなから映像には興味を示さず、宙吊りにした道化男の口に、剣の切きっ先さきをぴたりと突き付けて言った。

「術式起句を唱となえようとしたら、その舌を根元から斬きり飛ばします」

　冷ややかな声こわ音ねで発せられた警けい告こくに、何かを喚わめこうとしていた小男の口がぴたりと閉じた。

　神聖術を使う前には必ず《システム・コール》の発声が必要となるアンダーワールドの原則からすれば、術師相手にこの体勢に持ち込んだ時点でもはや優位は動かない。それでも、短い両腕から意識を切らないように注意しながら、俺おれは改めて男──元老長チュデルキンの顔を眺めた。

　正体不明、という形容がこれ以上似つかわしい風ふう貌ぼうもなかなかあるまい。真ん丸い顔の下半分を占める真っ赤な唇、その上にこれも巨大な団子鼻が突き出し、眼めと眉まゆはスマイルマークのような円弧を描く。

　しかし今は、その細い目が限界まで見開かれ、小さな黒い瞳ひとみがぷるぷる震えながらアリスを凝ぎよう視ししている。

　やがて、分厚い唇をラッパのようにすぼめたチュデルキンは、錆さびた金属が軋きしむような声を漏もらした。

「お前……三十号……なんでこんなとこにいるンですよゥ。反逆者の片割れと一緒に塔の外に落っこちておっ死ちんだはずですよゥ」

「私を番号で呼ぶな！　私の名はアリス。そしてもう三十号サーテイではありません」

　極寒の冷気を帯びたアリスの返答に、チュデルキンは脂汗まみれの顔を引き攣つらせ、そこで初めて俺に眼を向けた。再び、三日月型の両眼が半月サイズに見開かれ、喉のどの奥からホゴッ、ホゴッ、という喘あえぎ声が漏れた。

「おまっ、オマエっ、なンでどうして!?　三十ご……騎き士しアリス、なぜこの小僧を斬らないンですよゥ!?　こいつは教会への反逆者……ダークテリトリーの手先だと言ったじゃないですかぁぁぁッ!!」

「確かに彼は反逆者です。しかし闇やみの国の尖せん兵ぺいではない。今の私と同じように」

「なッ……なッ……」

　吊つり上げられたチュデルキンの短い両手両足が、部屋を満たすおもちゃの一つででもあるかのようにばたばた動いた。

「うらぎッ、裏切る気かぁぁぁッこの糞くそ騎士風情がぁぁぁぁぁッ!!」

　突き付けられた剣すら見えなくなったのか、チュデルキンの真っ白い頭が一いつ瞬しゆんにして真っ赤に染まり、ただでさえ高い声が更に裏返った高周波の怒ど声せいが部屋中に鳴り響ひびいた。

「てめえら整合騎士はァッ!!　単なる木で偶くのくせにッ!!　アタシの命ずるまンま動く操あやつり人形のくせにぃぃッ!!　こともあろうに猊げい下かをッ!!　最高司祭アドミニストレータ様を裏切るだとぉぉぉッ!!」

　顔を背そむけてチュデルキンの口から飛び散る唾だ液えきを避よけたアリスは、この侮ぶ蔑べつにも眉ひとつ動かさずに冷ややかな言葉を返した。

「我らを人形にしたのは公こう理り教きよう会かいでしょう。《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって記憶を封印し、強制的な忠誠心を埋め込んだうえで、天界から召喚された騎き士しだなどというまやかしを信じさせたのですから」

「なッ…………」

　再び、チュデルキンの顔が赤から白に変色し、大きな口がぱくぱく動いた。

「なぜ、どうしてそれをッ……」

「封じられたとはいえ、わずかに残っている記憶もあるようです。隣となりの元老院に踏ふみ込んだ時、一いつ瞬しゆんだけ見えた光景……不安と恐怖に怯おびえる少女を広間の中央に縛しばり付け、元老たちの三日三晩に及ぶ多重術式によって心の壁かべを無理矢理にこじ開けた。それがシンセサイズの秘儀の真実……。あの広間の床石には、かつて私であった幼き少女が流した悲ひ嘆たんと絶望の涙も染み込んでいるはず」

　アリスの、抑制されてはいるが鋼鉄の刃やいばの如ごとく鋭するどい言葉を聞くあいだ、チュデルキンの顔色は目まぐるしく赤と白を行き来した。

　しかし最終的に、恐らく元老院でたった一人自分の意思を持つ人間であろうチュデルキンは、開き直ったような卑いやしい笑みをニタリと浮かべた。

「ええ……そのとおりですよゥ。アタシは今でもくっきりと思い出せますよゥ？　幼く、無む垢くで、可愛かわいらしいオマエが、ぽろぽろと涙を流しながら何度も何度も懇こん願がんするさまを……『お願い、忘れさせないで……私の大切な人たちを忘れさせないで……』とね、ホホホ」

　醜しゆう悪あくな裏声で少女の口くち真ま似ねをするチュデルキンを見て、アリスの眼めが、高温の炎を思わせる光を帯びた。しかしチュデルキンは挑発をやめず、なおも野や卑ひな独白を続けた。

「おほ、おほゥ、思い出せますとも！　アタシャいまでもあの光景を肴さかなに一晩たっぷり愉たのしめますよ！　どこぞの糞くそ田舎いなかから連れてこられたお前は、まず二年間、修道女見習いとして育てられた。生活規則の抜け穴を見つけて、セントリアの夏げ至し祭を見物に行くようなお転てん婆ばでねェ、それでも一いつ生しよう懸けん命めいに勉強すれば、いつかは故郷に帰れると信じて頑張ったんですよねェ。でもね、そんなわきゃァねェんですよ！　神聖術行使権限がたっぷり上がったところで、来ました強制シンセサァァイズ！　二度とお家うちに帰れないと知った時の、お前の泣き顔ったらもゥ……そのまま石に変えて、アタシの部屋に永遠に飾っておきたかったくらいですよおおゥ！　ホォ、ホォ、ホォ!!」

　悪あく辣らつ極きわまるチュデルキンの口ざまには、俺も剣を握る右腕が震えるのを止めることはできなかった。アリスもまた、食い縛しばった歯をきりりと鳴らしたが、自制を失うことなく元老長に問い質ただした。

「お前、いま妙なことを言いましたね。強制シンセサイズ、と。まるで、強制ではないシンセサイズの儀式があるような口ぶりではないですか？」

　すると元老長は両眼を糸のように細め、小刻みに笑った。

「ホ、ホ、案外と耳ざといですねェ。そのとおりですよゥ？　六年前のオマエは、通常のシンセサイズに必要な、ナイショの術式を唱となえることをガンとして拒こばみましてねェ。自分の天職はまだ故郷の村にあるから、あんたの命令を聞く必要はないわ！　なんてことを、このアタシに言いやがりましたんですよゥ！」

　子供のアリスがいかにも言いそうなことだ──と、俺おれは当時の彼女を知りもしないのに深く納得した。元老長もその時のことを思い出したのか、忌いま々いましげに唇を歪ゆがめて吐き捨てる。

「まったく糞くそ生意気なガキでしたよゥ。よっぽど最高司祭猊げい下かにお目覚め頂こうかと思いましたけどねェ、それは儀ぎ式しきの準備が完全に整ってからっていう決まりになってましたからねェ。そこで仕方なく、自動化元老どもの任務を一時停止して、オマエのだぁーいじな物を守る壁かべを術式でコジ開けさせたんですよゥ。ま、そのおかげでアタシも、めったにない見世物をたっぷり楽しめましたけどねェ！　ホヒーホッホ──！」

　甲かん高だかい哄こう笑しようは、金きん木もく犀せいの剣の切きっ先さきが一センチほど近づいた瞬しゆん間かんに止まった。だが、両眼めと唇に浮かぶニヤニヤ笑いは消えない。

　チュデルキンが饒じよう舌ぜつに喋しやべり散らした台詞せりふには、貴重な情報が幾つも含まれている。アリスが自分を抑えていられるなら、この機にあれこれ聞き出したい気もするが、しかし違和感も残る。あの道化男はなぜ、頼まれてもいないのに教会の中ちゆう枢すうにかかわる秘密をべらべら口にするのだろうか。命惜しさならばアリスを挑発するような言動は控えるはずだし、逆ぎやく襲しゆうの隙すきを窺うかがっているようにも見えない。

　黙だまり込んだまま考えを巡らせる俺などもう眼中にないかのように、チュデルキンは昔話を再開した。

「強制シンセサイズの第一段階が終わって、意識を失ったオマエを、最高司祭猊下のところに運んだのも何を隠そうこのアタシなんですよォ。そこから先は残念ながら見せてもらえませんでしたけどねェ、ついに儀式が完了し、整せい合ごう騎き士しとして目覚めたオマエは、自分が天界から遣つかわされた神の使徒だと信じ切ってましたよォ？　他ほかの騎士連中とおんなじにねェ。アタシャ、オマエラ騎士どもが天界云うん々ぬん言ってるのを聞くと、もうおかしくっておかしくって腹の皮が破けそうに……」

　宙吊づりにされたまま早口にまくしたてるチュデルキンの眼が、小刻みに揺れていることに俺は気付いた。あたかも、何かを待っているかのように。つまり、奴やつの長話は、俺たちをこの部屋に足止めするための時間稼かせぎ……？

　そう考えた俺はアリスに声を掛けようとしたが、一瞬早く騎士が口を開いた。大浴場を満たしていた冷気よりも冷ややかな声が、金ぴかの部屋に流れる。

「元老長チュデルキン、あるいはお前も整合騎士と同じ犠ぎ牲せい者しや、最高司祭アドミニストレータに人生を弄もてあそばれた哀れな道化なのかもしれません。しかしたとえそうであれ、お前は己おのれの境遇を存分に愉たのしんだようです。ならば、もはや思い残すことはないでしょう。私も、お前の話はもう聞き飽きました」

　金きん木もく犀せいの剣の切きっ先さきが動き、丸く膨ふくらんだ道化服の中央──心臓の真上に押し当てられた。テラテラと光る生地が、最後の抵抗を見せてわずかに凹へこんだ。

　チュデルキンの目的が時間稼かせぎなら、ここで何か新しい情報を出してくるはず。もしかしたら、ユージオの居場所を。

　という俺おれの予想は、一秒後、あっさりと裏切られた。

　中ちゆう途と半はん端ぱな形に口を開いたまま沈ちん黙もくし続ける元老長の胸に、黄金の刃やいばが深々と沈み込んだ。細い両眼めがいっぱいに見開かれ、赤と青の道化服もいっそう膨らんで張り詰める。返り血を避よけるためか、アリスが大きく顔を背そむけた、その瞬しゆん間かん。

　ばぁん！　と盛大な破裂音を轟とどろかせ、チュデルキンの真ん丸い体が風船のように弾はじけ飛んだ。大量に迸ほとばしった血液が、アリスの鎧よろいを真紅に染め──なかった。

「なにっ……」

「えっ……!?」
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　俺とアリスは、同時に驚おどろきの声を上げた。噴ふき出したのは、液体ではなく気体──真っ赤に着色された煙だったのだ。それはたちまち周囲に広がり、おもちゃ部屋を覆おおい尽くしていく。

　アインクラッドにも、こんな特殊能力を持つモンスターがいた。全身の皮をぱんぱんに膨らませ、そこを打だ撃げき属性以外の武器で攻撃してしまうと弾けて大量の煙を撒まき散らし、その隙すきに本体はどこかへ逃げてしまう。

　当時の記憶を甦よみがえらせた俺おれは、視界の隅すみを素早く横切る細長い影かげに気付いた瞬しゆん間かん、反射的に右手の剣を振り抜いていた。かつっ、と軽い手て応ごたえがあったが、煙の中から足あし許もとに転がってきたのは見覚えのある金色の帽子だけだった。

　更に追つい撃げきするべく踏ふみ込んだが、毒々しい色の煙を吸い込んだ瞬間、喉のどを針で突かれるような痛みに襲おそわれてたまらず咳せき込む。

「チュデルキンッ……!!」

　アリスが左手で口許を覆おおいながら叫び、影を追って飛び出した。チュデルキンが逃げた方向は、元老院に繫つながる扉ではなく部屋の奥だ。そっちに出口はなかったはずと考えながら、俺も息を止め、姿勢を低くしてダッシュする。

　しかし、煙幕を抜けた俺たちが見たのは、右にスライドした金の簞たん笥すと、その後ろに口を開ける隠し通路だった。奥を覗のぞき込むと、真ん丸い頭の下に、冗談のように細長い胴体と手足がついた人影が俊しゆん敏びんな動きで走り去っていくところだった。

「ホヒィッ!!　ホヒ──ッヒッヒッヒッヒッ──!!」

　けたたましい笑い声が、いまだ咳き込み続ける俺の耳に届いた。

「術式ばかりが芸じゃねェんですよバーカ！　バァ──カ!!　追ってくるならどうぞご自由ィ、次はキッチリタップリもてなしてやりますよゥ、ホォ──ホッホォ────ッ!!」

　壊こわれた玩具おもちやのような笑い声に、小刻みな靴音が重なった。
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　俺おれとアリスが足を止めていたのは、ほんの五秒足らずだった。

　ちらりと視線を交換すると、俺が先に立って狭い通路に飛び込む。少し吸い込んでしまった赤い煙には、幸い毒性はなかったようで──仮に毒だとしたら、そんなものを服の中に充満させていたチュデルキンもただでは済まない理屈だが──咳せきもいつの間にか収まっている。

　隠し通路はチュデルキンに合わせたサイズで、身を屈かがめないと天井に頭をぶつけてしまう。後ろから時折ガリガリ聞こえるのは、アリスの肩アーマーが壁かべを削る音だろう。俺も右腰に下がる青あお薔ば薇らの剣の鞘さやを壁にぶつけたりしながら、窮きゆう屈くつな姿勢で走り続ける。

　やがて正面に上り階段が見えてくるので、手前で一いつ瞬しゆん立ち止まり、待ち伏せの気配がないことを確認してから飛び込む。チュデルキンの足音はすでに消え、行く手の暗くら闇やみからは冷たい空気だけが流れ落ちてくる。

　階段は予想を遥はるかに超えて長く、カセドラルのフロア三つぶんはありそうだった。チュデルキンの言った《自動化元老》たちが収容されている元老院は、天井の高さからして九十六階から九十八階までを占めていたと思われるので、この階段を上った先は九十九階ということになりそうだ。

　地ち下か牢ろうから始まった公こう理り教きよう会かいとの戦いも──あるいは、ルーリッドの村から始まった俺とユージオの二年にわたる旅も、あとフロア二つで終わる。いま、隣となりに相棒の姿はないが、騎き士し長ちようベルクーリの言葉が本当ならば最高司祭の居室で再会できるはずだ。彼に青薔薇の剣を返し、アリスと三人でチュデルキン、そして最高司祭を倒す。その後は…………

　俺は小さく頭を振り、階段の先に見えてきた仄ほのかな灯あかりを凝ぎよう視しした。先のことは、全すべてが終わってから考えればいい。今は、最後の戦いに集中するのだ。

　過去や未来に捕らわれそうになった意識を現在だけにフォーカスさせたその時、行く手から元老長の金かな切きり声ごえがかすかに聞こえてきた。

「システム・コォォォォル！　ジェネレェェェト……」

　素因系術式の詠唱だ。警けい戒かい心しんが湧わき上がるが、ここで足を止めてもいられない。前方の灯りは、どんどん近づいてくる。

「……もうすぐ階段が終わる！」

　後ろのアリスに注意を促うながすと、すぐに短い言葉が返った。

「神聖術の不意打ちに気をつけて！」

「了解！」

　頷うなずき、走りながら黒い剣を体の前に構える。素因エレメントの保持がある程度可能なこの世界の魔ま法ほうは、奇き襲しゆうに使いやすい。たとえば熱ねつ素その生成と変形までを済ませて待機し、敵の姿が見えた瞬間に発射デイスチヤージすれば、火器のような使い方もできるわけだ。

　しかしその一方で、術式の威力そのものは、消費される素因の数によってのみ規定される。使う素因が一つなら、神聖術の勉強を始めたばかりの学生でも、長い修練を積んだ最高位の術師でも、原則として攻こう撃げき力りよくは同じ。熟じゆく練れんすればするほどたくさんの素因を操あやつれるようになるが、素因一つを保持するのに指一本が必要なので、同時生成の上限は十個。エネルギー吸収属性を持つ黒い剣なら、たとえ十の熱ねつ素そや凍とう素そを集中させた攻撃術でも防御できる。

　もしチュデルキンが不意打ちを狙ねらっているなら、上り階段の出口からそっと姿を現すよりも、一気に飛び出したほうが安全だ。そう判断した俺おれは、スピードを上げて残る数メートルを駆かけ抜け、最後の一段を蹴けりつけて高くジャンプした。

　だが、火炎が吹き荒れることも、氷柱が降り注ぐこともなかった。空中で体を水平回転させ、三百六十度をぐるりと見渡すが、チュデルキンも、他ほかの誰だれの姿も存在しない。大理石の床に着地し、片かた膝ひざ立だちの姿勢で耳を澄すませる。聞こえるのは、追ってくるアリスの足音だけ。

　俺が体を起こすのと同時に、アリスが階段から姿を現した。騎き士しは、俺と同じく周囲を見回してから、眉まゆをひそめて言った。

「詠唱が聞こえた気がしましたが、誰もいませんね……。チュデルキンは、奇き襲しゆうを諦あきらめてこの上……百階まで逃げたのでしょうか……」

　ちらりと天井を見上げるアリスに倣ならいながら、俺も呟つぶやく。

「でも、上はもう最高司祭の部屋だろ？　いくら元老長でも、勝手に入れる場所なのか？」

「そうは思えませんが……そもそも、上への階段はどこなのでしょうか？」

　言われて、俺は改めて九十九階であろう円形の部屋を見回す。

　広い。直径は三十メートルほどもあるだろうか。床も、天井も、湾曲する壁かべももはや見慣れた白大理石だが、装飾品の類たぐいは意外なほど存在しない。せいぜい、壁にぐるりと取り付けられている大型のランプくらいだが、今はそれも四つしか点ついていないので薄うす暗ぐらい。部屋がどこもかしこも純白なので、ランプが全部点灯したら眩まぶしくて仕方ないだろうが。

　俺たちが上ってきた、チュデルキンの部屋に繫つながる階段は、壁かべ際ぎわの床にぽっかり口を開けている。大理石の跳ね上げ戸がついていて、これを閉めれば完全に床と同化してしまうだろう。

　となると、天井のどこかに、上への階段を隠す引き下げ戸が存在するのかもしれない。そう考えた俺は紐ひもや取っ手を探してみたが、それらしきものは見当たらないようだ。こうなったら天井にソードスキルでも一発ぶちかましてみるか、と右手の剣を握り直した、その時。

「…………この部屋……」

　不意に、アリスがそう呟つぶやいた。振り向くと、騎士は碧あおい左眼めをわずかに見開いていた。

「どうした？」

「…………私、この部屋を知っています。ここは……六年前、整合騎士見習いとなった私が目覚めた場所…………」

「えっ……た、確かか!?」

「ええ……。あの時は、壁かべのランプが全すべて灯ともされて……部屋中が眩まぶしく光り輝いていた……。中央に、最高司祭様が立っておられて、横たわる私に仰おつしやったのです。目覚めなさい、神の子よ……と……」

　自分の言葉遣づかいが、いつの間にか恭うやうやしいものになっていることにアリスも気付いたのだろう。小さく顔をしかめ、強さを増した口調で続ける。

「……最高司祭様は、それまでの記憶を全てなくした私に、偽いつわりの過去と騎き士しとしての使命を与えてから、小お父じ様……騎士長ベルクーリに預けました。その時は、床の一部が、中層に設もうけられている昇しよう降こう盤ばんのように沈み込んで私と小父様を九十五層まで運んだのです。以来、二度とここに来たことはありません」

「床が沈んだ……？」

　首を傾かしげ、俺おれはブーツの底で大理石の床をごつごつ踏ふんでみた。しかし、伝わってくるのは分厚い石材の硬さだけだ。この広い部屋から隠しエレベータを探し出すのは大ごとだろうし、そもそも下層への移動手段はいまは必要ない。

「アリス、その時、アドミニストレータがどうやって自分の部屋に帰っていったかは覚えてないか？」

　俺の問いに、騎士は口くち許もとに左手の指先を当てながら考え込んだ。

「確か……私と小父様の乗った昇降盤が、床に沈み込む寸前……最高司祭様は天井を見上げて……そうしたら、上からも小さな昇降盤が……」

「それだ！」

　叫び、俺はもう一度純白の天井を食い入るように眺めた。このどこかに、引き下げ戸ではなくエレベータが隠されているのだ。だが、改めて探しても、スイッチのようなものは見当たらない。五十階と八十階を繫つなぐエレベータとは違って昇降係がいないのだから、何かの仕掛けで自動的に上下するはず。その何かとは……。

「あっ……もしかして、さっきの元老長の詠唱は……」

　俺の呟つぶやきに、アリスも反応した。

「攻こう撃げき術による奇き襲しゆうではなく、昇降盤を動かすためだった……？　とすれば……キリト、お前、チュデルキンが《ジェネレート》の後に何と唱となえたか、覚えていないのですか？」

「え、ええと……」

　ここで「聞いてなかった」とは言えない気がして、数分前の記憶を懸けん命めいに再生する。元老長のキイキイ声は、ジェネレート句に続いて、確か──

「る……ル、何とかだったような……」

　その先を思い出すべく苦く闘とうする俺に、アリスはいっそう冷ややかな視線を浴びせた。

「そこまでで充分です。ルから始まるのは光こう素そだけですから」

　確かにそうだ、と頷うなずく俺おれにはもう眼めもくれず、アリスは右手の抜き身をひとまず鞘さやに戻すと、しなやかな十本の指を天井へとかざした。

「システム・コール！　ジェネレート・ルミナス・エレメント！」

　生成された光こう素その数は、なんと理論的上限である十。指先に浮遊する白い光点を、アリスは無加工のまま放射状に放った。光素たちは、天井の各所に次々とぶつかって音もなく弾はじける。そのうち一つが、他ほかより強い輝きを放った──と思った直後、天井に直径一メートルほどの光の円が浮き上がった。位置は中央ではなく、かなり壁かべに寄っている。

　俺は、両手を下ろしたアリスの隣となりに移動すると、警けい戒かいしつつ現象を見守った。光の円はすぐに薄うすれたが消えることはなく、やがて境界線から大理石の天井の一部が滑なめらかに突出すると、そのままゆっくりと降りてくる。厚さ五十センチ以上もある石せき盤ばんはとんでもなく重いはずだが、まったくそれを感じさせない動きだ。光素は単なるスイッチで、石盤の移動には他のエネルギー源を用いているのだろうが、仕組みは見当もつかない。まるで賢けん者じやカーディナルが大図書室で披ひ露ろうした数々の奇跡と同じレベルの……いや、まさにそのものなのだろう。このエレベータを動かしているのはきっと、最高司祭アドミニストレータの持つ底知れぬ力の、ほんの一部なのだ。

　エレベータ──アリスの言う昇降盤は、わずかな振動とともに床に着地した。上面は大理石剝むき出しではなく真っ赤な絨じゆう毯たんが敷しかれ、天井の円い穴から降り注ぐ青白い光を受けて仄ほのかに輝いている。

　これで、セントラル・カセドラル最上階への道は開けた。

　俺とアリスがあの昇降盤に乗り、百階へと到達した時、ついに最大最後の戦いが始まる。

　当初の計画では、アドミニストレータが眠っているうちに秘密兵器の短剣を刺し、あとのことはカーディナルに任せることになっていた。しかしチュデルキンが百階に逃げ込んでしまった以上、すでに最高司祭は目覚めているだろうし、そもそも俺の短剣は副騎き士し長ちようファナティオを助けるために使ってしまった。

　だが幸い、と言っていいのかどうか、騎士アリスは自分の人格を本来のアリスに戻すことを承しよう諾だくしてくれた。だから、ユージオの持っている短剣をアリスに使う必要はもうない。一足先に百階に運ばれ、恐らくはまだ凍結状態であろうユージオを助け出し、アドミニストレータが本気を出さないうちに隙すきを見て短剣を刺す。この作戦以外に、恐らく勝機はない。

　俺と同時に、アリスも彼女なりの決意を固めたようだった。

　顔を見合わせ、一度頷き、言う。

「……行こう」

「行きましょう」

　そして俺、上級修剣士キリトと、整合騎士アリス・シンセシス・サーティは、十五メートル先に鎮ちん座ざする昇降盤に向けて足を踏ふみ出した。

　一歩、二歩、三歩進んだ──その時。

　天井の穴から降り注ぐ薄うす青あおい光、恐らくは月明かりが、ふっと翳かげった。

　立ち止まり、穴を見上げる俺おれの眼めを、幾つもの眩まばゆい煌きらめきが射い貫ぬいた。それは、流りゆう麗れいなデザインの金属鎧よろいに反射する月光だった。全身を重装鎧に包んだ何者かが、六メートルの高みにある天井の穴から、長いマントを翻ひるがえして緩ゆるやかに舞まい降りてくる。

　身長からしてチュデルキンでは有り得ない。ならば最高司祭が自みずから九十九階に出向いてきたのかと思ったが、体格は男のそれだ。逆光のせいで顔は見えない。

「まだ整せい合ごう騎き士しが残ってたのか……？」

　俺が呟つぶやき、

「確かにあの鎧は……いえ、でも……」

　アリスが囁ささやいた次の瞬しゆん間かん、新手の騎士は軽やかな金属音を発して昇しよう降こう盤ばんの上に降り立った。膝ひざを曲げて衝しよう撃げきを吸収してから、ゆるゆると体を起こしていく。

　鎧は、青みがかった銀色。わずかに透明感がある装甲表面が、降り注ぐ月光を溜ためて眩く輝く。マントは濃こい青、見たところ腰に剣はない。俯うつむけられた顔は大型の首当てゴーゲツトに隠れて見えないが、少しウェーブのかかった髪は……柔らかな、亜麻色。

　刹せつ那な、俺の全身を、雷らい撃げきにも似た戦せん慄りつが貫つらぬいた。

　あの髪の色。アンダーワールドで過ごした二年間、いつも俺の傍かたわらにあった色。

　まさか。でも。なんで。

　極度の混乱に襲おそわれ、立ち尽くす俺の視線の先で、騎士がついに顔を上向けた。半なかば伏せられた瞼まぶたの奥から、緑色の瞳ひとみがまっすぐ俺を見返した。もう、疑いようもなかった。整合騎士の鎧を着た、あの青年は…………

「………………ユージオ…………」

　ほとんど音にならない喘あえぎ声で、俺は彼の名を呼んだ。

　彼は、彼だけは見誤ろうはずもない。ルーリッド南の森で出会って以来、ずっと行動を共にしてきた相棒にして無二の親友。突如異世界に放り出された俺が、いままでなんとか前に進んでこられたのは、いつもユージオが隣となりにいてくれたからだ。そんな彼の顔を、見間違えることは絶対に有り得ない。

　しかし、無言で立つユージオの眼や口くち許もとに浮かぶ表情だけが見覚えのないものだった。いや、そこに表情と呼べるものは存在しない。修剣学院の大講堂で初めて遭そう遇ぐうした時のアリスよりもなお冷ややかな、氷の無機質さ。

「ユージオ」

　俺はもう一度、今度はどうにか声らしい声で相棒に呼びかけた。だが、両眼を満たす冷光は小揺るぎもしない。と言って、無視しているわけでもない。彼はいま、俺を計っている。もしかしたら……斬きるべき敵として。

「……まさか……早すぎる」

　不意に隣となりのアリスがそう呟つぶやき、俺おれは縋すがるような気持ちで訊きき返した。

「早い……って、何が……」

「儀ぎ式しきの完了が、です」

　ちらりと俺に視線を振り、黄金の騎き士しはわずかな躊躇ためらいを見せてから、決定的なひと言を口にした。

「お前の相棒は……ユージオは、すでにシンセサイズされています」

　シンセサイズ──の儀式。最高司祭アドミニストレータだけが行える、フラクトライトの直接操そう作さ。記憶を奪い、忠誠心を挿そう入にゆうし……整合騎士に仕立てる。

「……噓うそだ、そんな……だって、君の時は三日三晩かかったって……」

　子供のようにかぶりを振りながら反はん駁ばくする俺に、アリスは冷静に答えた。

「それは、私が必要な術式の詠唱を拒否したからだと元老長は言っていました。つまり、術式さえ唱となえさせられれば、三日間の儀式は必要ないということ……。ただ、それにしても早すぎる。ユージオが小お父じ様と戦ってから、まだ何時間と経たっていないはずなのに……」

「そうだよ……有り得ない、ユージオがそんな、簡単に…………。これはきっと、まやかしの術か何かで…………」

　自分でも何を言っているのか意識できないまま、俺はふらりと前に歩き出そうとした。

　だが、だらりと垂たらした右腕を、突然アリスの左手が強く摑つかんだ。同時に、耳みみ許もとで声。

「しっかりしなさい！　ここでお前が動揺すれば、助けられるものも助けられなくなる！」

「た……助ける……？」

「そうです！　お前は言ったはずです、整合騎士に本来の記憶を取り戻させる方法があると！　ならば、ユージオも元に戻せる道理！　そのために、何としてもこの局面を乗り切らねばなりません!!」

　鋭するどい叱しつ咤たに続いて、手首に触れるアリスの掌てのひらから炎の如ごとき意志力が流れ込んできて、冷たく麻ま痺ひしかけた俺の体に活かつを入れた。いつのまにか取り落としそうになっていた黒い剣を、しっかりと握り直す。

　そう──、アリスの言うとおりだ。ユージオの記憶や人格は、決して失われてしまったわけではない。フラクトライトのたった一箇所に手を加えられたせいで、表に出てくることができなくなっているだけなのだ。

　アドミニストレータが彼から奪った《記憶の欠片かけら》を取り戻し、カーディナルの手で再統合してもらえば、ユージオは俺の知っている、優しくてのんびり屋の剣士に戻る。そのために、まずすべきことは対話と情報収集だ。いまのユージオを支配している人格を説得し、道を空けてもらう……あるいは協力してもらうことだって不可能ではないはず。あれほど取り付く島もなかった騎士アリスとだって、最後には言葉で解わかり合えたのだから。

「……ここは、俺おれに任せてくれ」

　俺の右手を摑つかんだままのアリスにそう囁ささやきかけると、騎き士しは少し躊躇ためらう様子を見せてから頷うなずいた。手を離し、一歩下がりながら、早口に言う。

「解わかりました。ですが、油断しないで。あの騎士は……もう、お前の知っているユージオではない」

「ああ」

　俺が答えると、アリスは無言で距離を取った。

　正直なところ、整合騎士化したユージオの力がどれほどのものであろうとも、アリスの武装完全支配術──金きん木もく犀せいの剣を無数の花びらに変え、敵を致死の嵐あらしに包むあの技を使ってもらえば、容易に戦せん闘とう能力を奪えるだろう。そう確信できるほど、アリスの技は圧倒的だ。しかし、それは最後の最後、他ほかのあらゆる選択肢が潰ついえてからにしたい。ユージオの体を傷つけるような真ま似ねはしたくないし、互いの記憶を封じられている幼おさな馴な染じみ同士を戦わせるのは、あまりにも残酷すぎる。

　俺は一歩前に出ると、変わらずに冷たい光を浮かべたままのユージオの瞳ひとみを、正面から見詰めた。

「ユージオ」

　三度目の呼びかけは、もう震えも掠かすれもしなかった。

「俺のことが解るか？　俺はキリト……お前の相棒だ。ルーリッドを出てからの二年間、ずっと一緒にやってきただろ？」

　青銀の鎧よろいに身を包む青年は、更に数秒間沈ちん黙もくを続けてから、ついに口を開いた。

「……ごめんよ、君のことは知らない」

　それが騎士ユージオの第一声だった。ソフトな声こわ音ねは記憶にあるとおりだが、表情と同じく氷の質感を帯びている。

　やはりシンセサイズ以前の記憶は封印されてしまっているようだが、例の《天界から召喚された》等々の偽にせ記憶を与える時間も不十分だったはずだ。ユージオの自己認識はいま、大きな空白部分を抱えている。そこを突いていけば……

「でも、ありがとう」

　不意にユージオがそう続けたので、俺は眼めを瞠みはった。突然の非敵対的な言葉に、少なからず期待しながら問い返す。

「……何がだ？」

　ユージオの答えは、しかし──。

「僕の剣を持ってきてくれて」

「え…………」

　しばし啞あ然ぜんとしてから、俺は自分の右腰を見下ろす。そこには、白革の鞘さやに収められた神器・青あお薔ば薇らの剣が吊つるされている。顔を上げ、俺おれは再び訊たずねた。

「この剣で……どうするんだ？」

　緑の瞳ひとみを一度瞬しばたたかせてから、ユージオは当然のことのように言った。

「君たちと戦うんだよ。それが、あの人の望みだから」

「………………」

　やはり──彼は、俺とアリスを撃げき退たいするためにこの部屋に降りてきたのだ。《あの人》こと最高司祭アドミニストレータの命令によって。

　ささやかな望みが遠ざかっていくのを感じながらも、俺は食い下がった。

「ユージオ。誰だれかに命令されるまま……自分が何者なのかも知らず、戦う意味さえも解わからずに戦うつもりなのか。お前の敵は俺たちじゃない。お前は、最高司祭と戦って、大切な幼おさな馴な染じみを取り戻すためにここまで……」

「戦う意味なんて、どうでもいいんだ」

　俺の言葉を遮さえぎった時、初めてユージオの顔に表情らしきものが生まれ、すぐに消えた。

「あの人は、僕の欲しいものをくれるんだ。僕にはもう、それだけで充分なんだ」

「お前の欲しいもの……？　それは、アリスより大切なものなのか？」

　彼にとって、他ほかの何よりも大きな意味を持つはずの名前を聞いた瞬しゆん間かん、再び白い顔に仄ほのかな感情が揺らいだ気がした。だが、今度もまた、冷たい氷がそれを覆おおい隠してしまう。

「知らない。知りたくない。君のことも……誰かのことも。嫌いやなんだ、もう…………のは…………」

　聞き取れないほどかすかな声で何かを呟つぶやいてから、ユージオはゆっくりと昇しよう降こう盤ばんから降り、右手を俺に差し出した。

「これ以上君と話すことはないよ。戦おう……君たちも、そのためにそこに居るんだろう？」

「…………お前と戦うためじゃない、ユージオ。だから、この剣は返せない」

　押し殺した声でそう言いながら、俺は黒い剣を左手に持ち替え、右手で剣帯から青薔薇の剣を外した。視線をユージオに据えたまま、後ろに立つアリスに預けようと──

「手渡してもらう必要はないよ」

　そんな言葉が聞こえた瞬間、俺の右手から、白い鞘さやがもぎ取られた。アリスの仕し業わざではない。剣は、不可視の糸に引っ張られたかの如ごとく空中を滑すべり、十メートル以上離れたユージオの手て許もとへと移動していく。

　──神聖術!?　術式詠唱を見逃した……!?

　俺が息を吞のんだ瞬間、背後から鋭するどい囁ささやき声が聞こえた。

「心しん意いの腕かいな……！」

「なんだよ、それ……」

　前を向いたまま訊たずねると、アリスは早口で説明した。

「古いにしえより整せい合ごう騎き士しに伝わる秘術です。神聖術でも完全支配術でもなく、ただ意志の力だけで物を動かす……使える騎士は、小お父じ様の他ほかにはほんの数人と聞いています」

「ってことは、アリスにも使えない？」

「……修行はしていますが、まだ神器はおろか小石さえ動かせません。騎士となったばかりのユージオに習得できる術ではないはず……」

　俺おれとアリスがそんな会話を交かわす間にも、青あお薔ば薇らの剣はユージオの右手に収まり、彼は鞘さやを鎧よろいの左腰に吊つるした。そのまま柄つかを握るや、躊躇ためらいなく抜き放つ。かすかに透き通る刀身から、凍気が白い霞かすみとなって立ち上る。

　やむなく俺も、再び黒い剣を持ち替えると体の前に構えた。

　この二年間、俺はユージオと何度もこうして向き合った。だが、互いの手に握られているのはいつも稽けい古こ用の木剣で、青あお薔ば薇らの剣と黒い剣を対たい峙じさせたことは一度もない。

　にもかかわらず──。

　俺の胸中に満ちてくるのは、ついに来るべき時が来たのか、という感慨だった。そう、俺はこの瞬しゆん間かんを、ルーリッドからの旅立ちの日に予感していた。

　しかしそれは、互いの分身たる剣を打ち合わせるところまでだ。戦いの結末はまだ決まっていない。それは、俺たち以外の誰だれにも──最高司祭にだって、決めさせるつもりはない。

「ユージオ」

　最後の会話のつもりで、俺は語りかけた。

「憶おぼえてないだろうけど、お前に剣技を教えたのは俺だ。師匠として、まだ弟子に負けてやるわけにはいかない」

　しかしユージオはもう口を開かなかった。代わりに、青薔薇の剣を滑なめらかな動作で振りかぶり、ソードスキル発動の構えへと移行した。片手直剣突進技、《ソニックリープ》。

　彼が、俺の名前は忘れてもアインクラッド流剣技を忘れていなかったことを少し嬉うれしく思いながら、俺も同じ構えを取った。

　二本の剣が、鮮あざやかなライトグリーンの輝きを放った。

　一秒後。

　俺とユージオは、同時に大理石の床を蹴けった。
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（続く）












　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン13　アリシゼーション・ディバイディング』をお読みくださってありがとうございます。

　９巻から始まったアリシゼーション編も早くも五冊目となりましたが、やっとボス的な人が登場しまして私もホッと……してる場合ではないですね……。前巻に引き続き、この13巻も基本的に登ったり上ったりしております。壁かべに対しては『登る』、階段に対しては『上る』の漢字を当てたので著者校正が大変でした！　あと校こう閲えつさんにもお手数おかけしました！

　脱線しました。そんなわけで、なかなかラスボス戦までたどり着けない状況ですが、この巻でやっとサブタイトルの由来でもあるところの整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティさんが三人目の主人公としてクローズアップされております。彼女がいかにして自分を縛しばるシステムと対決し、運命を切り拓ひらいていくか……というのが本編の大きなテーマですので、キリトやユージオともども応援してくださると嬉うれしいです。

　そのユージオ氏ですが、終わり間ま際ぎわで上級職にクラスチェンジしてしまいました……。剣士のままのキリトに勝ち目はあるのか、こうなったらキリトも転職するしかないのか、という所で次巻に引いてしまっておりまして恒例ですがごめんなさい！　14巻では今度こそラスボスことアドミニストレータさんと戦いますので、もうちょっとだけお待ちください！

　……と書いておきながら誠に申し訳ないのですが、次のＳＡＯはプログレッシブ２巻となる予定です。アリシゼーション編では現実世界とアンダーワールドで離ればなれになったままのキリトとアスナが、コンビを組んでアインクラッド第３層を攻略しますので、そちらもどうぞよろしくお願いいたします。




　ここでちょこっと宣伝を。この本の帯でもお知らせしていると思いますが、今年（二〇一三年）の年末にテレビアニメ版ＳＡＯのスペシャル番組が放送されることとなりました。基本的には二〇一二年に放送されたアインクラッド編、フェアリィ・ダンス編の総集編となりますが、ちょっとだけ新しい映像も入っているはずです。丸一年ぶりにテレビ画面でキリトたちが動きますので、ぜひぜひご覧くださいませ。




　スケジュールの遅延が常態化してご迷惑をおかけしまくっているイラストのａｂｅｃさん、担当の三み木きさん、土つち屋やさん、そしてここまでお読みくださった皆様、ありがとうございました。また次の本でお会いしましょう！





二〇一三年六月某日　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド15　─終わりと始まり─』発売告知ページのイラストを収録しています。







[image: ]







[image: ]







川かわ原はら 礫れき

夏は自宅に閉じこもり気味なのでソロレベルが自動的に上がります。今年は一回くらい誰かと海に行ってレベルを下げたいです。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。
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